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序章





　幽かすかな水音が、宵よい闇やみに響いていた。

　都内とは思えぬ程に、喧けん噪そうから隔絶された空間である。横たわる静寂が、まるで風景を一枚の絵画の様に見せている。変化を忘れたかの如ごとき幽玄な趣は、日本の神話や神しん道とうに語られる『常夜』あるいは『幽世』の概念を想おもわせた。

　即すなわち……現実世界と異なる神域を。

　いや。ある意味では、確かに此こ処こは通常の世界とは異なる領域だ。

　郊外に建てられた平屋の純日本家屋と、それを取り囲む日本庭園……そこは権力者という現代の『神』達たちが来らい臨りんする為ための場所である。ただ数時間の食事と会話の為だけに、庶民の一ヶ月分の給料が消える――一いち見げん様お断りの超高級料亭。一般的な価値感は――そして倫理観ですら、そこでは何の意味も持たない。

　まさしく異郷だ。

　だが――

「……今……なんと？」

　和服姿の老人は、眉まゆを顰ひそめて問うた。

　この料亭を使い慣れているのか――その姿は庭に面したこの和室の佇たたずまいに、実によく馴な染じんでいる。客ではなく、此こ処この主あるじだと言われても違和感が無かろう。

　その顔には幾筋の皺しわが刻まれ、髪は当然の様に白いが……枯れた様な雰囲気は無い。むしろ今時の『草食系』などと評される若者よりは、遙はるかに精気に満みち溢あふれている。たとえ老いても虎とらは虎という事だろう。

「ミカヅチが滅びました」

　対して……卓を挟んで向かい合うのは、青年だ。

　見た目としては、本来ならばこの様な場所には、脚を踏み入れる事さえ出来ない――いや、正面からこの老人と向き合う事すら許されない様な、『若わか造ぞう』に過ぎない。着ているものも、まるで就職活動を控えた大学生が買ってきたかの様な、布地も仕立ても凡ぼん庸ような吊つるしの背広スーツだ。少なくともその外見には、何ら特殊性は見当たらなかった。

「ミカヅチが？　あの――」

　そこで老人は一瞬、言葉を切った。

　躊躇ためらうかの様に。あるいは畏い怖ふするかの様に。

「鬼おに猟かり衆しゆうが……か？」

「鬼と分かれば親兄弟は勿もち論ろんの事、国家元首であろうと躊ちゆう躇ちよ無く滅ぼす鬼猟の集団。社会通念とは無縁の領域で、平安の世から営々と活動を続け、闇やみの領域において鎮護国家を貫いてきた呪じゆ術じゆつと武術の特務組織」

　青年は歌う様に言った。

「信じられないのは無理もありません。貴方あなた達たちが生まれる遙か以前から存在し続けて来た組織です。貴方達にとってそれは、既に一つの『理』と言っても過言ではない筈はず」

　朝あさ陽ひが東から昇る様に。

　秋の次には冬が来る様に。

　それは『どうして？』と問う事すら馬鹿馬鹿しい程の――当然のものとして権力者達には受け止められていた。現行の日本政府よりも遙か昔に生まれ、幾いくつもの世紀を跨またいで存在を続けて来た……一種の事実であり、現象であり、法則だったからだ。

「しかしやはり組織は組織。滅びはあるのです」

「…………」

「お疑いになるならばどうぞ」

　青年は懐から携帯電話を取りだして卓の上に置いた。

「首相官邸でも、内閣調査室でも、お好きな処ところにお電話されて確かめられれば良いかと」

「……いや」

　老人は首を振った。

「それは後にしよう。仮に貴殿の話が真実として……何ど処この誰だれがそんな事を？」

「…………」

　青年は曖あい昧まいな、まるで仏像の様な淡い表情のまま無言。

　言えないという意味では無かろう。

　察しろ――という無言の威圧だ。

　ただ頷うなずくだけで幾いくつもの企業を潰つぶし、何人もの人間を死に追いやる事の出来る、神にも等しい権力者を前にして……青年は平然とこの場を仕切っていた。その物腰には躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんも、一切の揺らぎが無い。絶対的な自信に裏打ちされた言動である事は、老人にもすぐに分かっただろう。

「……で」

　我慢出来ずに老人は問うた。

「儂わしにどうしろと？」

「滅んだと言っても実の処……頭が潰れただけでしてね」

　青年は口の端に薄い笑みを浮かべて言った。

「尻尾しつぽ程度の連中は、未いまだ残っています。最も早はやどうあっても元のミカヅチに戻る事は出来ますまいが、悪あがきの末に面倒を引き起こす可能性は在ります」

「…………」

「積極的に狩り立てる必要はありません。ただ、余計な処に余計な被害が及ぶのを防ぐ為ために力をお借り出来れば――と」

「ミカヅチは鬼おに猟かり衆しゆう」

　老人は探る様な目付きで青年を見据えながら言った。

「良くも悪くも『鬼を狩る』事だけを目的に動く故、『敵』は鬼のみ」

　ミカヅチは国政や祭事に一切関与しない。

　旧ふるい組織として権力や財力をそれなりに持ってはいたが――それとてあくまで『鬼猟』に必要だからという理由に過ぎない。だからこそ通常の政治家や思想家とは大きく対立する事も無く、日本という国の体制が変化しても存在を続けて来たのだ。

「ならば、その徹底壊滅を望む者は……」

　老人は言葉を切って――ゆっくりと息を吸う。

　当然ながら、老人は何ど処こに出掛けるにしても一人で歩き回る様な愚を犯さない。今も襖ふすま一枚を隔てた隣室には、護衛役の男が三名待機している。いずれも元警官や自衛官で、武術を修め、懐には拳けん銃じゆうを忍ばせている連中だ。殺人経験も在る。老人が一声上げれば彼等らが飛び込んできてこの青年を躊ちゆう躇ちよ無く殺すだろう。

　しかし……

「鬼が――ヤドリギがどういうものか御存知ですか？」

「ミカヅチの……伽が藍らん堂どうの者から聞かされた程度にはな」

　日本政府やその関係者に、情報操作その他の便宜をはかる事を求めてくるミカヅチは、定期的に自分達たちの活動について説明と報告を行っている。そうした『渉外』的な作業はミカヅチ六家の中の一つ、伽藍堂家の担当だった。

　老人も伽藍堂家の党首、紫し乃のとは何度も顔を合わせている。

「人間に取とり憑つく怪物。取り憑かれた人間は事実上の不死身になるのだとか？」

「ええ」

　青年は頷うなずいた。

「それに――人を喰くうバケモノだと」

「ええ」

「だから組織を成して狩らねばならぬと……伽藍堂の者は言うておった。羊の群れの中に羊の皮を被かぶった狼おおかみが潜んでいる様なものだと」

「で……狼は悪だと想おもわれますか？」

「…………」

　老人は眉まゆを顰ひそめる。

　青年は――ふと障子越しに日本庭園の方へと視線を向けて言った。

「そういえば先月……戸と坂さか先生がお亡くなりになりましたね」

「……そうじゃな」

　戸坂勝かつ重しげ――宗教系の支持母体を持つ大物代議士である。陰で『怪物』とまで言われる程の発言力を政界にも財界にも持っていたが……さすがにその威光も寄る年波には勝てなかったのか、去年の末から急に表舞台に出てこなくなり、そのまま亡くなったのだ。

「直接の死因は肺はい癌がんだったそうじゃが……」

「神に護まもられていても、人は死にますね」

　青年は楽しげに言った。

「どれだけ財力と権力を使っても、死を避ける術すべは無い。あれだけの財力と権力を手に入れても、あの世までは持って行けない。諸行無常というやつですね」

「……何が言いたい？」

　その皺しわ深い顔に苛いら立だちの色を滲にじませて老人は問う。

「古来より栄えい耀よう栄華を極めた権力者が、最後に望むものが決まって不老不死だそうで」

「始し皇こう帝ていでもあるまいし」

　老人は薄く笑った。

「現代でそんな――」

「それが実は本当に手に入るとしたら？」

　老人の言葉に被かぶせる様に青年は言う。

「どれだけの人が全すべてを投げ打って殺到するでしょうね？　あるいはそれが――ほんの些さ細さいなお願い事を聞いていただく代わりに、手に入るとしたら？」

「…………」

　老人は渋面を作って黙り込んだ。

　冷たく硬い静寂が二人の間にわだかまる。

　時すらもが息を潜めて成り行きを見守るかの様な――そんな空気の中、日本庭園の片隅に幽かすかな水音ばかりが、いつまでもいつまでも響いていた。



    

  
    
      


第一章　日常の終焉





　四インチの液晶画面を無骨な指先が撫なでる。

　一覧の中から名前の一つが選択されて、色彩が反転し――

「――ち」

　短く舌打ちすると、迫さこ水みず純じゆん一いちは『戻る』のボタンをタップして直前の選択を解除キヤンセルした。

「単に電話かけるだけなら、ガラケーの方が使い易やすいな」

　言いながら、改めてスマートフォンの画面を指で撫でる。引き金を引く、相手を掴つかむ、折り畳んで拳こぶしを作って殴る、ナイフの柄を握る……彼の指は、過酷な使い方には慣れていても、こうした細々した操作には、今一つ慣れていないらしい。

　迫水純一――鬼おに猟かり組織ミカヅチ物理戦闘部隊〈破は組ぐみ〉の隊長。

　元自衛官であり、元民間軍事会社社員であり、その経歴を買われてミカヅチに引き抜かれた生粋の兵士――古参兵ふるつわものである。長めに伸ばした髪はおよそ兵隊らしくはないが、その一方で苦み走ったその容よう貌ぼう、特にその真ん中で炯けい々けいと輝くその双そう眸ぼうは、この男が何度も死線をくぐり抜けてきた証拠の一つだった。

「…………」

　東京湾に面した港湾施設の片隅。

　そこに停とめられた大型トラック――ベンツ・アクトロスの助手席。

　そこで今――迫さこ水みずは片っ端から電話を掛けまくっていた。

　そしてその殆ほとんどが繋つながらない、あるいは繋がっても相手から望んだ言動を引き出せない事に苛いら立だちを覚えていた。スマートフォンの操作に手間取るのは、単に細かな指先の操作に慣れていないという事もあろうが、同時に彼の中で膨れ上がり続ける苛立ちも理由の一つなのだろう。

「……芳かんばしくありませんか」

　運転席の部下が、ふと思い出したかの様に問うてくる。

　迫水は――溜ため息いきを一つついてスマートフォンから手を離した。

「良くはねえな」

　そのまま疲れた様に座席に背中を預ける迫水。

「元々俺おれの〈破は組ぐみ〉隊長としての番号は、潰つぶされてて、そもそも繋がらねえ」

　言って迫水は左手で別の――今まで操作していたものとは型の違うスマートフォンを取り出した。要するにこの男は携帯電話を二つ持っているのである。

　個人用と仕事用。

　だが――

「俺個人の番号から掛け直してる訳だが――大抵の奴やつが、知らない番号からは出ねぇし、出ても俺の話なんざ聞きゃしねえ」

「秘密組織である事が徒あだになりましたか」

「それもあるが……」

　確かにミカヅチは、存在そのものが秘ひ匿とくされている非公開組織だ。

　ヤドリギという怪物の性質を考えればこれは当然――迂う闊かつにミカヅチやヤドリギの存在が知れ渡れば、文明社会が崩壊しかねない。『貴方あなたの横に居る知人、友人、同僚、恋人、家族は、ある日突然、恐ろしい力を持った人食いのバケモノに変わってしまうかもしれません』――そんな事を公表できる筈はずが無い。

　故にこそ、その関係者はミカヅチに所属しながらも、身分を証するものを基本的に持たない。運転免許証も偽造である。万が一にもそこから辿たどられて、ミカヅチやヤドリギの存在が世間に露呈しない様に、という用心の為ためだ。

　だがそれが今は徒あだになっていた。

　まずこちらの話を信用して聞いて貰もらえない。ミカヅチ本部からの根回しが無ければ相手に対して迫さこ水みず個人の身分を証明する手段が無い。特に迫水は普段、戦闘部隊の長として働いていただけに、組織外の関係者にあまり顔や名が知られていないので――余計に自分が本当にミカヅチ〈破は組ぐみ〉の人間であるという事を証明するのが難しい。

　しかも……

「どうも色々先に手が回ってるみたいでな」

　電話先の何件かは、何とか話をする処ところまでこぎ着けた。だが彼等らもまた――言外に『関かかわり合いになりたくない』という意向を匂におわせて早々に電話を切ってきたのだ。

「……それは」

「回してやがんだろ、ヤドリギの連中が」

　忌いま々いましげに迫水は言った。

「そもそも〈破組〉の隊長としての番号が使えなくなったのも、携帯電話会社に手を回せる奴やつが居たって事だろ。こっちの番号も何い時つまで使えるか……」

「まずいですね」

「ああ。特に弾薬の類たぐいがな……」



    

  
    
      



    

  
    
      

　迫さこ水みずは後ろを――トラックのコンテナ部を振り返って言った。

　そこにはミカヅチ本部を出る際に持ち出してきた武器弾薬が搭載されている。

　だがこれは、緊急出動用に普段からトラック内に常備されている分――つまりは平均的な『鬼おに猟かり』において消費される一回分の量でしかない。当たり前だが、改めて積み直している余裕など迫水達たちには無かった。

　また……都内に分散していた幾いくつかの施設を回って、生き残りと装備や弾薬を集めてはきたが、これも大した量にはならない。

　これらは現在、三台のベンツ・アクトロスに搭載され、それぞればらばらに都内を回っている。固まっていてはまとめて襲撃を受ける可能性が在るからだ。ヤドリギ達が本部施設を襲撃した以上、何ど処こまで情報を持っているかは分からない。迫水達のトラックのナンバープレートや車種も、連中の追跡対象になっている可能性があった。

「ああくそ。面倒臭ぇな――おい」

「じわじわ外堀を埋められている感じですね……」

「そもそも、こういうのは得意じゃねえんだよ。逆さか木きらが生きててくれれば、いくらでもやりようは在ったんだろうがな……」

　逆木は勿もち論ろん、伽が藍らん堂どう家が主体として運営されていた〈索さく組ぐみ〉は、ミカヅチ本部襲撃で壊滅した。ヤドリギの居場所を探るという役目を負っていた関係上、〈索組〉の者達は外部との渉外役に回る事も多く――交渉術は勿論、詐術や、意識操作系の呪じゆ術じゆつに通じている者も少なくなかったのだ。

「携帯が全部潰つぶされる可能性もあるからな」

　迫水は運転席の片隅に据え付けられた無線機を眺めながら言った。

「俺おれ達自身――無線以外にも連絡手段を確保しておかねえとな」

　いざという時に集合できなければ、分散した意味が無い。

「狼煙のろしでもあげますか？」

「マジでそれ位は考えた方がいいかもしれんぜ？」

　迫水は投げやりな口調でそう応じた。

　そこに――

「…………ちょっと」

　アクトロスの扉を外から叩たたく音がする。

　迫水と顔を見合わせてから――部下が運転席の窓を開けた。

「はい？　なんでしょう」

　アクトロスの脇わきに立っているのは、制服を着た警官二人だった。

「ちょっと良いかな。免許証見せてくれる？」

「……どうぞ」

　部下は懐から免許証を取り出して警官に手渡す。

　警官はこれを眺めつつ――

「それと。ちょっと中、開けて見せてくれる？」

「は？　中って」

「コンテナの中」

　警官は言った。

　部下は眉まゆを顰ひそめて問うた。

「ちょっと待ってください。これ職務質問ですか？」

「そうだね。開けて」

　警官の口調がやや横柄な方向に変化した。

　同時にもう一人の警官が、無線を使って何ど処こかに連絡中だ。怪しいと思われたのだろう。ナンバープレートの確認か、あるいはコンテナに記載された運送会社の社名確認か。

　いずれにせよ――細かく調べられるとまずい。

　勿もち論ろん、武器弾薬を積んだコンテナを開いて見せる訳にもいかない。

「勘弁して下さいよ。中身薬品で、下手に光に当てたら――」

　部下は咄とつ嗟さに適当な事を言って逃れようとするが、警官はそれを制して言った。

「大規模な麻薬密輸が行われているって情報があってね」

「……………」

　部下が迫さこ水みずを振り返る。

　迫水は前を向いたまま――

「出せ」

　とだけ命じた。

　次の瞬間、部下はエンジンを掛けると、躊ちゆう躇ちよ無くアクセルを踏み込んだ。

「――!!」

　動き出した大型トラックを前にして弾はじかれた様に警官達たちが退さがる。

　だがそれでも咄嗟に腰の拳けん銃じゆうに手をやっていないのは、日本の警察官ならではだろう。アメリカならば、そもそも不審に思った車がいきなり勝手な行動をとれば、即座に発砲していてもおかしくない。

　アクトロスは何事か叫ぶ警官達をその場に残し――猛然と走り始めた。

「――少し移動してから、ナンバープレート変えるぞ」

　と迫さこ水みずは応じた。

　このアクトロスには細工がしてあって、スイッチ一つでナンバープレートを別のものに入れ替える事が出来る。勿もち論ろん、車種まで変える事は出来ない以上――精々が時間稼ぎでしかないが。

「麻薬密輸……これも場合によっちゃ、ヤドリギ達たちの仕込みかもしれませんね」

「十中八九、奴やつ等らの仕込みだろ」

　窓の外を流れ行く景色を見つめながら、物憂げに言う迫水。

　彼等――鬼おに猟かり組織ミカヅチの残党に対する包囲網は、ゆっくりと、しかし確実に閉じられつつあった。



　　　



　扉を開いた先には思いの外――真っ当な室内風景が広がっていた。

　少なくとも予あらかじめ想像していた様な、突飛さは見当たらない。

　全体的に照明が暗めである事と、家具の配置がやや奇妙である事を除けば、普通の部屋に見える。何ど処この家にでも在るモノは在るし、無いモノは無い。部品単位で見れば、基本的に何ら奇異な場所ではなかった。

　だからといって安あん堵どする訳にもいかないのだが。

　何しろ此こ処こは……

「…………」

　扉の脇わきの壁に、一枚の姿見が取り付けられている。

　鏡面に映るのは緊張に強こわ張ばった少年の貌かおだ。

　ぼさぼさの黒髪の中で、一部の前髪だけが漂白したかの様に白い。だが特異なのはその部分だけで、容姿そのものは何処にでも居る十代のそれだ。目鼻立ちは整っているが――それだけである。見る者の感覚へ積極的に訴えかける様な、華やかさは無い。

「…………」

　神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんは己の鏡像から眼めを逸そらし、緊張のあまり塊の様になってしまった息を吐いた。

　情けないと想おもいつつも……こればかりはどうしようもない。

「……紅蓮？」

　半歩後ろに居た連れが、入り口で立ち尽くしている紅蓮を訝いぶかしんでか声を掛けてくる。

「どうかしましたか？」

「……どうもしねえよ」

　微妙に声が上ずっているのが、これまた情けない。

　相手はいつもの通り平然としているのに――

（…………いや）

　ふと紅ぐ蓮れんは思い直した。

（いつも通りじゃねえよな……）

　連れを振り返る紅蓮。

　そこには怜れい悧りな顔立ちの少女が、一人、手持ちぶさたな感じで立っている。

　長い黒髪をポニーテール状に結んでいるが、その容姿は基本的に『可愛かわいい』というより『美しい』と評した方が印象が伝わり易やすいだろう。整った容よう貌ぼうにはまるで隙すきというものが無く、何ど処こか刃物の様な――それも日本刀や剣の類たぐいではなく、装飾性を一切省いた、戦闘用ナイフの機能美にも似た美しさが備わっている。

　御み杖つえ代しろ梨り緒お……表向きは紅蓮の許嫁いいなずけという事になっている少女。

　だが、その正体は鬼おに猟かり組織ミカヅチの人間であり、紅蓮の監視と観察の為ために派遣されてきている人間だ。同じマンションの部屋に住んではいるが……紅蓮に言わせれば決して『同どう棲せい』などという甘い状況ではない。

　ただ事情がどうあれ、同じ屋根の下で寝泊まりしていれば、自然と見えてくるものも在る。

　今の梨緒が、いつも通りである筈はずが無いのだ。

　あるいは本人すらも気付いていないかもしれないが――梨緒はずっと右手の拳こぶしを握り締めては緩め、握り締めては緩め、まるで己の握力を確かめるかの様な行為を延々と繰り返している。こんな癖は梨緒には無い。無かった。

　声にしてもいつもよりやや硬い。

　聴き慣れている紅蓮だからこそ、分かる程度の違いなのだが。

　無理も無い。むしろこの程度で済んでいる事が脅きよう威いだ。

　何しろ梨緒は……昨日の夜に天てん涯がい孤こ独どくの身になったのだから。

　しかも殺された姉の生首を見せられている。紅蓮もその現場に居合わせたが、普通の人間ならば卒倒してもおかしくない様な状況だった。

（俺おれの場合とは事情が違う）

　紅蓮は自じ嘲ちよう混じりにそんな事を想おもう。

　天涯孤独という意味では、紅蓮も同じだ。

　だが彼は――両親が死んだと知った時には、まず喜んだ。

　自分に人体実験を繰り返し、動物の様に扱っていた『怖い人達たち』が居なくなったと分かったからだ。親子関係というものの標準が、どういうものであるのかを紅ぐ蓮れんが知ったのは、それからかなり後の事である。

　決してまともとは言えないが、紅蓮に比べれば、梨り緒おの場合は家族にそれなりの情が在ったろうし、依存していた部分も在ったろう。特に姉の雪ゆき緒おに対しては色々と複雑で、屈折したとでも言うべき感情を持っていた様に見えた。

　だからこそ、雪緒を含め御み杖つえ代しろの人間が皆殺しになった今、彼女は途方も無い喪失感を抱えている筈はずなのだ。泣なき喚わめいたり、あるいは逆に虚脱して生ける屍しかばねの様になっていても、何ら不思議は無い。

　だが表面上は――梨緒はとりあえず平静を装っている。

　というより、『いつも通りの自分』という型の中に己を填はめ込こむ事で、辛うじて立っている様に紅蓮には見えた。人間は条件反射の生き物だ。普段通りの自分を演じていればその内、心の中も普段通りに落ち着いていく。

　だが――それは本来もっと先の事だ。

　多分、今の梨緒は間違い無く無理をしている。

「入らないのですか？　部屋を選び直しますか？」

　首を傾かしげて梨緒が尋たずねてくる。

「い……いや」

　紅蓮は首を振ると部屋の中に脚を踏み入れた。

　部屋を選び直しても無駄だ。この建物の中に入っている時点で全部同じである。

（……ったく）

　紅蓮は、想おもわず漏れそうになる溜ため息いきを胸の奥に飲み込む。

（まさかコイツと来る事になるとはな……）

　この場所の事は知っていたが。

　いつかは入る事もあるだろうと思っていたが。

　しかし――まさかその連れが、梨緒だとは微み塵じんも思っていなかった。

「話に聞いていた以上に、真っ当ですね」

　どうも紅蓮と同じ感想を抱いたのか、梨緒は部屋の中を見回しながら言った。

「それともあのベッドが回転するのでしょうか」

「さすがにそれはねえだろ。多分」

　と紅蓮は梨緒の指差したベッドを――部屋の真ん中にどでんと置かれているやたらに大きなベッドを見て言った。何やら操作パネルの様なものが枕まくらの側そばに附属しているのが奇妙だが、これが回転するとはどう見ても思えない。

『ブティックホテル』もしくは『ファッションホテル』――

　呼び方は色々在るが――最も露骨で通りが良いのは『ラブホテル』だろう。

　要するに男女が性行為をするのに利用する、風営法上の特殊なホテルだ。

　もっとも紅ぐ蓮れんと梨り緒おが此こ処こに連れ立って入ったのは、そういう行為をする為ため――ではない。この種のホテルの性格上、チェックインの為に他人と顔を合わせる必要がなく、住所や名前を書く手間を要しないからだ。

　紅蓮と梨緒は――追われる身だった。

　いや。正確には『狩り立てられる身』と言った方が正しいだろう。

　ミカヅチ本部壊滅から、丸一日が経過していた。

　生き残りである〈破は組ぐみ〉隊長の迫さこ水みず純じゆん一いちから、紅蓮達たちは細かなミカヅチ壊滅の顛てん末まつと、そして本部以外の各施設も、ほぼ同時に襲撃を受けたという事実を知った。

　ミカヅチ六家――御み杖つえ代しろ本家を含むミカヅチの中枢たる家々も、全滅したのだと。

　敵はヤドリギ。人に取とり憑つき、人を喰くらい、人の中に身を潜める鬼だ。

　本来、ミカヅチはこれを人知れず狩る為の組織だった。

　だが永い歳月の中で狩り逃がしたヤドリギ達は、集い、力を付け、そして昨日、一斉に牙きばを剥むいた。一方的に狩り立てる事しか知らなかったミカヅチは、ヤドリギ達の逆襲によって――狩る者と狩られる者の立場が逆転した状況下で、呆あつ気けなく滅んだ。

　生き残りは既に数十分の一――三十名に満たない。

　迫水達は京都に在るミカヅチの支部にも連絡を試みたが、一切繋つながらないという。

　事実上、ミカヅチは滅亡し、生き残りは敗はい残ざん兵へいとして追われる事となった。

　勿もち論ろん、紅蓮と梨緒も例外ではない。

　そもそも……何年もミカヅチからは離れて暮らしていた紅蓮は、不用心に過ぎた。ミカヅチの本拠を割り出して奇襲を掛ける様な連中が相手ならば、紅蓮の家は当然に割り出されているだろう。

　そしてヤドリギ達は言った。たった一人でミカヅチの機能を体現する事も可能な紅蓮は、まず最初に潰つぶしておく脅きよう威いであるのだ――と。

　ならば間違い無く、ヤドリギ達は紅蓮のマンションをも狙ねらう。

　のこのこと帰っては、どんな罠わなが待ち受けているか知れたものではない。故に迫水は、紅蓮と梨緒に何ど処こかのラブホテルへでも身を隠せと命じたのだ。男女二人組ならば怪しまれる事は――関係者の記憶に殊更残る事は無い。

　現在、ミカヅチの生き残りは、それぞればらばらに動いて、生き残る為の方策を探しているが……真正面から四体ものヤドリギと闘った直後という事もあり、とりあえず紅蓮と梨り緒おは何ど処こかで身を休めておくべき、と迫さこ水みずは判断したらしい。

（……つっても、身を休める処ところの話じゃねえだろ。こんな場所……！）

　紅ぐ蓮れんは正直言って途方に暮れていた。

　迫水は『明日にでも迎えに来る』『それまで休んで鋭気を養っておけ』などと言い残して装備一式を積んだトラックで部下達たちと共に走り去っていったが――正直言って、全く休める気がしない。

　同じ部屋でずっと寝泊まりしていて何を今更、と他人は想おもうかもしれないが、紅蓮にしてみれば自分の家で寝泊まりするのとは全く意味が違う。元々『性行為をする為ための場所』なのだから……意識しない方がおかしい。

　勿もち論ろん、たとえ紅蓮が梨緒と相思相愛であったとしても、ミカヅチ壊滅などという大事件の直後だ――とても性行為に勤いそしんでいる余裕など無いだろうが。

「はぁ……」

　紅蓮はとりあえずソファの方に腰掛けてリモコンのスイッチを入れる。壁際に設置されていた大画面の液晶テレビに光が点ともり――丁度、ニュースらしき画像が映った。

「――って」

　眼めを丸くして硬直する紅蓮。

　テレビの画面に映っていたのは――

「梨緒！」

「…………」

　呼ばれて振り返った梨緒も眉まゆを顰ひそめて画面を見つめる。

　元々表情に乏とぼしい娘だが――恐らくこれでも驚いているのだろう。

　50インチあまりの四角い画面の向こう側には、見覚えのある――ありすぎる建物が映っていた。

　ミカヅチ本部のビルである。

　決して小さな建物ではないが、元より秘密組織の本拠、目立たぬ様に地味な外観になっている。書類上の登記も、無難な――あまり注目されず話題にもならない様な、企業の所有という事になっている筈はずだ。余程の事が無い限り、ニュースにその外観が映し出されるなど在り得ない。

　だが――

『――現在もこの建物周辺は立ち入り禁止となっており――』

　ニュースキャスターの事務的な口調が冷え冷えと響く。

「なんだこれ……」

　紅ぐ蓮れんは呻うめく様に呟つぶやく。

　どうもミカヅチ本部ビルは『配管ミスから一部ガス爆発、更には火災で有毒ガスが発生、警察と消防により封鎖されている』という事らしい。

　勿もち論ろん、そんな事実は無い。

　在ったのはヤドリギ達たちのミカヅチ関係者に対する虐ぎやく殺さつと――紅蓮達の戦闘だ。

　だが勿論そんな突拍子も無い事が報道される筈はずも無い。本来ならばそうした情報操作をして事実を隠いん蔽ぺいするのはミカヅチの――それも主に〈索さく組ぐみ〉や〈繕ぜん組ぐみ〉の仕事だが、彼等らはもう殆ほとんど生き残っていない。

　ならばこのでっち上げは一体、誰だれの手によって成されたのか？

「多分、人払いをした上で、事件を無かった事にする為ためのものかと」

「ンな事は分かってるよ。だけどミカヅチが殆ど全滅状態の今、誰が――」

「勿論――」

　梨り緒おはそこで黙り込む。

　改めて口に出して言うまでもない事だ。

　だがそれは……ヤドリギ達がミカヅチと同等かそれ以上に、政界や財界の権力中枢にかなり食い込んでいるという事を示し唆さする。さもなければこんな迅速な、そして強引極まりない情報操作は不可能だ。

「御み杖つえ代しろ本家の方も……報道されないだけで……壊滅させられています」

　梨緒が淡々と言う。

　ただし『御杖代本家』と『壊滅』という二つの言葉の部分だけほんの微かすかに彼女の声が揺れるのを紅蓮は感じ取っていた。

「逆に言えば……本部ビルは都内の人目につく場所にあるので、誤ご魔ま化かす為の理由付けが必要だったのでしょう」

「信じられねえ……」

　紅蓮は喘あえぐ様に言った。

「政府だかテレビ局だかしらねえけど……こんな簡単に乗っ取れるものなのか？　乗っ取らないにしてもこんな風に無む茶ちやを通せるものなのかよ？」

「逆ではないかと」

　梨緒は言った。

「乗っ取れたから――無茶を通せる様になったから、あの様な行為にヤドリギ達は出たのかもしれません」

　そうだ。確かに簡単ではないかもしれない。

　だがミカヅチは平安時代から存在し、それはつまりヤドリギ達たちも同じ時代から存在していた。これはヤドリギ達が己を狩る者達に対する反撃を、千年を掛けて準備してきた結果であるかもしれないのだ。

　つまり……

「ひょっとして……日本って国そのものが」

「はい。私達を敵視して攻撃してくる可能性があります。この本部ビルの事件をテロとして報道し、ミカヅチの生き残りをその犯人として指名手配する――とか」

「…………」

　自分が指名手配されるかもしれない。

　そんな事――考えた事も無かった。

　それはつまり、日本という国そのものが、紅ぐ蓮れん達の敵に回るという事だ。

「そんな……」

　自分が立っていた地面が奈な落らくの底に向けて崩れ落ちていくかの様な――そんな絶望感がのしかかってくるのを、紅蓮は感じていた。



　　　



　ゆっくりと道を辿たどって歩いて行く。

　いつもならば当然の様に待たされる時間が無くなって――むしろ、少しだが時間に余裕がある。だからといって何ど処こかに寄り道している様な時間は無いし、通学路の風景を愉たのしむ様な気分でもない。ただ手持ちぶさたなだけで、意味の無い余裕だった。

　笹ささ原はら琴こと音ねは、一人で歩いていた。

　ずっと一緒に登下校していた神かん薙なぎ紅蓮の姿は、その側そばには無い。

　この数ヶ月は琴音と紅蓮の側に更に御み杖つえ代しろ梨り緒おの姿が在ったが……これもまた無い。

　二人は家に居なかった。

　土日に彼等らが連れ立って何処かに出掛ける――会員制のスポーツジムに行っている様だが――のは知っていた。その事について何か釈然としない気持ちを覚えたりもしたが、それでも普段と変わらず振る舞えたのは、紅蓮が変わらず一緒に登下校してくれていたからだ。自分は未まだ紅蓮の側に居て良いのだと――その事実が保証してくれているかの様で。

　しかし……

「……紅蓮」

　琴音は何度も呼んだ筈はずのその名を、舌の上に転がしてみる。

　以前に比べてそれは――ただそれだけの行為が、ひどく切ない。

　恐らく傍はた目めには何も変わっていない関係であろうに、自分の気持ち一つでこうも何もかもが違ってくるのか。それは琴こと音ねにとって大きな驚きだった。

「…………」

　自分の容姿が醜い……とは思わない。

　目鼻立ちに大きな歪ゆがみや偏りが在るとも思えない。

　だが眼鏡を掛けて、長い髪もただ結んだだけの、質素で地味な姿であるという事実については自覚が在った。自分の容姿は、同世代の少女達たちに比べると積極的に訴えかけるものが少ないという事に。

　少なくともあの――御み杖つえ代しろ梨り緒おに比べると、自分はひどく地味だ。

　梨緒も決して派手な容姿ではないが、それでも何か人目を惹ひき付つける何かが備わっている。花の艶あでやかさではなく、刀や剣の持つ鮮やかさ――機能美にも似た清すが々すがしさだ。野性の獣の美にも近い。彼女に比べると、自分は促そく成せい培ばい養ようされた家畜の様にも思えてくる。愛あい玩がん用のペットにもなれない――ただの家畜に。

「……でも」

　それでも紅ぐ蓮れんを諦あきらめる気持ちにはなれなかった。

　彼の事が好きなのだと自覚をした今は――尚なお更さらに。

「――あれ？」

　一人陰々滅々とした想おもいを抱えて歩いていた琴音に、聞き覚えのある声が掛けられる。

「笹ささ原はらさん」

「――あ」

　振り返ると、そこには一人の少年が緩やかな笑みを浮かべて立っていた。

　太た刀ち花ばな明あか月つき。

　琴音にとっては同じ学校の先輩にあたるこの少年は……本当によく目立つ。

　長身痩そう躯くに加えて、目鼻立ちが実に鮮やかで、美男子という言葉が過不足無く当てはまるのだ。天は二物を与えずと言うが、明月に関しては三つも四つも与えている様な印象がある。容姿端麗。頭脳明めい晰せき。スポーツ万能。性格穏和。唯一、趣味が盆栽と少々年寄り臭いが――それとて先の完かん璧ぺきさと一緒に見れば、ある種の隙すきとなって近寄りがたさを相殺しているのだから、これはもう見事と言う他無い。

　実際、明月のファンを自認する女生徒は多い。

　だからこそ不思議と言えば不思議だ――何な故ぜ、明月の様な少年が、自分に交際を申し込んできたのか。もっと相応ふさわしい相手はいくらでも居るだろうに。

「珍しいね」

　明あか月つきは言った。

　彼は自然に琴こと音ねの隣に並んで歩きながら更に続ける。

「笹ささ原はらさんが一人で歩いているなんて」

「…………」

　無論――明月はただ素直に事実を述べただけだろう。

　だが今の琴音には、その一言がひどく痛い。

「紅ぐ蓮れん達たちは……マンションに居ないみたいで」

「居ない？　先に登校しちゃったとか？　それとも昨日から帰ってないとか？」

「分かりません……」

　一応――携帯電話に掛けてはみたが、紅蓮も梨り緒おも応答が無い。

「そうか、心配だね」

「…………」

「でも悪いけれど僕はちょっと感謝かな」

　臆おく面めんも無く明月はそんな事を言ってくる。

「笹原君と二人で登校できる。いつもは神かん薙なぎ君の居た位置に立って――ね」

「…………」

　歩きながら……琴音は改めて明月を振り返る。

　彼はいつもと同じ穏やかな笑みを浮かべたまま琴音を見返してきた。

「あの。太た刀ち花ばな先輩」

「なに？」

「本当に……どうして私、なんですか？」

　自分の様な人間に、どうして明月の様な人間が興味を持つのか。

「前にも言った様な気がするけど」

　明月はのんびりと笑いながら言った。

「君は自分の事を過小評価する癖は直した方が良いと思うな。逆に聞きたいけれど、笹原君は自分の何ど処こが『駄目』だと思うの？」

「…………」

　言われてみれば考えた事が無かった。

　ずっと――自分は罪人で。罪人は悪い人で。

　だから『駄目』なのだと……人に好きになって貰もらう資格が、そもそも無いのだと思っていた。誰だれかが自分の事を好きになる、という可能性について考えた事も無かった。

　自分が誰だれかに好意を受けるに値する様になるのは、そんな事があるとすれば、それは紅ぐ蓮れんに対する罪を償つぐなった後でしかない……と考えていた。自分は、そこからようやく『真っ当』になれるのだと。

　だが――それは。

　琴こと音ねが、自分自身に掛けた呪のろいではないか？

　紅蓮が琴音を愛してくれない可能性を畏おそれて掛けた――『だって自分は罪人だから仕方がないのだ』と納得する為ために、予想し得る寂しい未来が現実となっても、絶望でおかしくなってしまわない為の予防線、ささやかで滑こつ稽けいな言い訳ではないか？

　だとしたら……

「太た刀ち花ばな先輩」

　琴音は再び前を向いて歩きながら言った。

「私に交際を申し込んでくださった事は、とても……嬉うれしいです」

「そう？　ならば全くの無駄では無かったかな」

　あくまで朗らかに明あか月つきは言う。

　だが――

「でもごめんなさい。やっぱり私は……どれだけ待って貰もらっても、先輩と交際は出来ないと思います」

「…………」

　明月は柔らかな笑顔のまま、琴音を見つめていたが。

「それはつまり、笹ささ原はら君には、もう心に決めた男性が居るという事かな？」

「はい」

　きっぱりと琴音は頷うなずいた。

「私は……紅蓮が好きです」

　それはまるで懺ざん悔げにも似て……言葉を一つ紡ぐ毎ごとに、琴音は自分の上にのしかかっていた重苦しい何かが消えていくのを感じていた。

「やっぱり私は紅蓮を愛しています。だから他の方を好きになる事は……出来ません」



　　　



　ほんの微かすかに水音がする。

　梨り緒おが風ふ呂ろに入っているのだ。

　朝風呂とはある意味で贅ぜい沢たくな話だが――既に紅蓮達たちの生活時間は狂いきっていて、殊更に嬉うれしいとも思えない。ラブホテルの中は基本的にいつでも暗くできる様、窓は全すべて閉じられる様になっているので、そもそも昼夜の感覚があまりないのである。

「…………」

　紅ぐ蓮れんは溜ため息いきをついた。

　なんだかんだで疲れていたのだろう――到底眠る事など出来ないと思っていたが、ベッドに横になると、思いの外あっさりと彼は眠りに墜おちた。彼が眼めを醒さましたのは先程で、その時にはもう、梨り緒おは浴室の方に行っていた様だった。

　彼女がちゃんと眠ったのかどうかは、分からない。

　どちらがソファで眠るかの押し問答を数分した後、結局は、同じベッドで眠る事になった。ただし幸か不幸かベッドはやたらに広く――二人が寝返りでも打たない限りは、無意味に接触する事も無く、一定の距離を置いて横になる事が出来た。

　勿もち論ろん――梨緒は以前から『紅蓮に押し倒される事も在り得る』と、最初から納得ずくで来ているのだから、同じベッドに寝ようとも特に感慨は無かったのかもしれないが。

「……押し倒して仕し舞まえば良いのに」

　ふと、そんな声が紅蓮の耳元で囁ささやいた。

「…………」

　紅蓮は眼を半眼にして傍らを振り返る。

　そこには――居るはずの無い妹の姿があった。

　深しん紅く。

　本来……生まれる事すら叶かなわなかった筈はずの、紅蓮の、妹。

　紅蓮以外には見る事も、聞く事も出来ない、幻想の如ごとき少女は、いつもの様に黒い――喪服じみた着物を着て、その頭部には異形の角を備えて、そこに寝そべっている。恐らくはわざとなのだろう、着物を微妙に着崩している為ために、肩から胸の辺りまで、病的な程に白いその肌が露あらわになっていて――ひどく挑発的だった。

「犯してしまえば良いのに」

「俺おれはケダモノじゃねえよ」

　紅蓮は言って深紅から眼を逸そらした。

　自分以外には誰だれ一人感じられない存在――まさしく『脳内』にしかいない妹だとは分かっているが、それでも少女の白い肌を見せつけられると、何ど処こか、胸の奥でざわめく部分がある。こんな気持ちを抱いたまま風ふ呂ろから上がってきた梨緒と顔を合わせたら、色々見透かされてしまいそうで気まずい。

「あの女は今……傷心ですからね。『言い訳』が成り立ちますよ」

「言い訳？」

「貞操を守らぬ言い訳。快楽に溺おぼれる言い訳。欲望に身を任せる言い訳。『だって寂しいから』『だって哀かなしかったから』『だってどうして良いのか分からなくて』『だって無我夢中だったから』……本当、世間体のある人達たちは、何かと手順が必要で面倒ですね」

　ころころと鈴を鳴らす様な愛らしい声で、しかし毒が滴る様な辛しん辣らつな事を言う深しん紅く。

「所しよ詮せんは雄おすと雌めす。獣の営みに人間としての矜きよう恃じが色々と脚色をしているだけですよ。本能には逆らえません。『言い訳』を――皆、抜け道を常に探しているんですよ」

「身体からだもねえくせに、知った風な事を言うな」

　紅ぐ蓮れんは唸うなる様に言った。

「それより――深紅」

「なあに、御お兄にい様さま？」

「正直、俺おれ達は切羽詰まってきた」

　紅蓮は天井を見上げながら言った。

「なぁに？　そんなに溜たまって」

「性欲の話じゃねえよ！」

　喚わめく紅蓮。

「そうよね。御兄様はちゃんと隠れて処理を」

「黙って俺の話を聞け」

　覆おおい被かぶせるように言う紅蓮。

　どうにもこの『脳内妹』は何ど処こまで本気で喋しやべっているのか分からない部分が在る。冗談と言うより、ほらを吹いて紅蓮が困るのを愉たのしんでいるかの様な――そんな雰囲気だ。

「今までは曖あい昧まいにしてきた――俺も色々と確かめるのが怖かったからな。だがもうそれどころじゃない。深紅。教えてくれ」

　身を起こし、傍らに寝そべる異形の妹を見据えて、紅蓮は問うた。

「お前が知っている何もかもを。俺に何が出来るのか……お前なら知っているんじゃないのか？　そもそもお前は何なんだ？　本当に俺の妹――その幽霊か何かか？　それとも俺の心の歪ゆがみが造り出した妄もう想そうなのか？」

「御兄様……私が本当に御兄様の妄想だったとしたら、妄想の言う事を信じても何の意味も無いでしょうに……？」

　呆あきれた様に深紅は言った。

「それは――そうだけどな。だがそれでも何か手がかりになるかと思ったんだよ。お前が俺の知らない事を知っていたのは事実だ。ならば妄想だろうと何だろうと――」

「……私は御お兄にい様さまの妹。それは間違い無いけれど」

　深しん紅くは艶えん然ぜんと笑いながら言った。

「御兄様。どうして修しゆ羅ら奇き兵へいは四し臂びだと思います？」

「……え？」

　虚をつかれて紅ぐ蓮れんは言葉につまる。

　何な故ぜ――『変身』し戦闘形態をとった紅蓮の姿は、四本腕を持つのか。

　二本ではなく。六本でもなく。

　考えた事も無かったが……

「二対――二人分。そういえば最近のパソコンは『マルチコア』が流行だとか？」

　歌う様に――しかし全く姿に似合わぬ言葉を、彼女は口にした。

「……あ？　一体何を……」

　と言いかけて。

　紅蓮は彼女の言わんとする処ところに気付いた。

　マルチコア――複数の『核』。

　パソコンの頭脳たるＣＰＵを複層構造にする事で、並行処理出来るデータ量を増やすという機構システムの事である。勿もち論ろん、複数のパソコンを幾いくつも並べて同期処理をして使えば同じかそれ以上の情報処理能力を発揮出来るが――可搬性や運用面で『一台のパソコンに』複層構造の頭脳が載っている事にも、十分にメリットがある。

「つまり――」

　処理出来るデータ量の増大。

　複数のパソコンを繋つなぐという冗長性は無く、当然にただ二台のパソコンを動かす事よりも遙はるかにコンパクトで、かつ効率化された情報処理システム。

「俺おれの中にお前が……？」

　一人の身体からだに二人分の『魂コア』。

　紅蓮の中に組み込まれた妹の魂は……紅蓮とは別に思考する事により、重複動作マルチタスクを可能とする。しかもそれは同じ肉体内である以上、他からの雑音信号が殆ほとんど入らぬ高精度なもので――だからこそ単純に複数の術者が組むよりも効率良い術式の起動が可能となる。

　例えば――本来ならば、数名の術者が必要な封滅陣を単体で展開・起動出来る様に。

「二人で、そこまで……？」

「正確に言えば」

　深紅は少し首を傾かしげて言った。

「私は――私達たちは、母親の胎内において行われた蠱こ毒どく法ほうの結果な訳ですが」

「……なに？　こどく？」

　蠱こ毒どく法ほう。

　それは――例えば複数の生き物、毒虫や蛙かえる等をツボの中に閉じ込めて共食いをさせ、結果として生き残った一匹を更に生いけ贄にえに供する事で、その一匹に集められた怨おん念ねんや毒素をまとめて呪じゆ力りよくに変換、相手にぶつける呪のろいの技法の事だ。

　つまり……紅ぐ蓮れんと深しん紅くは何らかの呪じゆ術じゆつ的処置により、母親の胎内で双子として発生し、更にはその生き残りの権利をかけて胎児の内から争ったという事になる。母胎からの栄養供給や、胎盤の形成時の問題で、双子の一方が育たないという事はよくある話だ。

　恐らく紅蓮の両親はそれを呪術から薬物まで様々な方法で人工的に再現したのだろう。

「私、深紅という人格については、後から付与されたものです。より規模の大きな蠱毒法の結果、神かん薙なぎ紅蓮に集積された、大量の呪力をまとめて管理する為ために。あくまで管理用の人格として再利用した形ですね」

「……より規模の大きなって……」

「勿もち論ろん」

　にぃっ……と深紅は口の端を吊つり上あげて笑う。

「私達たちの先に死んだ兄様姉様達の事です」

「…………」

「あの屋敷そのものが一種の呪術陣でしたから。死ねば散逸する事無く呪力そのものとして蓄積される様になっていましたよ。あの屋敷と両親そのものが、いわば、私達を閉じ込めていた『蠱毒』のツボ」

「…………ば」

　紅蓮は喘あえいだ。

「馬鹿な……じゃあ……」

　何人もの兄や姉も。

　そしてこの深紅も。

　最終的には紅蓮を――紅蓮という試作品を生み出す為の、生贄で……

「単純計算で」

　深紅は平然と言ってきた。

「御お兄にい様さまの中には八人分の呪力と『魂』が溜ため込こまれています。背後霊の様なものですね。普段はこれを分離して抑制しておかないと、御兄様は多重人格の様な状態になって、破は綻たんしてしまいますからね……私という『棚』を作って普段はその上に上げてある訳です」

「どうして……そんな」

　無む茶ちやな事を両親は考えついたのか？

　だが――

「当然でしょう」

　笑いながら深しん紅くは言った。

「ヤドリギと闘う以上、ヤドリギと同じ方法を試すのは」

「……！」

　薄々そうではないかと疑っていた。

　自分と――神かん薙なぎ式しき修しゆ羅ら奇き兵へいとヤドリギには共通点が多い。

　それはヤドリギに学び、ヤドリギの何かを取り入れてきたからではないかと――

「俺おれも、あんな、不死身の身体からだになるのか？」

「さて。私達たちも結局は試作品なので。何ど処こまでの事が可能かは、分かりません。当初の想定を越えた能力を発揮するかもしれませんし――しないかもしれない。簡単な肉体修復は今でも可能ですけれど、将来的には……より私が効率良く『魂』と呪じゆ力りよく増殖回路を管理出来る様になれば、手脚を切り落とされても、あるいは額に風穴を開けられても、修復出来る様になるかもしれませんね。それこそ、肉体を完全破壊されて封滅陣に掛けられない限りは不死身になるとか……」

　まるでヤドリギの様に。

　あるいは、そんな紅ぐ蓮れんの成長の可能性を感じ取っていたからこそ、ヤドリギ達は彼を抹殺したがっていたのかもしれない。

「……そうか」

　紅蓮は溜ため息いきをつく。

「悪いな深紅」

「……え？」

　きょとんとした――今までに見た事も無かった幼い表情で深紅が眼めを丸くする。

「お前にずっと色々押しつけてきた訳か、俺は」

「…………御お兄にい様さま？」

「いや。お前に護まもられてきたって言い方も出来るのか？　すまなかった。謝ってどうなるもんでもないだろうけどな。でもお前には色々……きっつい事も言ったし」

「…………」

「もっと早く言ってくれれば良かったんだ」

「――それは」

　深紅はふと眼を逸そらして言った。

「御お兄にい様さまが……私達たちの生まれてきた証、だから」

　屋敷の外に出る事も無く。

　両親に当たり前の愛情を注がれる事も無く。

　永くこの世に在り続ける事すら許されずに。

　死んでいった兄弟姉妹の――遺のこしたもの。

　それが紅ぐ蓮れんの中に在る。

　それは呪のろいだが――同時に祈りでもあったのかもしれない。

　自分達がこの世に生まれてきた事は、何の意味も無い、無駄では無かったのだと、幼くして亡くなった魂達が自分を慰なぐさめる為ための。

　だから――

「……妬ねたましくて……でも……」

「――紅蓮？」

　ふと割り込んでくる声。

　まるでそれに触れるのを畏おそれたかの様に、深しん紅くの姿は揺らいで――消えた。

「呼びましたか？」

　振り返ると、バスローブを着た梨り緒おが立っている。

　風ふ呂ろ上がりのせいか、上気した肌がやけに――艶つややかで。

　恐らくあのバスローブの下は一糸纏まとわぬ…………

「よ？　い、いや、呼んでない――です」

　思わず動揺して丁寧語になってしまう紅蓮。

「何か声が聞こえたように思ったので」

「て――テレビじゃねえの？」

　慌てて紅蓮は言った。

　深紅の存在は誰だれにも――紅蓮が両親によって呪じゆ術じゆつ的改造を受けた修しゆ羅ら奇き兵へいである事を知っているミカヅチ関係者にも、話していない。話して信じて貰もらえるかどうか疑問であった事もあるが、ミカヅチ関係者を完全に信用出来るかどうかも疑わしかったからだ。

　だが今や、そのミカヅチも事実上――存在しない。

　だからといって今更、梨緒に「実は」と切り出す内容でもないだろうし、そういう空気でも無かった。

「そうですか」

　さして疑う様子も無く梨緒は頷うなずき……そして少し身を屈かがめると冷蔵庫から飲み物を取り出した。風呂で汗を流したので水分補給という事か。

　きっちりと前は合わせているのだが、それでも元々そうきっちりと着込める様なものではない。結果――紅ぐ蓮れんの位置からでも、梨り緒おの胸の谷間が、バスローブの襟元から見えそうになる。こんな状況で助平心を出している場合ではないと分かっているが、やはり紅蓮としても若い男、若い女の肌に反応してしまうのは本能というものだ。

（つか、本当、変な所で無防備だよな、こいつ！）

　紅蓮は内心でそうこぼす。

（それとも、誘ってるのか？）

　ふと深しん紅くの言葉が脳裏を過よぎる。



『あの女は今……傷心ですからね。「言い訳」が成り立ちますよ』



　それが本当に言い訳かどうかはさておき、梨緒が姉をはじめとする家族親族を失って、精神的にひどく傷ついているのは間違い在るまい。こんな時に何も考えられなくなる位に――余計な事を延々と考えて余計に自らを追い詰めない様に、夢中になれる事や、溺おぼれてしまえる事が欲しい、と思うのは自然な事だろう。

　だが……

（言い訳云うん々ぬんは俺おれも同じか。やっぱケダモノだな）

　ふと内心で苦笑する紅蓮。

　自分が『梨緒を慰なぐさめる』という名目ならば彼女を抱いても良いのではないか、と心の片隅で考え始めていた事に、気付いたからである。

「……紅蓮」

　梨緒はふと……缶ジュースを片手に、何か思いついた様に声を掛けてきた。

「なんだ？」

「未まだ御礼を言っていませんでした」

「……あ？」

　怪け訝げんの表情で見上げる紅蓮の隣にすとんと梨緒は腰を下ろした。

「……っておい!?」

　風ふ呂ろ上がりで。

　ダブルベッドに並んで座り。

　しかも――『御礼』ときた。相手が普通の女で、互いの立場と状況が常識的なものであったなら『さあ押し倒せ！』と言っている様なものだ。

（マジで何考えてんだこいつ!?）

　頼みもしないのに全力運転を始める自分の心臓を、努めて落ち着かせながら紅ぐ蓮れんは言った。

「何の話だよ」

「ミカヅチ本部での事です」

　一口、缶ジュースを飲んで梨り緒おは続けた。

「紅蓮が私に活を入れてくれなければ、あの場で私は、姉の敵を討つ事も無く死んで居たと思います」

「……それは」

　姉の生首を見せつけられて、珍しく梨緒は錯乱していた。

　そんな彼女に『後でいくらでも泣いても取り乱してもいいから、今は闘え』と――見方によっては血も涙も無い事を言ったのは、確かに紅蓮である。

「本来ならば私が紅蓮を支援すべき立場です。なのに紅蓮を助けるどころか、私が助けられてしまいました」

　梨緒は淡々と言って――更に缶ジュースを飲む。

　どうやら空になったらしく、彼女はそれを足下に置いた。

「申し訳ありません。そしてありがとうございます」

「な……なんだよ」

　紅蓮は困惑して言う。

　何か梨緒らしくない――いや堅物の梨緒らしい物言いで、更には実に梨緒らしい理屈なのだが、何ど処こかいつもの梨緒と異なる。やはり彼女は今も、姉の死で動揺したままになっているのだろう。

　やはり吹っ切るには時間が必要か。

「……情けない話です」

　梨緒はぽつりと言った。

「情けない？」

「私はもっと……自分を御する事が出来ると、思っていました」

「…………」

　確かに普段の梨緒は、親兄弟が死んでも淡々と任務を続行する様な少女に見える。

　だが――

「あんなに、取り乱してしまって」

「俺おれの言う事じゃないかもしれねえけど」

　紅蓮は努めて言葉を選びながら言った。

「親兄弟が殺されたんなら、取り乱して当然だろ」

　なのに、まるでそれを悪い事の様に言う。

　それがどうにも紅ぐ蓮れんは――聞いていて、辛つらい。

「っていうか、取り乱せないような奴やつにはなるな。なってくれるな。頼む」

「……紅蓮？」

「俺おれには出来なかった事だしな。俺はお前が羨うらやましいよ。それだけ、家族を大事に思ってたって事だろ？　大事に思える家族が居たって事だろ？」

「……はい」

　梨り緒おは――ふらりと上半身を揺らすと、そのままベッドの上に仰あお向むけに横たわる。彼女は何ど処こか焦点の定まらない眼めで天井を見上げながら言った。

「姉の事が好きで。姉は私の憧あこがれで。でも姉が居たから私はいつも比べられて。いつも姉を引き合いに出されて――出来の悪さを責められて」

「…………」

「だから姉の事を嫌いになりたかったのです」

「……!?」

　泣き笑いの様な表情を浮かべる梨緒を、紅蓮はぎょっとして見つめる。

　こんな顔をする梨緒を見るのは初めてだ。

　自分の事をこんなに積極的に語るのも――多分。普段の梨緒はむしろこういう事を口にする事を嫌うというか、自分を律しようとする余り、『内心を他人に吐露すれば、それは敗北』などと考えていそうな節がある。

　しかし……

「私は……今更私は……どうしたらよいのか……分からなくなってきて……」

　あの御み杖つえ代しろ式しき修しゆ羅ら奇き兵へいの連中を見ていれば、よく分かる。

　梨緒は恐らく、御杖代家の中で、いやミカヅチの中ですら、大きすぎる姉の存在に反発――あるいはそこから逃げざるを得なかったのだ。姉の事が好きではあるが、姉の存在が自分を苛さいなむ。だから梨緒は呪じゆ術じゆつと関係の無い〈破は組ぐみ〉に来て、呪術とは関係の無い方法で――紅蓮を籠ろう絡らくする事だ――御杖代家に役立とうとした。

　結局、梨緒の行動指針は、どうしようもなく後ろ向きで――だからこそ雪ゆき緒おという『追い立てる』者の存在が、御杖代家やミカヅチという『環境』ごと無くなってしまった事で、目的を見失ったのだろう。

　目的を見据えている者は、強い。

　その目的と比較する事で、全すべての事象を躊ちゆう躇ちよ無く取捨選択できる。目的達成の為ためにはどちらが有利か。目的達成の為ためには何が邪魔か。そういった事を機械的に判断出来る。行動に芯しんが通っているとも言えよう。

　だがそれが失われれば――途方に暮れるしかない。

　強さは弱さの裏返しだ。

　今の梨り緒おは、普段通り振る舞ってはいるが、それは惰性、あるいは条件反射でしかなく、その内面は、向かうべき場所も帰るべき場所も見失った迷子に過ぎない。

　元よりそれを持ち合わせていなかった紅ぐ蓮れんには、それがよく分かる。

　持ち合わせていて迷いが無い梨緒が――一面では羨うらやましかったし、だからこそ自分と比較して色々と苛いら立だったりもした。

「梨緒……」

　呟つぶやく紅蓮――その手に暖かいものが触れた。

「…………！」

　梨緒の指だ。

　彼女は……いつの間にか横向きになりながら、紅蓮の服の袖そでを掴つかんでいた。指先で摘つまむ様な掴み方ではない。ぎゅっと、指全部で布を巻き込む様な――『断じて離すまい』という気持ちが伝わってくる様な、掴み方だった。

　本当にその姿は、迷子の子供の様で――

「お前……」

　普段の梨緒が梨緒だけに、その落差は激しく紅蓮を動揺させた。

　どうして良いか分からず、彼は視線だけを右往左往させる。

　そして――

「…………って!?」

　ようやく気付いた。

　梨緒の足下に転がっている缶の正体に。

「これチューハイじゃねえか！」

「…………」

　梨緒はもう応こたえる事も無く、すぅすぅと静かな寝息を立てている。

　この少女が自分から酒を飲むとも思えない――というか、実際に缶のラベルの下の方に書いてある『これはお酒です』の文字を見るまで、紅蓮もそれがジュースだと思っていた事からして、梨緒も間違えて飲んだのだろう。

　どうにも梨緒らしくない言動は、コレのせいか。

「……ったく」

　紅ぐ蓮れんは眠る梨り緒おの横顔を見つめる。

　酔ったせい、と言ってしまうのは簡単だが、いくら酒でも梨緒の中に欠片かけらも無い言葉を吐かせたりはすまい。むしろずっと溜ため込こんでいた諸もろ々もろが、疲労と、そして酒という潤滑油を差された事でぽろりと滑り出てきたのだろう。

「……今更、可愛かわいくなってんじゃねえよ」

　愚痴をこぼす様な口調でそう呟つぶやくと、紅蓮は、自らもベッド上に横になった。

　梨緒の指を外してしまわないように、気を使いながら。



　　　



　革手袋に包まれた拳こぶしが壁を殴る。

　思いの外――あっさりと壁面は陥没し、それどころか壁として填はめ込こまれていたパネル全体が外れて落ちた。造りが悪かったのではない。最初からその気になれば何い時つでも外せる様になっていたのだ。

「……な？」

　迫さこ水みずは後方に立っている部下を振り返って苦笑を浮かべた。



    

  
    
      



    

  
    
      

「俺おれの言った通りだろ？」

　迫さこ水みずの正面、剥はがれたパネルの向こう側には、大人が一人入れる程の空間が生じていた。恐らくはマンションを購入後、日曜大工で新しい『壁』を作ったのだろう。素人工事とは思えない出来だが……その壁の中に隠されていたものは、そんな微笑ほほえましい代物ではなかった。

　武器弾薬である。

　ＨＫ・ＵＭＰ短機関銃が三挺ちよう、ベレッタＭ８０４５クーガー自動拳けん銃じゆうが五挺、そして呪じゆ化か処理済みの四十五口径弾の百発入り箱が――百。その他、工具や消耗品が段ボール箱に三つ。個人が『万が一』に備える弾薬の量としては少々、過剰に過ぎるだろう。

「これまた……〈索さく組ぐみ〉のくせによくもまあこんだけ溜ため込こんでやがったな」

　と呟つぶやきながらその箱を取り出す迫水。

「まあ、あいつらしいがよ」

「……ですね」

　部下は頷うなずきながら箱を受け取り、持ってきた台車の上のコンテナに放ほうり込んでいく。

　彼の横では、幾いくつか並べられた大型水槽の中で、なにも知らぬ様子で魚達たちが泳いでいるのが見える。これが趣味かと問われれば家主は『実益込み』と答えていた。間近で爆弾が炸さく裂れつした場合でも、アクアリウムを遮しや蔽へい物ぶつとして使えば、下手な壁よりも確実にその破壊力の大半を吸収してくれるのだ――と。

　だがそれを実証する機会はもう無かろう。

　家主は二度と此こ処こには帰ってこない。

　だからこの武器弾薬を持ち出しても誰だれも文句は言わない。

　此処は……〈索組〉に所属した逆さか木き慎しん一いち郎ろうの個人的な隠れ家セーフハウスだ。〈索組〉の人間は、情報収集――いわばスパイ活動が基本だ。それ故にミカヅチが用意したもの以外にも、こうした個人的な拠点を持っている事が多かった。いちいち組織の上の方へをお伺いを立てて施設を使用するより、個人で動いた方が融通が利く場面も多いからだ。

　以前、迫水は逆木に招かれてこの隠れ家――都内の高層マンションの一室である――に来た事がある。逆木の性格からして、武器弾薬を溜め込んでいるのではないか、と考えた迫水が、部下と共にその回収に来たのだ。

　今は使える武器なら何でも欲しい状態である。

　逆木の遺のこした一万発の弾たまと、八挺の銃器は、迫水達にとっては金にも優まさる価値があった。

「行くぞ」

　アクアリウムを一いち瞥べつしてから迫水は言った。

　濾ろ過か器きや照明器具は今もタイマー等で動いているが、既に管理する人間は居ない。恐らくあの水槽の中の魚達たちは、何が起こったのかも知らぬまま、餌えさを与えられず、次第に劣化していく水の中で、死んでいくのだろう。

「……人間も似たようなもんだがな」

　迫さこ水みずは呟つぶやいて歩き出す。

　台車のコンテナには予あらかじめ用意してあったゴミ袋が被かぶせられ、中身が見えないようになっている。万が一にもこのマンションの他の住人に見られても、誤ご魔ま化かせる様にだ。

　エレベーターを使って一階に下り、駐車場の前にエンジンをかけたまま停とまっているアクトロスに近付いていく。コンテナの積み込みは部下に任せ、迫水は助手席に身を滑り込ませた。

「首尾は？」

「とりあえず一万発の四五ＡＣＰを確保出来た。後はＵＭＰが三、拳けん銃じゆうが五」

「有り難い事です」

　運転席で待機していた別の部下が頷うなずいた。

　今後の事を考えると焼け石に水といった処ところだが、無いよりは何倍もマシだ。

「ところで……大変な事になってますよ」

　部下はカーナビゲーションの画面に映っているテレビ放送を指差した。

「とっくに昨日から大変なまま――」

　と言いかけて。

　迫水は画面を覗のぞき込こんで眉まゆを顰ひそめる。

「おいおいおいおい……」

　呟く声には、驚きよりも呆あきれの色の方が濃かった。

「こいつぁ……」

　テレビ放送では丁度――ニュースを放送していた。

　どうやら臨時ニュースであるらしい。昨日も放送していたミカヅチ本部の『事件』についてひとしきり触れた後の、追加情報を流しているらしいのだが。

　画面の中には、迫水の顔が映っていた。

　いや。それだけではない。他にも〈破は組ぐみ〉の面々を中心に、十数名の顔写真が次々と画面の上に現れていく。

『――この第六御み堂どうビルの事件の犯人として、警視庁は、宗教法人『ミカヅチ』の幹部を指名手配しております。現在、以下の十数名が都内に潜伏している可能性が強いとして、警視庁では住民に注意を呼び掛けると共に、有益な情報提供を――』

「……ここまでするか……」

「宗教法人、ですか」

「日本で、登録されているだけでも十何万って数が在るからな。全部把握してる奴やつなんざ居やしねえよ」

　吐き捨てる様に迫さこ水みずは言う。

「だが適当に『近所の住民』の証言をでっち上げていけば、それっぽくは見えるわな。政府の敵、国民の敵、カルト宗教一挺ちようあがりだ」

「…………」

　部下は溜ため息いきをつく。

　携帯電話が押さえられ、関係者も押さえられつつある現状を思えば、こうなる事は予測出来ていた。戦争だろうと何だろうと一番厄介で恐ろしいのは物量だ。つまり数に任せた虱しらみ潰つぶしの捜索が逃亡者にとっては最も危険なのである。

　そしてこの方法は……日本国民全員を通報者として確保する手段に他ならない。

「こいつは益ます々ますのんびりしてらんねえな。出来れば早めに東京を出ねぇと」

「出て――何ど処こへ？」

「……とりあえずは、北だな」

　フロントグラス越しに空を見上げながら迫水は呟つぶやく様に言った。



　　　



　気が付けば三時間ばかり眠ってしまっていた。

　時計を見れば午後二時である。完全に昼夜逆転状態だ。

「……ああ、くそ」

　紅ぐ蓮れんは唸うなって身を起こし、そこで気付いた。

　彼の服の袖そでを掴つかんでいた梨り緒おの姿が無い。

　慌てて辺りを見回すと――

「起きましたか」

　といつもの怜れい悧りな物腰の梨緒が、入り口の方から戻ってくる姿が見えた。

　彼女はトレイの上にハンバーガーのセットらしきものを二つ載せている。

「近所のファーストフードから出前を頼めるそうなので、とっておきました」

　と梨緒はテーブルの上に広げられているホテルのパンフレットに視線を向ける。

「便利ですね」

「あ……ああ」

　思わず眠る前の事を思い出して、梨り緒おから視線を逸そらしてしまう紅ぐ蓮れん。

　実際に彼自身が何かした訳ではないのだが。

（って本人は覚えてねえのか？）

　むしろ恥ずかしがるのは梨緒の方ではないか？

　だが彼女は眠る前の事など、まるで無かった事であるかの様に振る舞っている。

（実は酒にとことん弱いとか、そんなんかもな）

　缶チューハイ一本でそこまで酔えるというのも大したものだ。

　それとも、恥ずかしいから覚えていない振りでもしているのか。

　そんな事を考えていると、テーブルの上に梨緒が朝昼兼用らしき食事をトレイから移してきた。基本、食事は和食党の彼女がハンバーガーを頼んだのは、手軽さを優先した為ためだろう。

「いただきます」

　礼儀正しく手を合わせてそう言う梨緒。

　彼女に倣ならって同じく手を合わせてから、紅蓮もハンバーガーを食べる。

　ただのファースト・フード……というかジャンク・フードである筈はずなのに、しみじみと美う味まい。元々修しゆ羅ら奇き兵へいになった後は腹が減る。恐らく本人にあまり自覚が出ないだけで途と轍てつもない運動量、栄養消費量になるのだろう。だから――栄養素の一つ一つが胃から吸収されていくその生理現象自体が、手に採るかの如ごとくに自覚出来る、そんな様な気がした。

「……梨緒」

　紅蓮はポテトに手を伸ばしながら言った。

「ちょっと出掛けてくる」

「……出掛ける？」

　眉まゆを顰ひそめて梨緒は問う。

「何ど処こへ？」

「あー……」

　紅蓮は言葉に詰まる。

「何処でも……いいだろ」

「……紅蓮。ワガママを言わないでください」

　梨緒はたしなめる様な口調で言った。

「貴方あなたは自分がどういう立場に居るのか……」

「分かってるよ」

　溜ため息いきをついて紅ぐ蓮れんはそう返す。

　やはりいつもの梨り緒おだった。寝る前の事は完全に覚えていない様だ。

「分かってるから、行くんだよ」

　ポテトを喉のどの奥へと詰め込み、コーラで流し込んでから、紅蓮は立ち上がった。

「何ど処こへ？」

　梨緒はあくまで食い下がる。

「…………」

　迷ったのは数秒。

　紅蓮は梨緒から視線を逸そらして答えた。

「琴こと音ねの処ところに」

「…………」

　梨緒は無表情に紅蓮を見上げている。

　いつもと変わらぬ人形の様なその顔が――何か不機嫌そうに見えるのは気のせいか。単に紅蓮が勝手に感じている後ろめたさが、梨緒の鏡の様な物腰に反射しているだけだろうか。

「……多分、もう普通の生活はできねえんだろ」

　紅蓮は脇わきを向いたまま言った。

　どうにも梨緒とは眼めを合わせにくい。何な故ぜかと問われると答えにくいのだが。

「あのマンションは足がついてんだろうし……」

「そうですね」

「琴音に、挨あい拶さつくらい、させてくれよ。なんだかんだ言って……誰だれよりも永い付き合いなんだ、あいつとは」

　深しん紅くですらも、明確に彼女の存在を意識したのは屋敷の火事の後だ。

　梨緒は、しばらく紅蓮の台詞せりふの意味を斟しん酌しやくするかの様に黙っていたが――

「……分かりました。一分、待ってください」

　言って彼女は立ち上がった。

「――おい？」

　眉まゆを顰ひそめる紅蓮。

　だが彼の視線を背中で弾はじくかの様に踵きびすを返すと、梨緒は脱衣所の方へと向かった。

　着替える積もりだ。それはつまり――『自分もついていく』という意思表示である。

「なんで？」

「なんでとは？」

　背中越しに梨り緒おが尋たずね返してくる。

「なんでついてくんだよ？」

「紅ぐ蓮れん、繰り返しますが自分の立場を考えてください」

　ほんの少し、声の通る隙すき間まを残して脱衣所の扉を閉めると、梨緒は言った。

「貴方あなたの交友関係位は、ヤドリギも把握しているかもしれません。いえ……ヤドリギ達たちがミカヅチの中でも貴方を特別視していた事を思えば、間違い無く把握されているでしょう。

迂う闊かつに琴こと音ねさんに接触すれば、待ち伏せられて攻撃を受けるばかりでなく、彼女を人質に取られるかもしれないんですよ」

「…………！」

　紅蓮は息を呑のんだ。

　そこまでは――考えてもみなかった。

　紅蓮にとって琴音は『還かえるべき日常』の象徴と言えた。

　笹ささ原はら家で初めて、紅蓮は真っ当な親子関係や、真っ当な人間の情というものを知った。そしてその中心でいつも紅蓮を気遣ってくれたのは、琴音だった。紅蓮にとっては単に幼おさな馴な染じみという以上に、今在る、『愛すべき平凡な生活』は全すべて、琴音から貰もらった様なものだった。

　だからこそ……ミカヅチ側の自分とは、彼女は何の関係も無いのだと思い込んでいた。

　だがそれは、紅蓮の手前勝手な理屈でしかない。

　確かに言われてみればヤドリギが紅蓮を押さえる為ために、琴音を捕らえに掛かる可能性は在ったのだ。

　彼女が大事ならば、尚なお更さらに自分は決別しなければならない。誰だれの眼めにも分かる形で『俺おれはもう琴音には何の未練も情愛も感じていない』と示す必要がある――

「万が一の場合にも、私が支援役として居た方が採れる戦術の幅は広がります」

「……そうだな」

　紅蓮としては頷うなずくしかない。

　結局の処ところ……互いの個人的な感情はさておき、事実として見れば、紅蓮と梨緒は何度も一緒に死線をくぐり抜けた相棒だ。

「分かった……頼む」

　紅蓮はそう言って梨緒の着替えを待った。



　　　



　放課後――琴こと音ねは早々に学校を辞した。

　紅ぐ蓮れんと梨り緒おが揃そろって欠席する事は、前にも在った。

　その時には何かと紅蓮、梨緒、そして琴音の三角関係について噂うわさする連中が居て――中には無遠慮にその事について琴音に声を掛けてくる者も居たからだ。他人の不幸は蜜みつの味というが、色恋沙ざ汰たの修羅場はやはり少年少女達たちにとっても興味深い娯楽なのだろう。

　正直言っていたたまれなかった。

　以前ならば大して気にもならなかっただろう。だが紅蓮に対する気持ちを自覚した今となっては、口さがない同級生達の噂が、漏れ聞こえてくるだけでも、ひどく辛つらい。

　だから琴音は逃げるようにして、学校を出たのだ。

「…………」

　いつもの通学路。

　いつもの――風景。

　制服を着た者達の姿は次第に減っていき、閑静な住宅地の中を琴音は一人歩いて行く。

　そして――

「――！」

　一瞬だが琴音は、それが幻覚なのかと思った。

　恋い焦がれるあまりに見る――夢かと。

　だが夢ならばそれはむしろ悪夢の類たぐいであったのかもしれない。

　そこに彼と彼女は立っていた。

　神かん薙なぎ紅蓮。御み杖つえ代しろ梨緒。

　二人並んで――

「紅蓮……」

　琴音は喘あえぐ様に想おもい人の名を呼んだ。

　紅蓮と梨緒は二人揃って、何か奇妙な格好をしていた。

　ライダースーツの様な、ウェットスーツの様な、身体からだの線が浮き出る様な黒い衣装の上から、コートを羽織っているのだ。見た事も無い衣装だが、何かの制服の様に思える。恐らくコートは、下の衣装を目立たせない様にする為ためのものなのだろう。

「――琴音」

　紅蓮が呟つぶやく様に応じて一歩前に踏み出してくる。

　梨緒は――動かない。

「紅蓮……紅蓮、どうしたの？」

　足早に紅蓮に向かって歩きながら琴音は問うた。

　これでも自制しているのだ。思わず走りそうになる気持ちを抑えて。

「学校休んで……」

「悪ぃ」

　立ち止まり、決まり悪そうに紅ぐ蓮れんは言う。

　彼のすぐ眼めの前に立って琴こと音ねは問うた。

「一体どうしたの？」

　自分にも言わずに学校を休むなど――今までの紅蓮には無かった事だった。

　一時期は同じ家の中で家族同然に暮らしてきたのだ。自分は紅蓮の事ならなんだって知っている。紅蓮の事は誰だれよりもよく知っている。その自覚が在る――

「梨り緒おさんと何ど処こかに行ってたの？」

「……ああ。ちょっとな」

　言葉を濁にごす紅蓮。

　更に問おうとして――しかし琴音は、思いとどまった。

　そうだ。今はそんな細かな事にこだわっている場合ではない。

「紅蓮、私――」

　ようやく自覚した自分の恋心。それを彼に伝えなければならない。

　罪滅ぼしなんかではなく、ただ、本当に好きで、好きで、どうしようもない位に好きで、だから、ずっと側そばに居たいのだと――

「琴音――」

　紅蓮は琴音の両肩を掴つかんで言った。

「しばらく、さよならだ」

「…………え？」

　最初、何を言われたのか分からなかった。

　言葉の意味がじわりじわりと琴音の心の中に――遅効性の毒の様に――広がっていく。

『さよなら』

　別離の言葉。

　絆きずなを断ち切る――残酷な刃やいば。

「紅蓮……何を……」

「しばらく、会えなくなる」

「……紅蓮……紅蓮……何を言って……」

　さよなら？　会えない？

　本当にどうしてそんな――

「ど……」

　自分でもおかしな事を聞いているという自覚は在った。

　だが他に何も言えない。何も思いつかない。

「何ど処こかに……行くの……？」

「ああ」

　紅ぐ蓮れんは静かに頷うなずいてきた。

「何処に……行くの……？」

「それは……」

　困った様な表情を浮かべて紅蓮は言葉を濁にごす。

　訳が分からない。

　紅蓮を朝、起こしに行って。

　紅蓮と一緒に学校に通って。

　紅蓮と一緒に学校から帰って。

　紅蓮と一緒に土日には洗濯や掃除をして――

　そんな『贖しよく罪ざい』の日々がずっと続くと、思っていた。何の根拠も無く。

　だが――それは根拠が無いからこそ、思いの外、ひどく儚はかなく脆もろいものであったようだ。

「…………」

　紅蓮は困惑の表情で口を噤つぐんでいる。

　言えないのか。知らないのか。

　あるいは――

「り……」

　駄目だ。聞くな。

　自分の中で誰だれかがそう囁ささやいている。

　だが殆ほとんど発作的に――半ば無意識の内に琴こと音ねは尋たずねていた。

「梨り緒おさんと一緒に？」

「あ――ああ」

　紅蓮は頷く。

　琴音は――その場にへたり込みそうになった。紅蓮が両肩を掴つかんでくれていたからこそ、何とか立っていられたのだろう。

「……琴音？　おい」

「紅蓮――」

　紅蓮の両手を握り返して琴音は言った。

「私も一緒に行く」

「……な!?　…………何言ってんだ、お前は!?」

「私も一緒に行く！　私も、紅ぐ蓮れんと一緒に！」

「ちょっと待て、お前、いきなり――」

「いきなりじゃない！」

　琴こと音ねは叫ぶ様に言った。

　ずっと好きだった。ずっと愛していた。

　その自覚が無いままに――あるいはあの、鉄格子越しに出会ったあの日から。

　なのに、こんな事ってない。こんな事って酷ひどい。

　誰だれよりも自分が紅蓮を――

「――紅蓮！」

　鋭く斬きり込んでくる怜れい悧りな声。

　反射的に振り返る紅蓮と琴音に――梨り緒おが懐から取り出した携帯電話を示して言った。

「迫さこ水みずさんからの連絡です」

「……！」

　サコミズというのが誰なのか勿もち論ろん、琴音には分からない。

　だが余程に重要な相手らしく――梨緒が投げて寄よ越こした携帯電話を彼は慌てて受け止めて、自分の耳に当てる。勿論、側そばに居るとはいえ琴音にその会話内容が聞こえる筈はずは無かったのだが――相手が大声で叫んでいるせいか、断片的な言葉は聞き取る事が出来た。

「――まだ、おまえたちのかおとなまえはでてないが、まずいぞ、とくにぐれん、おめえはめだつすがたをしてるからな！　すぐにみをかくせ、うちのものをそっちにむかわせたから、ごうりゅうしろ！」

　低く錆さびを含んだ声が――しかし切迫した調子で告げる。

　顔と名前？　身を隠す？

　一体どういう事なのか――

「琴音……」

　紅蓮は琴音の肩を離す。

「悪い。もう本当に行かないと」

「紅蓮、私も――」

「だからできねえよ！　そんな事!!」

　怒鳴る様な声を投げ掛けられて、びくりと身を竦すくませる琴音。

「わ……分かれよ！　さよならだつってんだろ！　しつこい奴やつだな！」

　まるで斬きり付けられるかの様な痛みを琴こと音ねは感じていた。

　こんな言い方――今まで紅ぐ蓮れんは一度もしなかった。

　言葉はともかく、こんな、叩たたき付つける様な、言い方は。

　紅蓮は優しかった。

　自分の両親を殺した琴音にすらも、ずっと気を使ってくれていた。言葉は乱暴な時も在ったけれど、琴音を疎ましがる様な、そんな言動は今まで一度も無かった。

　なのに今は――そんな彼が露骨に琴音を邪魔者の様に扱う。

　突き飛ばすかの様な口調でついてくるなと言う。

　どうして……そんな。

「紅蓮――」

　喘あえぐ様に彼の名を呼ぶ琴音。

　尚なおも追いすがろうと前に出る琴音に、しかし紅蓮は背を向けて走り出した。

　待っていた梨り緒おの方へ。

「紅蓮、紅蓮、待っ――」

　叫ぼうとしても、しかし声にならない。

　心と身体からだが噛かみ合わない。



    

  
    
      



    

  
    
      

　気持ちが上滑りする。

　何より――

「紅ぐ蓮れん……」

　彼は、振り返らなかった。

　琴こと音ねに背中を向けたまま――梨り緒おと共に走り去っていった。

「…………」

　よろめき……近くに在った電信柱にもたれかかる琴音。

　拒絶された。あの――紅蓮に。

「……私」

　唇を噛かんで俯うつむく琴音。

　何か――重くて苦しいものがのしかかってくる。

　気持ちとしては、居ても立ってもいられないのに、しかし、身体からだが動かない。身体が言う事を聞いてくれない。

　紅蓮と梨緒。

　二人の間にはもう――自分の割り込める隙すきなど無いのか。

　自分は、紅蓮に対する愛情を自覚するのが遅すぎたのか。

「紅蓮――」

　嗚お咽えつが唇の間から漏れる。

　棄すてられた――と思った。

　拾われてさえいなかったけれど。

「紅蓮……紅蓮……ぐれんっ……ぐれんっ…………！」

　名を呼べば呼ぶ程に、切ない。

　視界が歪ゆがんで、何もかもが曖あい昧まいに溶ける。

「……ぐれん……ぐれん……………」

　頬ほおを伝い落ちる雫しずくの感触が辛つらい。だが拭ぬぐい去ろうにも、のしかかる絶望感のせいか、両手はぴくりとも動いてくれない。

　何もかもが気け怠だるい黄たそ昏がれ色いろに染まる通学路の片隅で――冷たいコンクリートの柱に寄りかかりながら、琴音は、溢あふれ出でる激情を持て余して身を震わせ続けた。



　　　



　駆け付けてきたアクトロスの貨物室に梨緒共々転がり込んで――そこで紅蓮は長々と溜ため息いきをついた。

　急な呼び出しには驚いた。

　だが……正直言って、助かったと思う部分があるのも、事実だった。

　琴こと音ねが、土ど壇たん場ばでああも駄だ々だを捏こねるとは思わなかったのだ。

　当初から、『神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんは笹ささ原はら琴音とは何の心情的繋つながりも無い』という事を、監視者へと――本当に居るかどうかも分からないが――示す意味も在り、強く突き放す積もりで出掛けた訳だが。

　いざ彼女を眼めの前にすると、その気持ちが急速に萎しぼんでいくのを紅蓮は感じていた。

　未練……なのか。

　それは危険な目に遭わせてでも、彼女に自分の側そばに居て欲しいと望むエゴなのか。

　自分でもよく分からない。

　いずれにせよ、紅蓮は琴音に大して強く拒絶の言葉を口に出来ないで居た。そこに来て予想外に駄々を捏ねる琴音を前にして、紅蓮はどうして良いのか分からなくなって、途方に暮れていたのだ。

　そこに迫さこ水みずからの連絡が入った。切迫した状況、募る焦燥感が、紅蓮にきつい拒絶の言葉を吐かせたのである。あのまま琴音と押し問答をしていれば、ずるずると時間だけを浪費していたに違いない。そして琴音の身に危険が及ぶ可能性、紅蓮や梨り緒おが襲撃を受ける可能性は無意味に上がっていった筈はずだ。

　だからあれで良かったのだ、と紅蓮は思う。

　ただ……

「…………」

　最後に見た琴音の表情が、脳裏に何度も瞬またたいている。

　気の弱い彼女の、泣きそうな顔は何度も観みたが……本当に眼を潤ませて、絶望に表情そのものが緩んだ様な顔は、初めて見た。

　罪悪感が胸を刺す。

　あれで良かったのだと、理屈では分かっていても感情が細さざ波なみを立たせる。

「――紅蓮」

　名を呼ぶ声に顔を上げる。

　アクトロスの貨物室は、武器弾薬が満載されていて狭苦しいが――人影は紅蓮達たち以外には無い。ミカヅチの生き残りはそれぞれ東京全体に散って、武器弾薬の収集や、各種設備の確認を行っている為ため、常にアクトロスの中に乗っている訳ではないらしい。

「後悔しているのですか？」

「後悔？」

「笹ささ原はら琴こと音ねさんを……置いてきた事を、です」

　梨り緒おは貨物室の床に座り、自分の爪つま先さき辺りを見つめながら言った。

　珍しい事だ。普通――梨緒は話をする時には無遠慮な程に真まっ直すぐこちらを見据えてくる。少なくとも今まで紅ぐ蓮れんを相手にする時はそうだった。

「何言ってんだ」

　紅蓮は慌てて言った。

「あれで――あれで良かったんだよ」

　紅蓮は苦笑を浮かべる。

「大体、後悔するも何も、連れてくる訳にはいかねえだろ。お前と違って、あっちはただの一般人だぞ」

「…………」

　梨緒がふと視線をこちらに向けてくる。

　やはりその表情は冷たく澄んだままだ。

　ただ――その静せい謐ひつな眼まな差ざしに、何か圧迫感の様なものを覚えてしまう。

　紅蓮は、まるで言い訳をするかの様な気持ちで続けた。

「こっちの足手まといになるだけじゃない。あいつの為ためにもならねえよ。何ど処こかの映画じゃあるまいし――連れ出して、その後、どうなるってんだ」

　琴音には自分と違って家族が居る。

　彼女の平凡な生活というものがある。

　連れていくという事は――彼女からそれらを全すべて、取り上げてしまうという事だ。

　自分の気持ちを満足させるというそれだけの為に、それらを引き替えにして、それは許されるのか。そもそも紅蓮のものですらないのに。

　どれだけ一緒に連れていきたくてもそれは、許されない。

　そんな横暴を紅蓮自身が許せない。

「紅蓮。貴方あなたは……」

　梨緒は呟つぶやく様に言った。

　視線は再び自らの足下に戻っている。

「やはり笹原琴音を愛しているのですね」

「だからそういうのじゃねぇって――」

　反射的にそう否定しかけて。

「マジで分からねえんだよ」

　紅ぐ蓮れんは数秒だが考えて――溜ため息いきの様な口調で言った。

「……刷り込みってあるだろ」

「雛ひな鳥どりが初めて見たものを親と思い込むという、鳥類の性質の事ですか？」

　また梨り緒おが顔を上げて紅蓮を見つめてくる。

「ああ。俺おれにとっての琴こと音ねはソレなんじゃないかって……思う事もある」

　初めて紅蓮を人間扱いしてくれた存在。

　初めて好意というものを教えてくれた他人。

　人間としての紅蓮は……いわば彼女との出会いが『産んだ』とも言える。雛鳥が初めて見たものの後をついて回る様に、赤ん坊が本能的に母親の乳房を求めて泣く様に、紅蓮はたまたま最初に、人間らしい感情の対象として刷り込まれた存在が、琴音だっただけではないのか。

　だとしたらこれは――愛か？　恋か？　それとも単なる本能か？

　だが愛情や慕情も結局は本能が生み出す幻想なのだとしたら……

「良い機会なんだよ」

　自じ嘲ちよう気味に紅蓮は言った。

「俺達たちは変な形で出会っちまったからな。元々まともな付き合いじゃなかった」

　紅蓮にとっては、過酷な人体実験の最中に唯一差し伸べてくれた相手で。

　琴音にとっては、決して拭ぬぐいきれぬ罪悪感を抱いている相手で。

　だからそれは、お互いの人格や性格や容姿や嗜し好こうや能力や……人としての在り方について惹ひかれて寄り添っていた訳ではない。ただ『たまたまその立場に居た』のが、お互いに紅蓮であり琴音であっただけだ。彼等らは互いを選んですらいない。選択肢など最初から在りはしなかった。

　そして、それは……常に彼等の関係に残り、影響し続ける。

「琴音は琴音で、俺に対する罪悪感が最初にある訳さ。だからあいつが俺に対して好意的なのには『だって私は紅蓮に酷ひどい事をしたから』って『言い訳』が成立する……」

「『言い訳』……？」

「選ばずに済むだろ？」

　選択には結果が伴う。

　その責任は自分のものだ。

　しかし――紅蓮と琴音にはそれが無い。他に選択肢が無いのだと、そもそも選択する余地など無いと、最初から自分に言い聞かせ続けて来たから。

　それはもう一種の呪のろいだ。

「俺おれはあいつを大事だと思うし、正直言って、抱きたいとも思うさ。だけど――だから余計に、この気持ちが単なる性欲なのか、もっと高尚なものなのか、いわゆる愛とか、恋とか、そういうものなのか……俺にはもう分からねえよ。最初にこんがらがりすぎて、今更、純粋な気持ちをより分けられない」

　愛情と、そこから当然に求められた行為の結果――ではなく。

　歪ゆがんだ矜きよう恃じと執念の結果として、紅ぐ蓮れんはこの世に生み出された。

　だからこそ『誰だれかを愛する』という事は、紅蓮にとって侵すべからざる聖域だった。自分だけは両親の様になりたくなかった。

　本当に――純粋に、誰かを好きになりたかった。

　だが琴こと音ねとの関係は、最初からそれを許す形にはなっていなくて……けれど誰かを想おもう時には先まず、最初に琴音の顔が浮かんで。彼女を抱きたいと思う気持ち、彼女と一つになりたいと思う気持ち、彼女に傍に居て欲しいと思う気持ち、それが――本当に純粋なものであるのかどうかも分からないまま、他の誰かを好きになれる余裕も無くて。

　紅蓮と琴音は、互いを縛り続けて此こ処こまで来た。

「あのままじゃ俺達たちは、いつまでも――二十歳になろうが三十歳になろうが四十歳になろうが、あのまま、恋愛なのか義理なのかも分からない付き合いを続けていたんだろうしな。本当に、良い機会なのさ」

　ヤドリギ達と殺し合いをして。

　ヤドリギ達の存在に絡む様々な愛憎を目の当たりにして。

　紅蓮も自分達の関係を改めて考えさせられる事になった。

　いつまでも『仲の良い幼おさな馴な染じみ』では居られない。

　それすらも恐らくは、本物ではなく『模倣』に過ぎないのだから。

「……そうですか」

　ややあって……梨り緒おはぽつりと言った。

「紅蓮がそう納得しているのならば、それで、良いのでしょう」

「……なんだよ？」

　何か含むところがあるかの様な物言いに、紅蓮は眼めを細めて梨緒を見る。

　だが生粋のミカヅチである少女は、視線を自分の爪つま先さきに向けて――また黙り込んでしまった。



　　　



　どれくらい……そうしていただろうか。

　電柱に縋すがり付つく様な姿勢のまま、琴こと音ねは眼めを瞬まばたかせた。

　十秒か。一分か。半時間か。よく分からない。

　頭の中で最後に紅ぐ蓮れんが放った拒絶の言葉だけが、ぐるぐると回り続けている。

　だから琴音は自分の周囲に注意を向ける余裕など全く無かった。それどころか不意に声を掛けられて……驚くだけの気力すら、もうなくなっていた。

「――笹ささ原はら君」

　聴き慣れた声だが、振り返るのも億おつ劫くうだった。

　だからそのまま固まっていると……相手は眼の前に回り込んできた。

　明あか月つきである。

「…………」

　呆ぼう然ぜんと緩んだ表情で、彼を見上げる琴音。

　既に涙も涸かれて、頬ほおに何かが乾いて貼はり付いた様な感触だけが残っている。

　そんな琴音を見下ろしながら、明月は――いつもと変わらぬ優しい笑顔で言った。

「あの二人は君の知らない処ところで繋つながっている」

「…………？」

　あの二人とは紅蓮と梨り緒おの事か。

　だが……明月がどうしてそんな事を知っている？

　ぼんやりと疲労に鈍った意識で琴音は考える。

　琴音が紅蓮に拒絶された際の様子は、単に見ていただけだとしても……明月が紅蓮と梨緒の関係について、琴音よりも詳しく知っている道理は無い。

　だが明月の口調は、強くもなく、弱くもなく、ただ事実を事実として告げるだけの静かなものだった。信じたければ信じるが良い。信じたく無ければ信じなければ良い。まるでそう告げているかの様に。

「君の知らない世界に生きて、君の知らない経験を積んで、君の知らない絆きずなで結ばれている。だから君は、あの二人の間に割って入る事は出来ない」

「………………先輩？」

　訳が分からない。

　だが明月の言葉は、絶望に疲弊しきった琴音の意識に、ほんの少しだが興味という名の活力を注ぎ込んでいた。

「教えてあげようか？」

　明月は、ほんの少し首を傾かしげて言った。

　その顔は本当に美しく、蠱こ惑わく的てきで――ぼんやりと琴こと音ねは、甘言を弄ろうして人間を陥れる悪魔とはこんな笑顔をしているのかもしれない、と思った。

　思っただけだった。

　それを基に明あか月つきの申し出を拒むだけの理性は、もう琴音に働いていなかった。

「彼と彼女が何を見て、何を感じて、どんな出来事の上に、ああして強く強く、幼おさな馴な染じみの君を差し置いて結び付いていったのかを」

「…………」

　頷うなずくのも億おつ劫くうだ。

　けれど琴音の意志は察してくれた様だった。

「おいで」

　手を差し伸べてくる明月。

　琴音は――やはりぼんやりと、半ば自動的にその手をとっていた。



    

  
    
      


第二章　逆転の構図





　スマートフォンは電話というよりも事実上――パーソナル・コンピュータだ。

　限界まで小型化したパソコンに電話機能『も』付いているといった方が正しい。当然ながらその基本的な仕様はパソコンのそれに準じる。あくまでパソコンの機能をポケットに収めて出掛ける事を目的として作られたのが『知性化された電話スマートフオン』なのだから。

　当然……多くのスマートフォンには電話としては大きめで高精細の画面が備わっており、『壁紙』が設定出来る。この壁紙や機能アイコンの位置に持ち主の個性が出る。勿もち論ろん――初期設定デフオルトのままの人間も少なくないが、それはそれで、こうした小物に対するこだわりが少ない、常に身近に置いておきたい様な画像を持たない人間、という性格分析の一端になる。

「…………」

　夕暮れ時の公園風景。

　遊具で遊ぶ子供達たちが居て。それを見守る親達が居て。

　何ど処こにでも在る――平凡な景色だ。

　その片隅に迫さこ水みず純じゆん一いちは座っていた。

　黒いコートを脱ぐ事も無く、一人木陰のベンチに腰掛ける姿は……ひどく周囲から浮いている。単に不審者という意味ではない。子供部屋に置かれた刃物と同じだ。鞘さやに収められてはいてもそれは本質的に異物であるという意味で。

　だが……

「相変わらずだな」

　迫水の背後から――ベンチの背もたれ越しに声が掛かる。

「お前は昔からそれが好きだったな」

「うるせえよ」

　迫水は振り返りもせず淡々とそう返した。

　彼が持つスマートフォンの壁紙。

　そこには――三十年以上前に一世を風ふう靡びした変身ヒーローの姿が映し出されていた。

　悪の組織に肉体改造されながら正義の心を失わず、孤独に、しかし敢然と自らを生み出した悪の組織と戦い続ける超人の姿に、当時、子供達たちは熱狂した。

「挙げ句に今でも第一線で現役か」



    

  
    
      



    

  
    
      

　声の主はベンチを回り込むと、迫さこ水みずの隣に腰を下ろした。

　ベージュのスーツ姿をした中年――いや壮年の男性である。

　背丈は標準的だが、肩幅が広く、頭を角刈りにしている為ために、奇妙な威圧感が在る。サラリーマンと同様の格好をしてはいても、勘の鋭い者は気付くだろう――まるで測ったかの様に一定の歩幅と歩調、メリハリの効いたその物腰に。

　人生の大半を、軍隊か、それに類する組織で暮らしてきた者の特徴だ。

「俺おれが現役辞やめる時は死ぬ時だよ」

「まさしく正義の味方――だな」

　男は迫水と同じく地面に視線を注ぎながら言った。

　どちらも相手を見もしない。まるで見ず知らずの他人がたまたま同じ場所に居合わせているだけであるかの様に。

「正義の味方？　まさか」

　迫水は薄い笑みを口の端に浮かべる。

「俺はただの殺し屋だよ」

「……それはその通りだな」

　男は頷うなずいた。

「で……？」

「無理だな」

　本題に入るのを促す迫水と――即答する男。

　どちらの表情もまるで変化が無い。

「政府のお歴々は殆ほとんど取り込まれてる。なんせ俺の処ところにまで誘いの話が回ってくる位だ」

「誘い……？」

「不老不死」

「…………」

「少なくとも大おお真面目まじめに信じてる連中は多いよ。まあ実際に眼めの前で、首を掻かき切っても死なないのを見せられたら、信じざるを得ないだろう。ヤドリギ、だったか？　お前達たちはあんなバケモノと闘ってたのか」

　男の口調には苦笑の色が滲にじんでいた。

「確かにアレは不死身にはなるかもしれねえがな」

　迫水は言った。

「あるいは不老でもあるかもしれねえがな。代わりに乗っ取られるぞ。お偉方はその辺を分かってるのか？　肉体が再生可能だからって、自意識を喰くわれたら死んだも同然だぞ」

「そうなのか？」

　男は首を傾かしげる。

「まあ……その辺は提案する側が言う筈はずも無いな」

　最初から『商品』の欠点を前面に押し出して商談する馬鹿は居ない。

「それに老人連中は信じないだろう。人間……自分が切望するものが降って湧わいたら、それを是が非でも信じようとするからな」

「その辺はネットでのたくってる若い奴やつらと大差ねえな」

「そもそも」

　男はポケットから煙草たばこを一本取り出して口にくわえた。

　視線は相変わらず地面に向けたまま、手首だけを返して煙草を迫さこ水みずに勧める。迫水もまたそちらを見る事無く指先で一本箱から引き抜いて、くわえる。

　男が煙草に火を付けるのは、オイルライターである。そこには日本列島を支える様に包み込む両手の意匠が――陸上自衛隊のシンボル・マークが彫り込まれていた。

「人格や記憶なんてのは直接、脳をかっさばいて眼めで見て確認出来るもんでもないからな。厳密に言えば定義すら曖あい昧まいな代物だ。いくらでも誤ご魔ま化かしは効くし――不死身に比べれば些さ細さいな事、そう思う連中だって居るさ。自分のクローンを作れば、自分が若返る、なんて風に勘違いしている年寄りだって居る位だ」

「……本当に日本は専門馬鹿が多いよな。俺おれやお前を含めて」

「全くだな」

　迫水と男の顔に揃そろって苦笑が過よぎる。

　そして――

「悪いな。俺はお前の力にゃなれない」

「……そうか」

　あっさりと迫水は頷うなずいた。

　予想出来た答えではあったのだろう。

「一つだけ」

　迫水はベンチから立ち上がりながら言った。

「お前はその不老不死の話には乗るな。それだけだ」

「…………ふむ？」

　煙草の煙をくゆらせながら男は片かた眉まゆを上げる。

　迫水は、ようやくここで自衛隊時代の同僚を振り返って言った。

「お前を、殺したくはねえんだよ、俺は」

「そうか……」

　男は微笑を浮かべる。

　たっぷりと――自じ嘲ちようが載った歪いびつな笑みを。

「俺おれもそうだったよ」

「…………」

　迫さこ水みずは眼めを細めて公園の風景を見る。

　いつの間にか――親子連れの姿が綺き麗れいさっぱりとなくなっていた。

　黄たそ昏がれ色いろの世界で、不自然な程の静寂がわだかまる。

「川かわ村むら……お前」

「お歴々がな。言うんだよ」

　川村と呼ばれた男は俯うつむいたまま言った。

「お前達たちは、ヤドリギ連中と取引するにあたって、有利な材料になるってな」

「…………」

「俺も独り身なら、お前の理想に乗っかって一暴れって考えたかもしれないが。さすがに家族を四人も抱えるとな……」

　ゆらりと影が立ち上がるかの様に……あちらこちらに黒いものが沸き上がる。

　所属も階級も定かならぬ、ただ黒いだけの戦闘服に身を包んだ兵士達。

　それは奇くしくもミカヅチの〈破は組ぐみ〉の姿とよく似ていたが――違うのは、彼等らが陸上自衛隊の正式採用品である89式自動小銃を携えている点だった。銃の横には空薬莢回収器カートキヤツチヤーが取り付けられ、銃口には銃声抑制器サプレツサーがねじ込まれている。完全に機密任務仕様だった。

「すまんな」

　川村は言いながら立ち上がる。

　単に部下達に命じて数で押し包むのではなく――敢あえて迫水の前まで出てきて直接、言葉を交わしたのは、この男の中に残っていた、最後の友情なのであろう。

　だが……

「ああ。謝る必要はねえよ」

　迫水は火の点ついたままの煙草たばこを指先で弄もてあそびながら言った。

「お互い様だ」

「…………」

　黒い機密任務仕様の自衛官達の周囲で、地面が弾はじけた。

　丁度――自衛官達の数だけ。

「――！」

　狙そ撃げきである。しかも自衛官達たちのそれと同じく、銃声抑制器を取り付けた。

　それだけではない。レーザー照準器の赤い点が、黒い戦闘服の上を、緩やかに這はい回まわる。

「じゃあな」

「ああ」

　男達がそれぞれに片手を挙げて今こん生じようの別れの挨あい拶さつを交わす。

　次の瞬間――公園には銃弾の雨が入り乱れた。



　　　



　走る。走る。走る。

　全力で――つまりは修しゆ羅ら奇き兵へいとしての能力を存分に駆使して。

　弾丸の雨を文字通りにかいくぐりながら。

（……我ながら凄すごいな）

　紅ぐ蓮れんは考える。

　旧ふるい友人との交渉について失敗する可能性については、迫さこ水みずも当初から想定していた。

　故に一般市民に偽装した状態で、ミカヅチの隊員達を公園の周囲に配置――状況の変化と同時に作戦を開始する事については、事前に打ち合わせが終わっている。

　紅蓮はその力を――単純に考えても、歩兵数名分に相当する修羅奇兵の戦闘能力を用いて現場に乱入、その存在そのものを陽動に使う事になっていた。ミカヅチの標準的な防弾装備に加え、自身の修羅奇兵としての耐久性も考慮すれば、元々紅蓮は、ライフル弾ですら防ぎきる防御力と同時に、高い運動性を確保している。

　防弾装備でどうしても動きが鈍る普通の兵士よりも、確実に動きが速いのだ。

　しかも――

（見える！）

　弾道が――見える。

　かつて、日本には、とある武道の達人が『飛んでくる銃弾の悉ことごとくを避よけた』という逸話が残っている。

　常識的に考えれば在り得ない話だ。音速、もしくは亜音速で飛来する物体を、人間の反応速度ではどう考えても避けられる筈はずが無い……誰だれもが本来はそう考える。確かに人間の神経における情報伝達速度は音速を越えているが、だからといって人間の肉体そのものがそれと同等の速度で動けるという意味ではない。

　実際、その達人も弾丸に優まさる速度で動いていた訳ではない。

『先まず白い線が見える。その線をなぞる様に弾丸が飛んでくる』と達人は説明していたという。つまり銃弾そのものではなく予あらかじめ弾道が見える故に、そこに自らの身体からだが交わるのを避よけていただけだ――というのだ。

『達人は射撃手の殺気の流れを白い線として見ていたのではないか』とする説が在る。

　もしこれが正しいとすれば……確かに達人が銃弾を避け続ける事が出来た説明がつく。

（見えるぞ……！）

　そして今の紅ぐ蓮れんの眼めは、恐らく、その達人に近い状態に在るのだろう。

　公園の上に何十と引かれた白い軌道。

　元よりヤドリギの本体である超高密度呪じゆ詛そを視認出来る修しゆ羅ら奇き兵へいの眼が、射撃手の放つ弾道状の殺気を視認出来ても何ら不思議ではない。まして身体能力や各種感知能力が上昇している為ため、その殺気の『隙すき間ま』をぬって走り回る事は、紅蓮にとってそう難しい事ではなかった。

　銃弾の恐ろしさとは、飛んでくる速度が速すぎて見えない、万が一に見えても対応しきれないという事である。予め射撃手が引き金を引く前に弾道が見えているのなら、それはむしろ単に間合いの長い『突き』に過ぎない。至近距離で千変万化する斬ざん撃げきの方が余程に対応しにくい攻撃だった。

「おおおおッ!!」

　叫びを上げながら走る紅蓮。

　手近な処ところに在ったゴミ箱を蹴けって強制的に、慣性を無視するかの様な形へと動きを変化させ――跳躍。彼は手近な自衛隊員に向かって飛び掛かった。

「――ッ！」

　自衛隊員が反射的に89式小銃を振り向けてくる。

　だが……

「がっ!?」

　その途中で自衛隊員は姿勢を崩した。

　背後から打ち込まれた銃弾の仕業だ。

　ミカヅチの狙そ撃げき手しゆ達たちが使うのは89式の５・56ミリ弾よりも一回り大きい７・62ミリＮＡＴＯ弾である。口径という意味では２ミリ程度の差に過ぎないが、弾頭が秘めるエネルギーは倍以上――射程距離でも破壊力でも比べものにならない。たとえ強化繊維で織られた防弾服を着ていても、弾頭はこれを容易たやすく貫通する。服の下に貫通を防ぐ為の鋼板を仕込んでいたとしても――そういう防弾装備も確かに在る――直撃時の衝撃で撃たれた者は姿勢を崩す。

　紅ぐ蓮れんは、その自衛隊員の持っている89式小銃を蹴けり飛ばした。

　鋼の凶器は『く』の字型に折れて吹っ飛ぶ。そのまま紅蓮は自衛隊員を地面へと押し倒し、その顔面に――どうあっても防弾装備では庇かばいきれない部位へ、手にしていたグロック21自動拳けん銃じゆうを突き付けた。

「ば……ばけものめっ……！」

　自衛隊員が喘あえぐ様な声でそう言った。

「…………」

　紅蓮はそのまま引き金を――

「……？」

　押し倒された自衛隊員が怪け訝げんの表情を浮かべる。

　次の瞬間にも襲ってくる筈はずだった必殺の一撃が――来ないからだ。

「…………く」

　紅蓮は、引き金を引けないでいた。

　相手はヤドリギでは――人間を辞やめた怪物では、ない。

　武装をしてはいるが、恐らく家族や友人知人を沢山持った普通の人間だ。

　勿もち論ろん、今は人間が敵なのだという事は分かっている。

　だがそれでも、ここで躊ちゆう躇ちよも無く人間を殺してしまえば……自分はヤドリギと同じになってしまう様な気がした。

　神かん薙なぎ式しき修しゆ羅ら奇き兵へいは、元よりヤドリギを手本として作られた様なものだ。『越えてはいけない一線』というものを越えれば、自分とヤドリギを峻しゆん別べつするものが無くなってしまう様な――そんな気がしたのである。

　紅蓮は、引き金を引く代わりに、グロック21を握った手を相手の右肩に振り下ろす。

「ぐおっ!?」

　鈍い音と共に肩関節に炸さく裂れつした打撃は、確かに紅蓮の手に、相手の骨の折れる感触を遺のこしていた。背中の傷の事もある。これでもうこの自衛隊員は戦えまい。それで十分である筈だった。

　しかし――

『紅蓮ッ！』

　梨り緒おの叫びが無線機を通して弾はじける。

　次の瞬間、紅蓮は――白い線によって幾重にも絡め取られていた。

「……!!」

　白い未来の弾道を辿たどって銃弾の群れが襲いかかる。

　躊ちゆう躇ちよによって動きを止めた紅ぐ蓮れんは――狙ねらい易やすい的でしかない。彼が組み敷く仲間に当たるかもしれない、という躊躇は、自衛官達たちには無い様だった。

「ぐおっ!?」

　全身に刺突の如ごとき衝撃を喰くらって呻うめく紅蓮。

　防弾装備と、紅蓮の――修しゆ羅ら奇き兵へいの呪じゆ術じゆつ的な『髪』が形成する第二の皮膚、いわば呪術場防御が、５・56ミリ弾の貫通を妨げている。だがそれは即すなわち、銃弾の運動エネルギーが余す所無く紅蓮の身体からだに叩たたき込こまれるという事でもある。

　全身を幾重にも幾重にも揺さぶる衝撃の雨。

　もんどり打って倒れる紅蓮。

　そこに銃弾がここぞとばかりに集中する――

「ぐ……」

　まずい。

　いくら防弾装備と呪術場の皮膚が在ると言っても、それは無限の防御力を意味するものではない。それに衝撃だけとはいっても、それが一定量を超えるとやはり人間の肉体は機能不全を生じる。修羅奇兵の耐久性が一体どの程度のものか――この場で耐久試験をしたいとは紅蓮は露程にも思わなかった。

　勿もち論ろん、他のミカヅチ〈破は組ぐみ〉の隊員達が、自衛官達の制圧・排除に動いている。

　こうして紅蓮が自衛官達の銃口を一身に引き受けていれば、彼等らの行動はより迅速で確実なものになるだろう。

　だが――果たしてそれが終わるまでに紅蓮が保もつかどうか。

「ぐ……が……」

　地面を転がりながら逃げる紅蓮。

　激痛が身体のあちらこちらに弾はじけ続ける。

「――紅蓮!!」

　飛び出してくる影が在った。

　それは――愛用の自動二輪車ダカールに跨またがった、梨り緒おだ。

「馬鹿、何やって……」

　防弾装備が在るとしても、梨緒は紅蓮程の耐久性は無い。そもそも大抵の防弾繊維は拳けん銃じゆう弾は防げてもライフル弾は防げないものが多い。首筋や関節など、防弾セラミック・プレートの隙すき間まに命中すれば、弾丸は確実にその下の肉体を破壊する。

　そしてそんな事は自衛官達は百も承知だろう。

　だからこそ――最も防御力の高い紅蓮が、派手に動き回って陽動を引き受けていたのである。ここで梨り緒おが出てくれば彼が前に出た意味が半減する。ましてこの状況だ、紅ぐ蓮れんを〈ダカール〉に載せて、それから再び走り出す、などという悠長な真ま似ねは到底無理――

「紅蓮！」

　梨緒は紅蓮の真横を通り過ぎた。

「――え？」

　という間の抜けた声をその場に残し、紅蓮は次の瞬間、すっ飛ぶ様な勢いで地面を滑っていた。いや。正確には――引きずられていた。

「……！」

　梨緒は――ロープを紅蓮の首に引っかけて、彼を引きずっているのだ。一瞬、紅蓮分の体重が掛かる事で彼女と〈ダカール〉は大きく姿勢を崩したが、次の瞬間、それまでの倍するエンジンの咆ほう哮こうを放ちながら、〈ダカール〉は走り出していた。

「うおっ!?」

　まるで凶悪暴走族の私刑の様に、首つり状態でバイクに引きずられる紅蓮。

　さすがにこれは自衛官達たちも予想していなかったのか、一瞬、銃撃が紅蓮から逸それた。

「ぬ……が……」

　紅蓮は四本の腕を伸ばしてロープを掴つかみ、機を測って脚で地面を蹴ける。空中に跳ね上がった彼は、強引にロープを辿たどって、〈ダカール〉の後部に片足で着地していた。

「殺す気かお前は！」

　梨緒の後ろに跨またがりながら叫ぶ紅蓮。

「ヘルメットと防弾服が在りますから、完全に首が締まりはしないかと」

〈ダカール〉を走らせながら梨緒が答えてくる。

「削れるってんだよ!?」

　この手の『引きずり』で一番恐ろしいのは……実は衝撃でも窒ちつ息そくでもなく『皮膚や肉を削そぎ落おとされる』事だ。映画等では長々とただ引きずられている様な場面もよく見られるが、実際には十数秒も引きずられていれば、おろし金の様なアスファルトの路面で服は破れ去り、皮膚や肉も瞬またたく間に削られる事になる。線や点の傷ではなく、面の傷なので止血も出来ず、大抵は出血多量によるショック死を起こす。

「引きずられても防弾服のセラミック・プレートが先に削れるでしょうし」

「……お前は……」

　文句を更に重ねようとして……しかし紅蓮はヘルメットの中で苦笑を浮かべた。

　この期に及んでも冷静さを未いまだ失っていないこの少女が、妙に頼もしかった。

「迫さこ水みず隊長は無事に現場から離脱しました。私達も」

「あ――ああ」

　頷うなずく紅ぐ蓮れん。

〈ダカール〉はまるで馬が嘶いななく様に、一際高いエンジン音を放って――公園から飛び出していた。

　そこには……既に走り出しつつあるベンツ・アクトロスの姿が在る。

　助手席には迫さこ水みずが座っているのも見えた。

　アクトロスと平行して走る紅蓮達たち。

　そんな二人に――助手席を窓を開いて迫水が声を掛けてきた。

「手て酷ひどく喰くらったな、紅蓮」

「…………」

　紅蓮はヘルメットの中で唇を噛かむ。

　自分は――人間を殺せなかった。

　何体ものヤドリギを斃たおして、とっくに人間を殺す事になんか躊ちゆう躇ちよはなくなっていると思っていた。以前、迫水に言われた『切り替え』が出来るようになっていると――一度スイッチを入れれば、その瞬間に忌避感を押さえ込める様になっているのだと。

　だが……

「俺おれが、躊躇ためらったばっかりに……」

　梨り緒おに無む茶ちやをさせた。

　何とか彼女は被弾せずに済んだが、むしろそれは奇跡の様な幸運と言える。

「いや。それでいい」

　そう言ってきたのは、迫水だった。

「……え？」

「紅蓮……」

〈破は組ぐみ〉の隊長は言った。

「お前は人を殺したら駄目だ」

「……なんだって？」

　何な故ぜ今更そんな事を迫水は言うのか？

「どういう意味――」

「細かい事は後で説明してやる。ここはばらばらに逃げるぞ。集合パターンは丙の七。いいな？」

「了解です」

　梨緒が頷く。

　次の瞬間、迫さこ水みず達たちと紅ぐ蓮れん達は、十字路の左右に分かれていた。



　　　



　連れてこられた部屋は――まるで病院の待合室の様だった。

　六畳ほどの広さである。

　基本の内装は白。壁紙も天井も床のタイルも同じだ。ソファが壁際に置いてあり、その正面には壁に液晶テレビが掛けられている。ただし電源が入っていないので画面は暗いままだ。ソファの横の小さなテーブルにはリモコンが置かれていたが、琴こと音ねはそれを使おうとは思わなかった。

　太た刀ち花ばな明あか月つきに、此こ処こで待て――と言われた。

「…………」

　どうして明月が、紅蓮と梨り緒おの『絆きずな』について知っているのか分からない。

　此処で待たされる事にも、意味があるのかどうかよく分からない。

　だが……

「……紅蓮」

　呟つぶやく自分の声がひどく重い。

　ようやく自分は紅蓮に対する恋心を、愛情を、自覚出来たというのに。

　紅蓮は婚約者の梨緒と共に、何ど処こかに行こうとしている。

　何年も離れていた婚約者がそんなに大事なのだろうか――ずっと一緒だった自分を棄すてて顧かえりみない程に。

　酷ひどいとは思わない。

　だが……居ても立ってもいられない気持ちだった。

　大事なものが失われる。それも、自分のあずかり知らぬ所で決められた事情によって、一方的に。自分はただその結果を聞かされるだけで――甘受せねばならない。

　それがどうしても嫌だった。

　無力な自分。流されているだけで何もしていない自分。

　そんな自分が嫌いだった。

　だから……明月についてきたのだ。

　ただ告げられた事実を受け入れるだけが、嫌だったから。

　考えて見れば相手が明月とはいえ、こんな、何処ともしれぬ場所に、言われるままに付いて来たのは迂う闊かつに過ぎたのかもしれない。だが積極性の無さが今の自分を造り上げたのだとしたら、それを変える為ためには――壊す為には自分は一度、何かの無む茶ちやをせねばならないのではないか、そんな風に心の片隅で琴こと音ねは考えていたのだ。

「……待たせたね」

　扉が開く。

　そこに立つのは明あか月つきだろう――多分。逆光気味で顔つきはよく分からないが声や輪りん郭かくは間違いなく明月のものだった。比較すれば尚なお更さらにそれが分かる。

　そう。明月は一人ではなかった。

　もう一人――何者かがその脇わきに立っている。

「……誰だれ？」

　呟つぶやく様に問う琴音。

　だが明月はそれには答えず――

「さあ。真実を教えて上げる。神かん薙なぎ紅ぐ蓮れん達たちが隠していた、全すべてをね」



　　　



　鈍い轟ごう音おんが、延々と途切れる事無く続いている。



    

  
    
      



    

  
    
      

　頭上を通る高速道路――そこを走る無数の車が立てる走行音が、渾こん然ぜん一いつ体たいとなって降ってくるのである。勿もち論ろん、通常の民家や建物は此こ処こには無い。金網で仕切られた細長い駐車場が、まるで影の様に高速道路の真下に寄り添って続いている。

　その片隅――そこに紅ぐ蓮れん達たちは居た。

　すぐ側そばにはベンツ・アクトロスも停車しており、その貨物部に背中を預ける様にして、迫さこ水みずが立っている。此処はミカヅチの〈破は組ぐみ〉内部でのみ幾いくつか取り決められていた『合流場所』の一つである。具体的に何かを警戒していた訳ではないが、秘密組織であるミカヅチの性格上、表立って構成員が集合できない場合に、落ち合うための場所を予あらかじめ決めてあったのだ。

「……昔なぁ」

　煙草たばこの煙をくゆらせながら……ふと思いだしたかの様に迫水は言った。

「ヒーローってのに憧あこがれててな」

「…………」

　紅蓮と梨り緒おは顔を見合わせる。

　今――迫水は『これからどうするのか』についての話をしていた筈はずだった。

　既にミカヅチの組織そのものは壊滅状態、支援者も無く、物資の調達もままならない状態である。おまけに迫水達を含め、生き延びたミカヅチの隊員達何名かは、『カルト宗教の教義に従い、とある企業を襲い、その従業員を皆殺しにしたテロリスト』としてマスコミに報道されてしまっている。

　これを覆すのは事実上、不可能だろう。

　どれだけインターネットが発達し、国民一人一人の情報収集能力が上がってきたからといっても、最終的に自らの五感で以もつて情報を集め、これを第三者的な立場で判断し得る人間は殆ほとんど居ない。多くの人間は、自分以外の誰だれかが集めてきた情報を――二次情報、三次情報を得ているに過ぎず、その真偽を判断する基準は、結局の所、権威性しか無い。

　国家とその直下に存在するマスコミが揃そろって迫水達を『狂信の余りテロに走った異常者』と断じて告知すれば、これを覆せる情報を持っている人間など殆ど居ない。居てもその情報は大多数の国民には届かないのだ。

　もう迫水達ミカヅチ残党は、事実上『詰んで』いる。

　鮮やかすぎる程の、ヤドリギ達の手管であった。

「だが大人になるにつれて、ヒーローなんていねえってのは嫌でも分かるようになる」

　迫水は口の端に皮肉な笑みを浮かべて言った。

「居るのは、正せい邪じやの区別もねえ、単なる暴力を身に付けた大人で……そいつらのガチバトルで決まるパワーゲームが在るだけだ。そもそも正義なんて存在しねーんだから、正義の味方なんてのも存在し得ねえわな。在るのはつまらねえ利害関係、それだけさ」

「…………」

　紅ぐ蓮れん達たちは無言。

　今更――中学生の様な理屈を口にしている迫さこ水みずを見て、しかし、紅蓮はそれを滑こつ稽けいだとは思わなかった。現実というものを嫌という程に見てきた迫水が言うそれは、社会に出た事の無い、自分達の様な学生の台詞せりふとは、また、微妙に意味が違うという事を紅蓮は感じ取っていたからだ。

「正義っぽいお題目は在っても、正義そのものなんて存在しねえ。戦場に出ればそれが嫌っつーほど、よく分かる。だからな、俺おれは傭よう兵へい辞やめて、ミカヅチに再就職したのさ。これは――殺す仕事ではあるけどな、悪い奴やつ等らから、人々を護まもる為ための、ヒーローっぽい仕事じゃねえかってな」

「…………」

　それは迫水純じゆん一いちという男が見つけた、一つの妥協点だったのかもしれない。

　殺すのならば、誰だれが見ても『悪』と決めつけ得る様な相手。

　正義という概念そのものの化身にはなれなくても、その対概念である『悪』の敵にはなれるのではないかと。

　正義の味方ではなく……邪悪の天敵。

　それは――

「……これからどうするんですか」

　改めて紅蓮は問うた。

　もう自分達も以前の生活には戻れまい。

　だが……分かるのはそれだけだ。

　これからどうすべきかが分からない。

　ただ追われるままに逃げて逃げて逃げ続けるのか。

　だが目標の無い逃亡は……恐らく早々に気力を尽きさせる。

　ではヤドリギに反撃するのか。

　だが――いつまで？

　ミカヅチを再興するのか。

　だが――どうやって？

「紅蓮。お前はどうしたい？」

「どうって……」

「ぶっちゃけな、こうなってしまっちゃ、ミカヅチってのは俺おれ達たちじゃねえんだ」

「……え？」

「お前がミカヅチなんだよ、神かん薙なぎ紅ぐ蓮れん」

　迫さこ水みずは眼めを細めて紅蓮を見据えた。

「お前だけが、ミカヅチの機能を引き継いで体現できる存在なんだ、今となってはな」

「……それは」

　既に呪じゆ術じゆつに通じた〈滅めつ組ぐみ〉〈索さく組ぐみ〉〈繕ぜん組ぐみ〉の大半は死んでおり、彼等らにそうした呪術大系の技能を教え込んでいた御み杖つえ代しろ家や十六夜いざよい家も滅んでいる。ヤドリギを物理的に破壊する事は出来ても、その本体である高密度呪じゆ詛そを滅ぼす手段は――途絶えたのだ。

　神かん薙なぎ式しき修しゆ羅ら奇き兵へいである紅蓮を除いては。

　ミカヅチという存在が、あくまでヤドリギという人間の天敵を滅ぼす為ためのもの、であるとするならば、その本質を辛うじて承継しているのは迫水達ではない。紅蓮なのだ。

「元々お前は、望んでミカヅチに居た訳じゃねえからな」

「……それは、そうですけど」

「ミカヅチを再興するにしても、単に報復でヤドリギらしい奴やつ等を片っ端からぶち殺して回るにしても、それはお前が居てこそ初めて成り立つ。俺等だけじゃどうにもならんからな、狩り殺されない様に何ど処こまでも逃げるのが関の山さ。あるいは何処か世界の果てでヤドリギをぶち殺せる他の方法が見つかるかもしれねえ。それを捜す――位か？　紅蓮無しで俺等が採り得る、建設的な方向性ってのは」

「…………」

　それはしかし、雲を掴つかむ様な話である。

　何より――

「じゃあヤドリギは」

「放ほうっておくしかねえな、その場合」

　迫水は肩を竦すくめた。

「連中が何を考えているのかは――こうなっちゃ、大体の想像がつく」

「……え？」

「ヤドリギが権力者と結び付いたとして。利点は何だ？」

　煙草たばこを指の間に挟んで振りながら迫水はそう問うてきた。

「何かと便宜を図って貰もらえる――」

「何かって何だ？」

「…………」

　それは勿もち論ろん――

「そうさ。人間を喰くう為ための便宜さ。場合によっちゃこの国全体を、人間牧場みたいにしちまうって手もあるわな」

「……人間……牧場……」

「だけどな」

　迫さこ水みずは煙草たばこを貨物室の壁面に押しつけて火を消しながら言った。

「事実としちゃ、それはもう、別に、今も普通に世界で起こっている事でな」

　先進国による発展途上国への搾取。

　富裕層による貧困層への搾取。

　大抵の戦争は、そうした経済的な不均衡が生み出す摩擦に過ぎない。

　直接、人間が人間を喰っている訳ではないだけで――人間が人間を食い物にしているという点は、実の処ところ、ヤドリギと大差無い。

「だから、結局の処……それは『是非』の問題じゃねえんだよ」

「…………」

「どうしたいかなんだよ、紅ぐ蓮れん、お前がな、何を許せて、何を許せないか、なんだよ」

「…………」

　紅蓮は視線を落として自分の爪つま先さきを眺める。

　これからの行動は恐らく全すべて命懸けだ。

　判断を誤れば自分だけでなく、多くの人間が無駄に死ぬ事になる。

　ならば――何かを成そうとするならば、命を賭かけても、他人に命を賭けさせてでも、『これをしたい』『こうするべきだ』と胸を張って主張できる何かが必要なのだ。

　それは……

「…………」

　杉すぎ崎さき由ゆ奈な。

　工く藤どう浩こう介すけ。

　何の為に闘うのか。

　自分は、琴こと音ねを守れる位に強くなる為に、闘う積もりだった。

　だがもう自分は琴音の側そばに居られない。

　矛盾を抱えたまま、自分はこれからどうすべきか――

「俺おれはヤドリギを狩ります」

　紅蓮は言った。

　自分でもその結論は思いの外、あっさりと出た。

　あるいはそれはずっと彼の中に在って――今ようやく言葉にする事で形を得ただけの事なのかもしれない。

「俺おれ一人でもいい。奴やつ等らを狩ります」

「…………ほう？」

　迫さこ水みずが口の端に薄い笑みを浮かべる。

「復ふく讐しゆうっていう程、俺は正直ミカヅチに思い入れは無い。けど――俺は、俺に普通の生き方を教えてくれた人々や、俺を受け入れてくれた普通の人々が、奴等の餌えさになるって可能性を考えると、吐き気がする」

「…………紅ぐ蓮れん」

　梨り緒おが、瞬まばたきしながら紅蓮の横顔を見つめる。

「それは、どうしても我慢ならない。俺の、それはエゴですけど。俺がヤドリギを一体でも狩れば、そういう犠牲者が減るなら……世界そのものはひっくり返せなくても、それが可能なら、俺は、そうしたい」

　全すべての悲劇を無くすことは出来なくても。

　その数を百から九十九にする事――それは、意味があるのではないか。

　それは、胸を張って命を賭かけると宣するに値するものではないか。



    

  
    
      



    

  
    
      

「……は」

　迫さこ水みずはにやりと笑った。

「中々に熱いな、神かん薙なぎ紅ぐ蓮れん」

「そ……そう、ですか？」

　紅蓮は戸惑いの表情で言う。

　恰かつ好こうを付けた積もりは無い。これはもう嘘うそ偽り無い紅蓮の本音だった。

　だからこそ『青臭い』と笑われる事も覚悟の上だったのだが――

「いや。いいだろう、乗った」

　迫水は言った。

「……え？」

「他の連中にも聞かなきゃならんがな。俺おれは乗った。紅蓮。お前が自衛官を殺さなかったのは、だから――正しかった」

「どういう意味です？」

「ヒーローはそういうもんだろ？」

　迫水は肩を竦すくめて言った。

「お前は白いままでいろ。黒く染まるのが必要なら俺達たちが引き受ける。お前は、ただ、ヤドリギだけを狩れ。それでいい。それがいいんだよ」

「…………」

　困惑の表情を浮かべる紅蓮に迫水は野太い笑みで笑い掛ける。

「……面おも白しれぇな。政府の後ろ盾も無く。世間からも知られる事無く。この世に潜む闇やみを討つ――ってか」

「…………」

　それは確かに『ヒーロー』そのものだ。

　紅蓮自身にはそんな自覚は無かったけれども――

「マフラーと専用バイクでも用意するか？」

　この追い詰められきった状況で――しかしむしろ楽しげに、迫水はそんな事を言った。



　　　



　部屋の空気は冷えきっていた。

　住む者が居なくなれば建物は急速に痛んでいくという。ただ空虚を他と区別するだけの壁や床や天井は、それだけの箱だ。中に居て新陳代謝を促す為ための存在が――血液とも言うべき存在が尽きれば、それはもう形けい骸がいに過ぎない。

「お姉ちゃん……」

　笹ささ原はら鈴すず音ねは横たわる空虚を前に唇を噛かんだ。

　男勝りの、気の強そうな顔には不安と焦燥が滲にじんでいる。

　琴こと音ねが行方不明になって既に四日であった。

　両親が警察に捜索願いを出してから二日。

　だが目撃者も居らず、身代金等を要求する連絡も一切無い事から、事件性が未いまだ確認出来ないとして、警察は本格的な捜査に乗り出す様子が無い。警察からすれば、ただ高校生が一人いなくなった程度では、事件なのか、単なる家出の類たぐいかの区別もつかない為ため、限られた人員と時間をそちらに割きたくはない、というのが本音であろう。

　訳が分からない。

　最近、妙に思い詰めている様子だったのは確かだ。

　だが――

「…………」

　鈴音はポケットから携帯電話を取りだした。

　連絡先一覧の中に――『紅ぐ蓮れん』の文字。

　こちらから掛ける事など無いと思っていたのに、どうしてかこの登録番号を消す事が出来なかったのは、あるいは、こういう事態が起こりえるかも、という無意識の予感が在ったからかもしれない。

　琴音が思い詰めている様子になったのは……紅蓮の一件が在ってからだ。

　琴音の紅蓮への恋心。

　結果的に――それを自覚させ、焚たき付つけてしまったのは鈴音だ。

　だからこそ琴音が帰ってこないその事実は、鈴音の上に重くのしかかる。

　端的に言えば鈴音は追い詰められていた――普段ならば決して掛けない番号に、連絡する事を考える程に。

「…………」

　鈴音はしばし躊ちゆう躇ちよして、そして――



　　　



　パーキング・エリアとは特殊な場所である。

　長い移動の際の休憩所というのが、その元々の在り方であったのだろう。だが単なる休憩だけでは終わらず、次第に食事が出来るようになり、土産物を買えるようになり、宿泊施設や娯楽施設まで併設される様になり……極小規模の観光地の様な状態になっているパーキング・エリアも少なくない。

　基本的に居る人々の大半は通りすがりの存在であり、風景の中に立つ人々の顔ぶれは常に変動し続ける。見慣れぬ人間が居る方がむしろ当然――そういう場所だ。観光地化に伴って、外国人の姿も、増えてきている。

　故に……彼等らの姿も殊更に目立つ事は無かった。

「悪いな」

「なに。気にする事は無い」

　パーキング・エリアの片隅に停とめられた乗用車。

　その後部座席に座り、迫さこ水みずの台詞せりふに応じるのは――銀髪碧へき眼がんの外国人だった。

　共に喋しやべっているのは英語だが、どちらの発音にもそれを母国語として育った者とは異なる偏りが聞き取れる。日本人の迫水は当然としても、どうやら銀髪の外国人も、アメリカやイギリスの出という訳ではない様だった。

「私と君の仲だ。銃口を向け合わずに済むだけでも、大抵の事は我慢出来るというものだよ、サコミズ」

　外国人は薄い笑みを浮かべてそう言った。

　年齢は五十前後といった所か。上品な笑みがよく似合う人物だ――首筋に残る生々しい傷きず痕あとさえ無ければ。白兵戦の際にナイフで首筋を抉えぐられなければ、出来ようのない、そんな傷痕である。襟の高いシャツを着ているので、注意して見なければ、分からない傷であったが。

「だが驚いた。君から連絡が在った時は」

「まあそうだろうな。俺おれも一週間前まではあんたに連絡する積もりなんざ、これっぽっちも無かった、ベレスネフ」

「確か……君はニッポンの王室関係に就職したのではなかったかな？」

　ベレスネフと呼ばれた男は首を傾かしげる。

「今更、そんな君が私に用が在るとも思えないのだが」

「あ？　ああ――宮内庁の事か？　俺が居たのは独立した組織で宮内庁の一部じゃねえよ。まあ繋つながりはそれなりに在ったが、それも全部途切れちまった」

「ほう？」

　眼めを細めてベレスネフは迫水を振り返る。

「組織が壊滅した。敵の襲撃にあってな」

「それは気の毒に」

「社交辞令はいらねえよ。で――だ。俺おれ達たちは一いつ旦たん、この国を出たい」

「……亡命かね？」

　殊更に驚いた表情を作ってベレスネフが問う。

　迫さこ水みずは首を振った。

「別にあんたの国そのものに興味はねえよ。単に、この国を出て残存勢力で態勢を立て直し、武器を調達して舞い戻りたい、それだけだ」

「…………サコミズ」

　ベレスネフは溜ため息いきをついた。

「君は相変わらずだな」

「そうかい？」

　にっと歯を剥むいて笑う迫水。

　その笑顔は――何な故ぜか妙に清すが々すがしい。

「そうとも。まあいい――で、もし君に協力するとしてだ、私は見返りに何を得る？」

「情報」

　端的に迫水はそう言った。

「……何の？」

「不死身の化け物の……さ。日本政府が必死に千年の間隠し続けてきた、最高機密ってやつだ。軍事利用出来るかどうかは微妙だが、先行投資の対象としちゃ悪くないんじゃないか、少佐？」

「…………」

　眉まゆを顰ひそめるベレスネフ。

「信じられねえか？　“〝スリーパー”〟のあんたですら噂うわさにも聞いた事が無いだろうから、無理もねえがな」

“〝スリーパー”〟とは無害な存在として、時が来るまで潜伏を続ける、スパイの一種である。

　日本の忍者でいうところの“〝草”〟と近似の概念だ。敵国や潜在的敵性国家に、民間人を装って入国し、そこで生活する。諜ちよう報ほう部員としての情報収集は勿もち論ろん行うが、潜伏そのものが主目的であるから、積極的な行動に出る事は少なく、場合によっては一生をそのまま無害な民間人で終える者すら居るという――

「私は、出来の悪い冗談の類たぐいは嫌いなのだが？」

「安心しろ。俺も嫌いだよ」

　と迫水は苦笑する。

　ベレスネフはしばし顎あごに手を当てて考えていたが――

「…………サンプルなり何なり、証拠を見せてもらわぬ事には何ともな。それと、百歩譲ってそれが事実としても、私の一存では決められない」

「資料はここにあるがね。勿もち論ろん、一部だが」

　迫さこ水みずはひょいとＵＳＢメモリを差し出す。

「……内容の確認と、上への申請……許可が出るとしても一週間はかかるぞ」

「一週間で済めば御の字だよ。この国の役人なら一ヶ月かかるぜ」

「…………ふむ」

　ＵＳＢメモリを受け取りベレスネフはそれを見つめる。

「分かった。検討しよう。連絡は以前と同じ番号で良いのかな？」

「いつまで使えるかも分からんからな。保険に他に三つばかり番号を確保してあるから、そっちでも構わねえ。番号はメモリの中に入ってる」

「了解した」

　ベレスネフは頷うなずく。

　迫水は満足げに頷き返すと――扉を開いて車の外に出る。

　ベレスネフの乗る車は、そのまま、別れの挨あい拶さつも無いまま、走り出し――パーキング・エリアを出て行った。

「さて」

　ベレスネフの車を見送りながら迫水は呟つぶやく。

「これが駄目なら中国方面のツテでも辿たどるか……」



　　　



　同時刻――パーキング・エリアの片隅。

　自動販売機が並んだ一郭で、紅ぐ蓮れんと梨り緒おは揃そろって缶かん珈琲コーヒーを飲んでいた。

「…………」

　ミカヅチの残存勢力は、一端、集結して態勢を立て直す為ための方法を模索中だった。訓練施設や各種保管施設からかき集めた武器を、同じく施設に残っていたベンツ・アクトロスに積み込んで、移動している。ちょっとした商隊キヤラバンというかコンボイというか……大型トラック三台を並べて、延々と自動車専用道路を移動する、そんな状態にミカヅチの残存勢力はなっていた。

　迫水は現在、民間軍事会社に所属していた時代のツテを辿り、ロシアの諜ちよう報ほう部員と接触中――もしこの交渉が上う手まくいけば、北海道に渡り、そこから海路で一端、ロシアに逃亡してから、武器弾薬を調達し、再び日本に戻ってくるという計画だった。

　ミカヅチの武器弾薬調達ルートは本来、ドイツ系のものが多かったのだが――これは第二次世界大戦以前からの付き合いだ――それが、ロシアに切り替わる、という事である。

『こういうえげつない交渉は俺おれみてぇな「大人」に任せておけ』

　とは迫さこ水みずの弁である。

　そういう訳で――とりあえず現在、紅ぐ蓮れん達たちには直接、するべき事は無い。

　待機状態だ。

「…………」

　紅蓮は――手の中の缶かん珈琲コーヒーをただ見つめている。

　一ヶ月前には考えてもみなかった状況と立場に紅蓮は居る。

　日本からの脱出と帰還の計画。既に話は日本だけのものではなくなっていて――恐ろしく規模のでかい渦の中に、自分は居る気がする。

　自分自身の『芯しん』をしっかりと掴つかんでおかないと、大事な何かを見失ってしまいそうな、そんな気すらしていた。

「一年か……二年か……」

　この国とは今こん生じようの別れ――という訳ではない。

　少なくとも迫水は態勢を整えてまた舞い戻ってくる積もりだ。

　だが果たしてそれにはどれ位掛かる？

　一年ならば。二年ならば。三年ならば。

「次にこの国に戻ってこれるのは、ずっと先か……」

「恐らくは」

　と傍らの梨り緒おが頷うなずく。

「長いよな。一年とか二年って――意外に」

　紅蓮は曇り空を見上げながら呟つぶやく様に言う。

　十代にとっての一年は大きい。

　二年ならば人生の数分の一だ。

　早く過ぎろと待つ身であるならば、尚なお更さらに――

「戻ってきたら、何もかも変わってたりするんだろうな」

　主あるじの居なくなった紅蓮のマンションはどうなっているだろう。

　学校の連中は紅蓮の失しつ踪そうについてどんな風に考えるのだろう。

　いずれにせよ……二年、三年といった歳月は、それらを全すべて『過去』に押し込めるには充分な時間だ。あの琴こと音ねも高校を卒業している筈はずで――

「大学生になった琴音とか、想像もつかねえな」

　あの童顔の少女が大学に入り、そして卒業し、リクルートスーツに身を包んで、就職活動をして……

「――紅ぐ蓮れん」

　梨り緒おは、ふと思い出したかの様な口調で言った。

「やはり笹ささ原はらさんの事が気になりますか」

「……お前もこだわるな」

　苦笑して紅蓮は言った。

　彼としては茶化して誤ご魔ま化かす積もりだったが――梨緒は至極真面目まじめな表情で言った。

「はい。重要な事ですので」

「……重要って」

「貴方あなたは笹原さんの事になると、理性的でない行動に出がちです。それが彼女への愛ならば、それは仕方のない事なのでしょう」

「……………」

　面と向かって『愛』とか言われると、さすがに紅蓮も恥ずかしさを覚える。

　相手がまた梨緒だから余計に――淡々と口にされると、恥ずかしさは倍増である。

　だが――

「紅蓮、貴方は自分の彼女への愛が真っ当ではないと言います。ですが明らかに貴方はそれと分かってもやはり彼女に未練を覚えている。気持ちを断ち切っていない」

「それは……」

　その通りかもしれない。

　琴音をどう思っているのか。

　あれから……琴音と別れた後、ずっと考えている。

　だが分からないままだ。

　愛しているのだと――思っていた。

　いや。実際に愛しているのだとして。

　だがそれは、本当に自分の理想とした愛し方であったか、分からない。

　杉すぎ崎さき由ゆ奈なの事。

　工く藤どう浩こう介すけの事。

　愛情と――そこに伴う共依存。

　それは錯覚と何が違う？

「それは危険な事ではないですか？」

「どういう意味だよ？」

「自分の心を正確に把握していなければ……貴方あなたはその覚悟も無いまま、知らず知らずの内に自らを死地に招きかねない」

「…………」

　耳が痛い話だ。

　実際、由ゆ奈なの時も浩こう介すけの時も、琴こと音ね絡みで紅ぐ蓮れんは独断専行をしている。

　結果的に勝てたから良いようなものの……

「やっぱり俺おれ達たちは――互いの存在に依存していただけかもな」

　琴音の為ためと唱えれば、思考停止して何でも我慢出来た。

　紅蓮の為と大義名分をつければ――罪を償つぐなう為と唱えれば――何でも我慢出来た。

　自分で選択する事無く、「相手の為」「仕方ない」という言葉で考える事、選び取る事を放棄してきた――そんな気がする。

　それは本当に『愛』か？

　自らの命を賭かけてでも貫くべきものか？

「俺は――」

　言葉に詰まる紅蓮のポケットで――携帯が鳴った。

　紅蓮はこれを取り出して液晶画面を見て、眉まゆを顰ひそめる。

　それは本来、もう掛かってくる筈はずの無い番号だったからだ。

「鈴すず音ね？」

「…………」

　以前、病院で会った時の事を覚えていたのだろう、梨り緒おは眼めを細めてこちらを見てくる。

「…………」

　梨緒に頷うなずいて見せながら、紅蓮は通話ボタンを押した。

「はい」

『――紅蓮』

　それは確かに鈴音の声だった。

　もうまともに会話しなくなって数年になるが、それでも、一度は一緒に、兄妹同然に暮らしていた相手である――声を忘れる事は無い。

「どうした、お前が俺に電話してくるなんて――」

『お姉ちゃんが居なくなった』

　紅蓮の言葉を最後まで聞かず鈴音はそう言ってきた。

「……え？」

『そっちに居ない？』

　鈴すず音ねの声には既に、焦燥感を通り越して、疲労めいた響きが在った。

「待て、琴こと音ねが、居なくなった？　居なくなったって……行方不明って事か？」

『紅ぐ蓮れんが連れ出したんじゃないんだね？』

「当たり前だろ！　俺おれはきっちり――」

　そこで紅蓮は言葉に詰まった。

　きっちり、別れを告げてきた。

　琴音を――突き放す様な形で。

　まさか、それが何か、琴音の心情に妙な影響を与えたというのか？

　元々、『罪滅ぼし』などといって紅蓮に何年も寄り添ってきた事から分かるように、琴音は一端思い詰めると、とことん突っ走る様な処ところが在る。

『きっちり？　きっちり――なに？』

「……とにかく、俺は琴音を連れ出してない。というか四日前に会ったきりだ。手掛かりとかないのかよ？」

『それがあれば紅蓮なんかに電話してないよ！』

　叫ぶ様な言葉と共に電話は切られた。

「…………」

「――紅蓮」

　梨り緒おが横から顔を覗のぞき込こんでくる。

「琴音さんが、行方不明なのですか？」

「…………ああ」

　先のやり取りを間近で聞かれていた以上――紅蓮としては頷うなずくしかない。

「くそ……まさかとは思うが」

　単なる家出の類たぐいならまだいい。

　最悪――紅蓮の関係者という事でヤドリギや、ヤドリギ側に与くみする権力者達たちに彼女が囚とらわれているとすれば、どういう扱いを受けているか、想像するのも恐ろしい。世の中には良識などというものを根本的に持ち合わせていない人間が居るという事を、紅蓮は両親によって思い知らされていた。

「俺は――」

　ふと紅蓮は言葉を切って携帯電話を再び見つめる。

　呼び出し音が――

「琴こと音ね!?」

　慌てて紅ぐ蓮れんは受信ボタンを押して携帯電話を耳に当てる。

　そして――

『紅蓮……！』

　電波の向こうで琴音が叫んでいた。

『助けて……ヤドリギに……殺される……！』

　瞬間的に頭の中がまっ白になる。

　紅蓮は――思わず駆け出していた。



    

  
    
      


第三章　秩序の調停





　東京郊外――某所。

　神奈川県との県境に近いその一画は、地元で最も歴史が長いと言われる旧家が占有している土地であった。

　地図上はあくまで東京都内ではあるのだが、首都という言葉から連想する様な高層建築物は見当たらず、むしろ、その辺りだけが数十年――いや数百年昔の情景を切り取ってきたかの様な、緑豊富な場所になっていた。

　何も知らぬ者が通り掛かれば、自然公園か何かと勘違いしたかもしれない。

　だが此こ処こはあくまで個人所有の土地である。

　少なくとも登記簿上は。

　御み杖つえ代しろ家。

　資料をたどれば平安時代にまで遡さかのぼれるというこの旧家は、しかし……近隣住民に知られる事も無いまま、その敷地の奥で、ひっそりと滅亡していた。人ならぬ者達たちの襲撃によって殲せん滅めつは迅速かつ静せい謐ひつに行われ――爆音も怒号も飛び交う事無く、此こ処こに住んでいた御み杖つえ代しろ家の人間は居なくなった。

　代わりに、この雑木林の奥、古式ゆかしい日本家屋の内外に佇たたずんでいるのは、人の姿をしてはいるが人ではないモノ達だった。

　即すなわち――

「……やはり若い娘はいい」

　にやにやと笑みを浮かべながら満足げにそう呟つぶやくのは……しかし中年男でも老人でもなく、自身が未まだ十代と思おぼしき眼鏡の少年だった。詰め襟でもブレザーでも、とにかく学生服を着ていれば、何の違和感も無く学校風景に溶け込む様な、そんな風ふう貌ぼうである。

　だが――

「いや。少年もなかなかですよ」

　と応じるのは少年の相手……こちらは初老と思しき男性だった。

　作さ務む衣えと呼ばれる作業用の和装で、頭には和帽を被かぶっている。何ど処こか陶器や彫刻といった伝統工芸の工房辺りに居れば、こちらも実に相応ふさわしい印象の――何処か飄ひよう々ひようとした印象の人物である。糸の様に細い眼めは、いつも笑っているかの様だった。

　御杖代邸の日本庭園。

　そこに置かれた庭石に腰掛けながら、彼等らはのんびりと遅めの食事を採っていた。

　即ち――足下で未いまだ死にきれずに痙けい攣れんを続けている、哀れな少年と、少女を。

　どちらも未だ中学か高校生位……間違い無く十代であろう。とりあえず未だ彼等の顔は手を付けられていないからそれが分かる。もっとも首から下は惨さん憺たんたる有様で、腕をもがれ、脚をもがれ、腹部や胸部の肉すら部分的に抉えぐられている。

　喰くわれたのだ。否。喰われ続けているのだ。

　この眼鏡の少年と作務衣の男性に。

　生きた……まま。

　一体どういう方法を用いたのか、犠牲者の少年と少女は、既に出血多量で死んで居てもおかしくはない状態なのに、息が在る。それどころか意識もある。恐怖と苦痛にぐしゃぐしゃに歪ゆがんだ顔で自分達をのんびりと貪むさぼっている二人を――人の形をした二体の鬼を見上げて、陸に打ち上げられた魚の様に、ぱくぱくと口を開け閉めしている。

　助けてか。

　あるいは――殺してか。

　声はもう出ない。

　だがその表情が『そそる』のか……二体の鬼は楽しげに自分達たちの獲物を見下ろしている。

「いずれにせよ、やはり若い方が食い応ごたえがある。実に」

「この怯おびえっぷりが……ええ。実に」

　鬼達は頷うなずいて更に手を伸ばす。

　みりみりと布を引き裂く様な音と共にまた肉の一部を剥はぎ取とられ、大きく少年と少女が痙けい攣れんをする。やめて。とらないで。ゆるして。もうころして。そんな言葉を口にしたくても、もう肺や生体を動かす力が、無い。

　死ぬ事も出来ず。だが助かる希望も無く。

　ただ延々と苦痛と屈辱だけが積み重なっていくこの状況が――地獄でなくて何なのか。

　そしてこんな行為を当然のものとして続けているこのモノ達は怪物そのものだった。能力がどうのという問題ではない。それは心の在り方の問題だった。

「今まではたまにしか味わえない美食でしたが……これからは違う」

「目障りなミカヅチが居なくなっただけでも十分だが」

　眼鏡の少年は頷いた。

「終戦から六十年余り……十分この国は豊かになった。老人社会とは言われているが、これだけ人間が居れば十分だ。我々がきちんと管理してやればまた、自然に増えていくだろう。いつでも若い肉を喰くう贅ぜい沢たくは満喫できる」

「素晴らしい。実に素晴らしいですね」

　作さ務む衣えの男が頷く。

　その時――

「――え？」

　かくんと作務衣の男の頭部が揺れる。

　立て続けに――三度。

「え？　え？　あ――」

　次の瞬間、黒い何かが激突し、三発の銃弾によって破壊された作務衣の男の頸けい部ぶを、決定的に破壊した。

　即すなわち、男の頭部は、胴体から――蹴けり飛ばされて吹っ飛んでいた。

　ごろんと地面に転がる男の頭部。

　倒れる――胴体部。

　その背後から悠然と姿を顕あらわしたのは……

「――!?」

　眼鏡の少年が愕がく然ぜんと立ち上がる。

　その頭部が真横から殴られたかの様にがくんと揺れる。

「……ッ!?」

　右側方から銃撃されたのだ――と気付いた時には一瞬の隙すきを作ってしまっていた。

　そう。わずかに一瞬だ。

　だがその隙に、作さ務む衣えの男の首を飛ばした黒いソレは、眼鏡の少年の眼めの前にまで迫っていた。ぬっと突き出される四本の腕が、同時に四つの斬ざん撃げきを繰り出してくる。



　――ばし！



　蒼あお白じろい稲妻と共に迸ほとばしる四筋の刃やいば。

　少年の上半身は電流によって励起された呪じゆ術じゆつ式込みの斬撃を喰くらい、×字型に切り裂かれていた。右肩、左肩、そして首から上と、首から下。ばらばらと力無く転がり落ちるその肉体に、次の瞬間、十数発の銃弾が撃ち込まれていた。

「き……きさ……ま」

　先に蹴けり飛ばされた作務衣の男の頭部が喘あえぐ様に言う。

　頭部だけでも未いまだ喋しやべれる時点で、既にこれはもう人間ではなかった。

「修しゆ羅ら奇き……」

　次の瞬間、こちらにも銃弾が何発も叩たたき込こまれ、頭部である事すら分からない程の肉塊に成り果てる。

「どうして……!?」

　眼鏡の少年の顔面に、四本の刃がまとめて突き立てられる。

「誰だれも気付…………」

　こちらも次の瞬間には、肉片となって辺りに撒まき散ちらされていた。

　そして――

「臨りん兵びよう闘とう者しや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜん――破はッ！」

　ばん！　と合掌するかの様に四本の腕がそれぞれ左右から合わせられる。

　その瞬間、何かが――眼に見えぬ何かが、消滅していた。

「……紅ぐ蓮れん」

　がさりと灌かん木ぼくの茂みを揺らして人影が一つ姿を顕あらわす。

　痩そう躯くに武装や予備弾薬を満載しているが、それでもホルスターや弾薬ポーチの間から見える身体からだの線は女性のものだと分かる。手には銃声抑制器やレーザー照準器を付けたＨＫ・ＵＭＰ短機関銃を携えていた。

　梨り緒おだ。

　そして黒い四本腕の影は――言うまでもなく修しゆ羅ら奇き兵へい態の紅ぐ蓮れんであった。

「いくぞ」

「はい」

　頷うなずき合うと、二人は駆け出す。

　かつて――御み杖つえ代しろ邸と呼ばれていた、その日本家屋に向けて。



　　　



　御杖代邸に突入する――半時間前。

　御杖代邸へと続く林道の側そばに停とめた〈ダカール〉の脇わきで、紅蓮と梨緒は向かい合っていた。いつもの様に梨緒が〈ダカール〉の後ろに紅蓮を乗せ、此こ処こまでやって来たのだ。

「この先に？」

　林道の奥を見据えながら紅蓮が問う。

「はい。その筈はずです」

　と――梨緒は頷く。

「私が施した呪じゆ術じゆつではないので、絶対確実、とは言えないのですが」

「…………逆さか木きさん、か」

　紅蓮は呟つぶやいて梨緒の掌てのひらの上の呪じゆ符ふを見つめる。

　白い紙面の上には複雑な紋様と文字が並んでおり、その一部が光っている様に見える。

　紅蓮には細かい事はよく分からないが、その光は呪術的なもので――実際にはカメラには映らないそうだ――光の色や点滅具合によって、対象物の存在する距離や方角が分かるようになっているという。

　それは――予あらかじめ、逆木慎しん一いち郎ろうが梨緒に渡していた『仕掛け』なのだそうだ。

　彼はミカヅチの捜査担当〈索さく組ぐみ〉として簡単な呪術を……それも符術を使う。ミカヅチにおける符術とは、呪術を自動化して使う為ための技術体系で――注ぎ込む呪じゆ力りよくは誰だれのものでも構わない。梨緒の様な呪術の才が欠けている者でも、問題無く使える事が多い事、現場で手軽に使える事から、特に〈索組〉の者達たちは多用していた。

　そして――

「……私は、元々」

　梨緒は僅わずかに俯うつむくと、呟く様に言った。

「紅蓮、貴方あなたの監視と籠ろう絡らくの他に、場合によっては琴こと音ねさんを、人質に取る事も任務の内として想定されていましたから……」

　紅ぐ蓮れんにとって琴こと音ねが重要人物である事位は、少し調べれば分かる。

　現状、家族の居ない紅蓮にとっては、人質に取るならば琴音――というのはごくごく自然な発想である。紅蓮がミカヅチにとって不利、不都合な行動を採り始めた場合に、これを抑止する為ための切り札として、琴音を押さえる、というのは当然の対応だろう。

　だからこそ、逆さか木きは琴音の居場所を探知――いや追尾する呪じゆ術じゆつ式を仕込み、その仕込みを使う為の呪じゆ符ふを梨り緒おに与えていたのである。

「……まあそうなんだろうな」

　と紅蓮は苦笑する。

　本当に――今更の話だ。

　梨緒がミカヅチの、そして実家である御み杖つえ代しろ家の命令には基本的に逆らえないのも、そしてミカヅチが鬼おに猟かりの為ならば、善悪を越えた行動に出るという事も、実例を紅蓮は幾いくつも見て来て分かっている。

　今更、告白されて驚く様な話ではない。

　むしろこの土ど壇たん場ばで、琴音の居場所を知る方法が在るのは有り難い事だった。

「怒らないのですか？」

「本当……今更だろ」

　紅蓮は溜ため息いきをついて言った。

「琴音を救い出す為に、役に立った。それは間違い無い事実だろ」

「…………」

　梨緒はふと何事か考えている様だったが……

「――紅蓮」

　やがて何か改まった様子で声を掛けてきた。

「なんだ？」

「もしかしたら、もう機会が無いかもしれません。今の内に伝えておきます」

　真まっ直すぐに紅蓮を見つめながら梨緒は言う。

　何の事か分からず紅蓮は眉まゆを顰ひそめた。

「伝える？　……何を？」

「好きです」

「…………」

　思わず『何が？』と問い返しそうになってから――紅蓮はその言葉の意味に気付いた。

「ちょ……お前!?」

　焦りで言葉が出ない。

　好き？　誰だれが？　誰を？

　梨り緒おが？　紅ぐ蓮れんを？

「……何言って…………」

　一緒に暮らす事で、紅蓮が梨緒を襲うかもしれない、それを覚悟で梨緒は紅蓮の処ところにきていた――そんな話は最初に聞いた。

　だが『任務の為ために抱かれる覚悟は出来ている』という事と、梨緒個人の気持ちは全くの別物だ。

　元々表情の読みにくい少女だが――まさか紅蓮は、梨緒に好かれているなどとは思ってもみなかった。共に闘う内に、友情というか、一定の敬意は感じてくれるようになった、という自負はあったが。

　それと恋愛感情はまた別だろう。

　それとも梨緒も言う『好き』は恋愛のそれとは違うのか？

「……こんな時に、なにを……つか、いくらそれが任務だからって」

「御み杖つえ代しろ家はもう在りません。ミカヅチも」

　梨緒は淡々と言った。

　恥じらう事もなく――むしろ諭すかの様な口調である。

「誰に強制された訳でもありません。むしろ今でなければ、私がそう言っても紅蓮は信じなかったのではありませんか？」

「それは……」

　その確かに梨緒の言う通りだろう。

　前述の通り――ミカヅチや御杖代家に命じられて梨緒が紅蓮の籠ろう絡らくにかかっていたのは、分かっていた。貴重な研究材料であり、戦力でもある紅蓮を繋つなぎ止とめる方法としては、それが一番、簡単であったろうからだ。

　だからこそ紅蓮はそこで梨緒に『好きだ』と言われても信じなかったに違いない。

　だが……

「いつからかは、自分でもよく分かりませんが」

　自分の記憶を探るかの様に、瞬まばたきを繰り返しながら梨緒は言った。

「恐らく自覚したのはミカヅチ本部で闘ったあの時だと思います」

「…………」

　あの――雪ゆき緒おが殺されて取り乱した時。

　確かにあの時の梨緒は、普段から被かぶっている無表情な仮面をかなぐり捨てていた。あの仮面は、あるいは他人から見える外面だけでなく、梨り緒おの中身をも縛り付けていたものだったのかもしれない。

　しかし……

「紅ぐ蓮れん。貴方あなたが琴こと音ねさんを大事に思っている事は、重々承知しています。だからこれは私の勝手な告白――というか宣言です」

　梨緒ははっきりとそう言った。

「貴方が琴音さんを助けに行く事を私は止めません。しかし貴方と琴音さん、どちらかを助けねばならない場面になれば、私は貴方が生き残る事を優先します。それは覚えておいてください」

「……梨緒」

　紅蓮は掛けるべき言葉が見当たらない。

　琴音の事を異性として愛しているかどうかは――やはり紅蓮にも分からない。分からなくなっている。だが……だからといって梨緒のこの告白をこれ幸いと受け入れる訳にもいくまい。

　梨緒の事は嫌いではない。

　むしろ愛いとおしさを感じるかと問われたら――紅蓮は首肯するしかない。だがそれもまた異様な状況下での事だ。それが真っ当な恋愛感情なのかと問われれば、紅蓮にはやはり自信がなかった。

　今の紅蓮は、ひどく足下の定まらない状態だ。

「……俺おれ、ひょっとしてひどい奴やつなのかな」

　紅蓮の口から出たのは、結局、そんな言葉だった。

　梨緒の想おもいに気付かないまま――他の女を救い出す命懸けの現場に、彼女の好意に甘える様な形で引っ張り込んだのだから。

「それは私からは何とも」

　恋愛の話というより、まるで仕事の話でもするかの様な口調である。

　だが梨緒の不器用さを思えばそれも――愛あい嬌きように見えてしまう。

「ただ、私の気持ちは知っておいて欲しかった、それだけです」

「……分かった」

　紅蓮は頷うなずいてから……

「ありがとう」

　自分がそんな風に誰だれかから真まっ直すぐに好意を注がれる事など、無いと思っていた。

　琴音との間すら――罪悪感や、秘密を抱えたまま、捻ねじれに捻れた関係になってしまっていたのだから。

「どういたしまして」

　と梨り緒おが言う。

　そして彼女はこれでこの話題は終わったとばかりに、林道の奥を見据えて言った。

「――行きましょう」

「分かった」



　　　



　御み杖つえ代しろ邸は――『城』である。

　見た目には単なる平屋の日本家屋だが、呪じゆ術じゆつ的に幾重にも施された城壁や堀が在った事に加え、通常の家屋には存在しない、そもそも必要の無い様な施設が幾いくつも在る。

　その一つが……抜け穴だ。

　非常時に備えて設けられた幾つかの秘密通路。忍者屋敷顔負けに徹底して偽装されたそれらは、屋敷の者でなければ、そう簡単に見つける事は出来ない様になっている。

　もっともヤドリギの襲撃というものを想定していなかった御杖代家では、これは元々戦国時代から続く一種の『様式』として屋敷に組み込まれていたものであるのだが。

　紅ぐ蓮れんと梨緒は、これを利用して御杖代邸に近付いて行った。

　どうやらヤドリギ達たちは、御杖代の人間を皆殺しにした後、此こ処こを占拠して使っているらしい。梨緒によると、琴こと音ねを幽閉出来そうな場所は、地下に集中している為ため、紅蓮達は先まず地下室を目指して移動していた。

　無論――その途中、一切、ヤドリギと出会わないという訳にはいかない。

　だがヤドリギ達は屋敷内部に分散しており、抜け道を使ってこれを奇襲して斃たおすのは、むしろ楽な作業だと言えた。元々修しゆ羅ら奇き兵へいはヤドリギを『暗殺』する為に造られた存在である。梨緒の支援もあって紅蓮は、侵入して十分余りで、四体のヤドリギを封殺する事に成功していた。

　そして――

「――ここか」

　地下に続く階段を、紅蓮と梨緒は足音を殺して降りてゆく。

　他に何体のヤドリギがこの屋敷の中に居るのかは分からない。だがヤドリギ達はあまり組織化されていない――襲撃を受けた際、組織として対応する事を、想定していない様だった。恐らく、死体を直接見るまでは、仲間が斃された事にも気付いていないだろう。

　コンクリートで補強された地下に下りると、如実に温度が変わるのが分かった。

　ほんのりと暖かいのだ。夏は涼しく冬は温いというのが――外気温にあまり左右されず年間を通してあまり温度変化が無いのが地下の利点である。外部から屋内、そして地下へと進入してきた紅ぐ蓮れん達たちには、相対的に地下が暖かく感じるのだ。

　地上の日本家屋の様相から一変し、地下はまるで防ぼう空くう壕ごうの如ごとき殺風景さを示していた。

　細い通路が奥へ奥へと続き――その左右に幾いくつもの扉が並んでいる。

「罠わなとか仕掛けられてねえだろうな」

「私が知る限りでは無いですが――ヤドリギが仕掛けた可能性は否定できません」

「…………」

　紅蓮は慎重に脚を進めていく。

　梨り緒おが何度か例の符を取り出して確認……一番奥の、廊下の突き当たりに設けられた扉の向こうに、琴こと音ねが居る様だった。

「…………」

「どうした？」

　ほんの僅わずかにだが、梨緒が眉まゆを顰ひそめたのに紅蓮は気付いた。

「……奥のあの扉の向こうは、一種の実験室で」

　梨緒は言った。

「かなり広い造りになっている筈はず」

「それが？」

「人質を閉じ込めるなら、もっと適当な場所がある筈です」

　ただ少女一人を閉じ込めておくならば、むしろ狭い方が監視し易やすいだろう。

　梨緒の言葉によると、奥の扉の向こうは、ちょっとしたホールの様な規模の空間が設けられているらしい。規模の大きな呪じゆ術じゆつを試す場合の為ための場所だとか。

「つまり――」

　紅蓮は唇を舐なめて言った。

「罠……って事か？」

　ヤドリギが複数待ち構えている様な。

「確証はありませんが」

「……いいさ」

　紅蓮は四本の呪術刀を握り締めながら言った。

　自分は近接戦闘に専念し、銃火器は基本的に支援役の梨緒に任せる――そういう分担がとりあえず二人の間には出来上がっていた。

「罠わなでも噛かみ切きってやる」

　そう言うと紅ぐ蓮れんは真まっ直すぐに扉の方へと向かう。

　鉄製の――若干、錆さびの浮いた重そうな扉を、紅蓮は肩で押してゆく。鍵かぎは掛かっていない様で、ぎいぎいと耳障りな軋きしみを挙げながらも、扉は開いてその向こう側の空間をさらけ出した。

　確かに広い。テニスコートが二面分といった程度だろうか。

　地下とは思えない程の広がりが在り――そして。

「――琴こと音ね！」

　その真ん中に、一人の少女が座っていた。

　毛布にくるまり、膝ひざを抱えるようにして。

　笹ささ原はら琴音である。

「琴音！」

　彼女が反応しない事に焦じれて紅蓮は叫ぶ。

　本来ならば様子を見るべきだが――そんな余裕は無い。紅蓮は数歩、広間の中に踏み込んでいく。梨り緒おは入り口でＵＭＰを構えながら、支援の体勢である。

「大丈夫か、琴音！」

　そこまで言って。

　ようやく紅蓮は自分が修しゆ羅ら奇き兵へい態であり、更にはヘルメットを被かぶったままである事を思い出した。これでは誰だれか分かるまい。もっとも琴音なら声で紅蓮と気付いてもおかしくはないのだが――

「……紅蓮」

　ようやく琴音が顔を挙げた。

　静かな――微笑がその顔にゆっくりと広がっていく。

「琴音、あ、いや、この姿は」

　そこで初めて紅蓮は自らの異形を意識した。

　琴音は修羅奇兵の事を知らない。

　今の彼女には、紅蓮が四本腕の怪物に見える筈はずで――

「うん。いいの。大丈夫」

　だが予想に反し、琴音は柔らかく微笑ほほえみながら頷うなずいた。

「分かってるよ」

　慈いつくしむ様な笑みだった。

「みんな、分かってる」

「……琴こと音ね？」

「紅ぐ蓮れんが、修しゆ羅ら奇き兵へいっていうのの、実験体だった事も。梨り緒おさんがミカヅチっていう組織の人間だって事も。紅蓮達たちが――私の知らない処ところで、命懸けの戦いをしてたって事も」

「…………」

　紅蓮はその場に凍り付く。

　どうして琴音がそんな事を知っている？

　ヤドリギが教えたのだろうか。だがそんな事を琴音に教えて何の利が在る？　いや、そもそも――

「お前……？」

　どうして琴音は拘束されていないのか？

　部屋に鍵かぎは掛かっていなかった。今の琴音は毛布で首から下が見えないのだが、繋つながれている様子も無い。それとも手錠や足あし枷かせでも填はめられているのだろうか。

　しかし……

「ね――紅蓮」

　琴音は言った。

「すごく、悔しかった」

「なにが……だ？」

　応じながらも、紅蓮は不吉な予感が膨れ上がるのを感じていた。

「私の知らない側面が紅蓮にはあって。それを梨緒さんは知っていて」

「それは……」

「初めて紅蓮達の本当を知って、その時はすごく悔しくて哀かなしかったの。私は……ただの平凡な女子高校生でしかない私は、紅蓮と梨緒さんの間には入り込めない……私は……一緒に居ても、実際には、蚊か帳やの外で――」

「それは……」

　違うという言葉を紅蓮は言えなかった。

　琴音に嫌われたくなかった。

　琴音に怖がられたくなかった。

　自分が修羅奇兵という怪物にされた事も、自分がむしろ両親を殺されて喜んだという事も、琴音に知られて――拒否されたくなかった。

　だから言わなかった。だから言えなかった。

　それだけの……

「でもね」

　琴こと音ねはゆっくりと立ち上がる。

　彼女の肩から、毛布が滑り落ちて――

「もう悔しくないよ？」

「…………!!」

　紅ぐ蓮れんは息を呑のむ。

　琴音が、両手に……左右の手に、それぞれ、日本刀と、拳けん銃じゆうを握っていたからだ。

「まさか――お前」

「まさか、なに？」

　艶えん然ぜんと微笑ほほえむ琴音。

　次の瞬間――



　――轟ごうッ！



　地下の澱よどんだ空気が吼ほえた。

　紅蓮は為なす術すべも無く吹っ飛ばされ、壁に叩たたき付つけられる。

「紅蓮！」

　叫ぶ梨り緒おもまた吹っ飛ばされる。

　入り口に待機していた彼女は、そのまま廊下を真まっ直すぐに吹っ飛んでいって、紅蓮達たちの視界から消えた。

「ぐっ……」

　今のは何だ。

　いきなり吹っ飛ばされていた。

　まるで念力でも使ったかの様に――

「……琴音ッ!!」

　壁から身を引ひき剥はがしながら紅蓮が叫ぶ。

「お前、まさか」

　嫌な想像が脳裏を過よぎる。

　杉すぎ崎さき由ゆ奈な。

　ヤドリギに取とり憑つかれた少女。

　ヤドリギは誰だれにだって取り憑く。

　例外は無い。

　ならば――

「まさか、まさか……！」

「ほら」

　琴こと音ねは一歩紅ぐ蓮れんに向けて踏み出しながら言った。

「私も同じだよ。紅蓮達たちとね。同じになれたよ？」

「ば……」

　紅蓮は――全身に食い込んでくる絶望感に堪えながら、喚わめいた。

「馬鹿を言うなっ!!」

　人間には在り得ない異能を使う琴音。

　それはつまり――

「……紅蓮」

　琴音は悠然と歩きながら言った。

「大好き。愛してる」



　　　



「……なんだ？」



    

  
    
      



    

  
    
      

　地面に散らばる肉片を見てそのヤドリギは眉まゆを顰ひそめた。

　人食いのヤドリギの居る所、血潮と肉片がばらまかれるのは別に珍しい事ではない。文字通りに日常茶飯事だ。そもそも『人』としての枠から逸脱しているヤドリギ達たちは、一種の癌がん細さい胞ぼうの様なもので、そのままでは自身の『芯しん』を失ってしまう。人の形を保てなくなっていくのだ。だからこそ彼等らは定期的に人間を喰くわねばならない。それは結局――喰わねば生きていけない他の動物と大差無いのである。

　だが……

「これは……」

　確かに『餌えさ』だった者達の姿も在る。

　だがこちらは揃そろって額に銃弾の跡らしきものが穿うがたれている。まるで『苦しまぬ様に』と止とどめを刺したかの様である。

「共食い……いや？」

　そしてその一方で……明らかにヤドリギらしき者の、破壊された人体もばらばらに散らばっている。こちらは銃撃らしき痕こん跡せきも在るが、それ以上に刃物で切断されたらしき痕跡が多い。道具を使わずともその膂りよ力りよくで大抵の事が出来てしまうヤドリギが、刃物を使う、という場面はあまり無い。人間を喰う時ですらヤドリギは素手が基本だ。その方が引き裂かれる側の恐怖や苦痛が直接、指先にも伝わって『美う味まい』からである。

　ではこの――ヤドリギを斬きり捨てたのは誰だれか。

　ただ斬り付けるならともかく、刻み分けてしまうとなると――並の膂力では不可能だ。

　こんな事が出来るのは……

「まさか」

　呟つぶやいたその瞬間、ヤドリギが仰のけ反ぞる。

　銃撃だ――と気付いた時にはもうヤドリギは地に這はっていた。

　通常、フィクションにおいて銃撃された人間が吹っ飛ぶ様な描写があるが――あれは厳密に言えば誤りである。ごく一部のマグナム・ライフル等を除けば、銃弾に、数十キロの重量を持った人間を吹き飛ばすだけのエネルギー量は無い。またマグナム・ライフルや機関砲クラスの銃弾が直撃すれば、そもそも人間の肉体強度が耐えきれず、吹っ飛ぶ前にばらばらになる。

　実際に吹っ飛んだ様に見える場合には、銃撃されて驚いた人間の筋肉が、反射的に収縮しているだけの場合が殆ほとんどだ。つまりは吹っ飛ばされているのではなく、自ら跳ねているだけの事である。

　だから肉体復元が可能な上に、痛覚も爬は虫ちゆう類るい並に鈍いヤドリギは、撃たれても過剰に反応をする事は無い。『撃ち倒される』などという場合は本来――無い筈はずなのだ。

　だが力が掛かる上に他と比べて脆ぜい弱じやくな関節部、特に膝ひざや股こ間かんへの銃撃へ、頭部への銃撃をほぼ同時に重ねれば、当然――直立状態からの均衡が崩れる。柔道や合気道の技の様なものである。崩して押せば以外と人間は容易たやすく地に這はう。

　まして……

「がっ……！」

　即座に始まる肉体修復。

　だがそれが――微妙に鈍い。まるで麻ま痺ひしたかの様に感覚が薄いのだ。この為ために普段なら数秒と掛からず消滅してしまう傷が、倍近い時間をかけても消えない。

　そこに更に次から次へと銃弾が撃ち込まれ、肉体修復は更に遅れる――

「これ……は……！」

　対ヤドリギ用呪じゆ術じゆつ弾頭。

　弾頭殻内に仕込んだ電池とそれを包み込む様に刻まれた呪術式により、ヤドリギの生理機能そのものを妨害するミカヅチの武器。勿もち論ろんそれは一時凌しのぎに過ぎないのだが、逆に言えば、効果的に――特に神経系の集中している頭部や、気脈の要点に叩たたき込こまれれば、身動きが取れなくなる。

　要するに銃弾による経絡秘孔への刺突――針麻酔の様なものだった。

　しかも……

「……わざと……！」

　ヤドリギは呻うめく。

　いっそ、完全に破壊されればヤドリギは肉体という殻を棄すてて自由になれる。

　だが何者かからの銃撃は、関節部だけを狙ねらい、むしろ徹底的な肉体破壊を避けていた。このままではヤドリギは身動き出来ない。立ち上がろうにも四肢の関節を狙われている為に力を込める事が出来ない。異形に変身しようにも、あるいは異能を使おうにも、銃弾に込められた呪術式による妨害のせいで、集中出来ない――

　まさに生かさず殺さず。

「ぐ……ぐ……」

　地に這はい蹲つくばらされたまま――ヤドリギは屈辱に呻いた。



　　　



「……全く」

　自らもＨＫ・ＳＧ１狙そ撃げきライフルを構えながら迫さこ水みずは呟つぶやいた。

　御み杖つえ代しろ邸を囲む雑木林の中――迫水とミカヅチ残存兵力は、武装を手に散開、外に出てきたヤドリギ達たちを狙撃で釘くぎ付づけにしていた。

「世話のかかるガキ共だなあ――おい」

「全くです」

　と傍らでＵＭＰ短機関銃を構えた部下が苦笑する。

　こちらは万が一、突発的に生じる近接戦闘の担当だ。狙撃銃は精度も威力も短機関銃より上だが、それ故に重く、近接戦闘時には役立たずの棍こん棒ぼうに成り下がるからである。

『隊長、槍やり三番、五番、第二地点に移動します』

　通信機越しに別の部下が連絡をしてくる。

「了解、槍七番、八番、フォロー開始だ」

　言ってから、迫水は引き金を引き――新たな一発を光学照準器スコープ内のヤドリギの膝ひざ関かん節せつにぶち込みながら、付け加えた。

「いいか、撃ち過ぎるなよ。相手を完全に殺しちゃまずい。弾たまも多くねえしな。よくタイミング測れ」

『了解』

　迫水達は、一定時間、狙撃をするとその後は移動する。移動しながらの複数方角からの攻撃――狙撃される側は相手の位置を特定する事すら難しい。こうする事で万が一にもヤドリギ側から反撃が来た場合にも、時間を稼ぐ事が出来る寸法だった。

　紅ぐ蓮れんは当初『琴こと音ねを助けに行く』と主張して迫水達から離れようとした。

　自分一人で笹ささ原はら琴音を助けようと考えたのだろう。

　だがそんな紅蓮に対して迫水は独断専行を禁じた。今や紅蓮はミカヅチの最後の砦とりでだ。御杖代や十六夜いざよいの重鎮達も死んだ今、対ヤドリギ用の呪じゆ術じゆつ大系も失われたに等しい。銃弾や刀剣は今在るものから複製・研究する事は可能でも――封滅陣の様な高度な呪術体系は〈破は組ぐみ〉では再現出来ない。ヤドリギに対して止とどめをさせるのは、今の処ところ、紅蓮だけという事になる。

　紅蓮を失う訳にはいかない。是が非でも。

　ならば――迫水達も全力でこれを支援せざる得ないではないか。

　勿もち論ろん、そもそも、琴音を見捨てる、という選択肢を採るという考え方もあるだろう。

　だが――

「まあでもよ」

　迫水はにやりと笑いながら言った。

「やっぱ『ヒーロー』ってのはああじゃなくちゃな？」

「……まあ、確かに」

　明らかに愉たのしんでいる様子の上司を見ながら、部下は苦笑を深めて頷うなずいた。



　　　



　一口に『最強』と言っても色々なものがある。

　単に戦闘技能という点だけをとってみても、前提条件が変われば当然に、勝者も変わってくる。空手家が相撲すもうのルールで相撲取りに勝つのは極めて難しい。逆もしかりだ。ルール無用の殺し合いですら、ジャングル戦と市街戦、昼と夜、気温の高低、その他諸もろ々もろの要素が複雑に絡んで来る。単に結果として発揮される殺傷力の大小を問うならば、世界最強は核兵器のボタンを押す人間だろう。その立場に就くという時点でそれは――技能という事も出来るからだ。

　だがそれでもなお……『最強』の概念を敢あえて求めるならば。

　特に何らかの形で『最強の能力』というものを定義するならば。

　それは恐らく呆あきれる程に簡素シンプルで――だがそれ故に千変万化する状況に対応出来る様な、応用性の高いものという事になるだろう。

　機能としては単純だが、如い何かなる武器をも使いこなせる上に、それ自体が武器そのものにもなるという意味では、『手』こそが人間の――結果的に文明の基となり、ヒトとケモノを峻しゆん別べつする程の、最強の武器である様に。

　即すなわち……

「――紅ぐ蓮れん」

　琴こと音ねが微笑ほほえむ。

　殆ほとんど本能の警告に促されて紅蓮は横に跳んでいた。

　めり、と音を立ててコンクリートの壁に亀き裂れつが走ったのは次の瞬間である。まるで見えない鉄球をそこにぶち当てたかの様に、亀裂は一点を中心にして、放射状に走っていた。

「…………」

　紅蓮は言葉も出ない。

　既に手遅れだった。

　殺されていればまだ――ましだった。

　まさか琴音がヤドリギにされていようとは、紅蓮も想像だにしなかった。

　だが考えて見れば杉すぎ崎さき由ゆ奈なも――その中身であったヤドリギも一度、琴音に乗り移ろうとしていた。

　だから考えてしかるべきだったのだ。

　琴こと音ねが……人食いの怪物になる可能性を。

「好きなの。愛しているの。だから」

　琴音は何ど処こか虚うつろな眼めで紅ぐ蓮れんを見つめながら近付いてくる。

　その右手には日本刀、左手には拳けん銃じゆうを携えて。

　恐らくはどちらもこの御み杖つえ代しろ邸に在ったものだろう。ヤドリギ達たちがそんなものを人間の琴音に与える筈はずが無い。つまりはそれはもう琴音が人間でない事の証ではないか。

　まして――

「くっ……!!」

　紅蓮は更に走る。

　彼を追う様に、みしりみしりと、壁に放射状の亀き裂れつが何度も刻まれていく。恐らくあの亀裂と琴音の間に紅蓮が居れば、全身の骨を砕かれている事だろう。

　間違い無い。

　琴音のヤドリギとしての異能は……念動だ。

　杉すぎ崎さき由ゆ奈なの〈伝でん書しよ鳩ばと〉や工く藤どう浩こう介すけの〈二重迅拡ダブルキヤスト〉に比べればそれはひどく単純なものに見える。だがそれ故に強力で、何処まで何が可能なのかは、分からない。今は未まだ使い慣れていない様だが――使いこなせば、どれ程の事が可能なのか、想像もつかない。

　手では破壊しにくいものを楽に破壊する為ために刃物が生まれた。

　手のどうにも届かない場所を攻撃する為に弓や銃が生まれた。

　ならば自由自在に変形する念動は、刃物にも弓にも銃にもなる。あるいは爆弾にも――場合によっては極小規模で細胞内に侵入してその構造や遺伝子を破壊する事で、毒にすらなれる可能性が在る。

　単純過ぎて、逆に攻撃の可能性を把握しきれない。

　今はただ、念動を叩たたき付つけているだけだが――恐らくはすぐに琴音もその応用の可能性に気付くだろう。

　そうなれば……否、そうなる前に。

（……馬鹿な）

　紅蓮は走りながら呻うめいた。

（そうなる前に、殺す？　俺おれが、琴音を、か？）

　琴音を助けに来た筈が……琴音を殺さねばならない。

　そんな馬鹿げた事があるだろうか。

「紅ぐ蓮れん。逃げないで。大丈夫だよ」

　琴こと音ねが静かに言った。

　ふっと――念動の連打が消滅する。

「これは私が紅蓮と同じになった――なれた事の証を見せただけ」

「琴音……」

「……ね？」

　琴音はゆっくりと紅蓮の方に近付いてくる。

　まるで怯おびえる捨て猫に近付く様な……そんな柔らかで優しい物腰。

　だが――

「だから私の方が、梨り緒おさんより、紅蓮に相応ふさわしい、よ？」

　次の瞬間。

「――っ！」

　梨緒が吹っ飛ばされていた。

　今度は真横だ。廊下の奥に吹っ飛ばされていた彼女が、戻ってきてこの部屋に脚を踏み入れた――直後の事である。

　琴音は全く梨緒の方を見もしなかった。

「梨緒!?」

　梨緒の方へと駆け寄る紅蓮。

　恐らく梨緒からすればトラックに跳ね飛ばされる程の衝撃が在った筈はずだ。

　だが――

「……大丈夫、です」

　コンクリートの床に転がりながらも梨緒はそう答えてきた。

　どうやら衝撃吸収性のゲルを内部に充じゆう填てんした戦闘服が、彼女の身体からだを護まもってくれている様だが――

「琴音の奴やつ……ヤドリギに」

「……紅蓮」

「くそっ……俺おれは何の為ために」

　紅蓮は、今にも泣き出しそうな声を留とどめる事が出来なかった。

　哀かなしいというより……何か無性に情けない気持ちがした。

　重い重い疲労の様な感覚が全身にのしかかる。もう何もかもどうでもいい――全すべてを投げ出してその場に転がりたい、そんな気持ちすら紅蓮は覚えていた。

　しかし……

「紅ぐ蓮れん」

　梨り緒おはそっと紅蓮の胸に手を当てて言う。

「私が殺します」

「……え？」

「紅蓮には無理でしょう。笹ささ原はら琴こと音ねさんの身体からだは私が破壊します」

　その口調はやはりいつもの梨緒そのものだ。

　だからこそ――

「お前……」

「ならば紅蓮は笹原さんを殺した事になりません。笹原さんの遺体を傷つけた事にもなりません。紅蓮がすべきは笹原さんを笹原さんでなくした、ヤドリギの封滅のみ、です」

「…………」

　紅蓮はいうべき言葉が見つからない。

　情けなかった。

　この期に及んで梨緒に、こんな事を言わせる自分が。

　紅蓮の沈黙を了承ととったか――梨緒はＵＭＰ短機関銃を手に立ち上がった。

「言った筈はずです」

　梨緒は微かすかに……本当に微かにだが紅蓮に笑って見せた。

　まるで我が子に『怖がる事は無い』と諭してみせる母親の様に。

「どちらかを助けねばならない場面になれば、私は貴方あなたが生き残る事を優先します」

「……何を二人で内緒話をしているの？」

　琴音の声が二人の間に割り込んでくる。

　彼女は首を傾かしげて更に尋たずねてきた。

「また……私をのけ者にするの？」

「はい」

　梨緒は、はっきりとそう言った。

「貴女あなたはいりません。紅蓮には私が居れば良いし、私には紅蓮が居れば良いのです」

「おいっ……！」

　紅蓮は呻うめく様に声を上げる。

　まるでこじれた三角関係の末の、修羅場の様な物言い――はこの際良いとしても。梨緒の台詞せりふは挑発的に過ぎる。恐らく琴音は梨緒に対しては全く手加減などすまい。本気で琴音が殺しに掛かれば、梨緒など瞬またたく間に――

「笹原琴音。貴女はいりません。死になさい」

　そう言って梨り緒おはＵＭＰ短機関銃を撃った。

　いつの間にか――くぐもった銃声と共に対ヤドリギ用四五口径弾が琴こと音ねに向かって放たれる。一連射、およそ十発。相手が人間ならば間違い無く一発命中するだけでも行動不能になるだろう。

　だが――

「……いらない？」

　それも命中すればの話である。

　床に、壁に、天井に、弾道をねじ曲げられた銃弾が着弾して火花を散らす。約十発の銃弾は一発も琴音に命中する事は無かった。

　念動だ。

　琴音の念動は防御としても無敵という事だろう。

「それは私の台詞せりふ……だよ」

　とろりと緩んだ笑みで琴音は言った。

「いらないのは。御み杖つえ代しろ、梨緒、あなた、だよ」

　次の瞬間、梨緒に向けて不可視の拳こぶしが炸さく裂れつする。

　だが梨緒は素早く床を蹴けって跳躍、身を投げ出す様にして攻撃を避よけると――転がりながら更に銃撃を加えた。

　一発。二発。三発。

　いずれも微妙に角度と狙点を変えた射撃は、しかしいずれも琴音に届く直前で弾道をねじ曲げられて、床に跳ねた。火花が散り、そして反対側のコンクリート壁にめり込んで、銃弾は止まる――

「紅ぐ蓮れんは、殺さないけれど」

　琴音は言った。

「あなたは、殺しておかないと、ね」

「やれるものならば、どうぞ」

　梨緒は走りながら言った。

「それからもう一つ」

「……なに？」

　梨緒の走る後を追って見えない念動の拳が、壁を、床を、撃つ。コンクリートに亀き裂れつが走り、砕かれた破片が舞い、塵じん煙えんが噴きあがる。

「紅蓮も、バケモノを抱きたいとは思わないと、思います」

「…………」

　琴こと音ねは瞬まばたきをする。

　そして――

「うるさい、よ」

　眼めを細めてそう告げる。

　銃撃と念動。

　攻守を幾重にも入れ替えて、交互に少女達たちの攻撃が交錯する。

「よせ――止やめろ、琴音！」

「駄目だよ紅ぐ蓮れん」

　悠然と立ちながら緩く笑って琴音は言った。

　その間も梨り緒おが放った四五口径弾が彼女に届く寸前で九十度近く弾道をねじ曲げられて床に着弾し、その次の瞬間には、梨緒の背中をかすめる様にして念動の拳こぶしが壁に激突、新しい亀き裂れつを生み出していた。

「梨緒さんは私を殺す積もりだもの。私も殺さないと――ね」

「…………止めろ、やめてくれ！」

　叫ぶ紅蓮だが、少女達は止まらない。

　悠然と立ちながら念動を振るい続ける琴音の周りを、走り、跳び、ぎりぎりで攻撃を避よけつつ梨緒が銃撃を繰り返す。

　だが――やはり紅蓮の眼から見ても状況は梨緒に圧倒的に不利だった。

　梨緒はああいったものの、彼女に琴音を殺す術すべは――琴音の肉体を破壊する方法は無い。銃弾は全すべて弾はじかれるし、恐らく短刀を使った接近戦に持ち込んでも同じ事だろう。むしろヤドリギの膂りよ力りよくと正面から組み合えば、尚なお更さらに梨緒は叩たたき潰つぶされるしかない。

　不意をつけば、という考え方も在るが――実は先程から、琴音は梨緒を眼で追っていない。琴音は視線を紅蓮に据えたままで、琴音から飛んでくる銃弾を弾き、彼女への攻撃を放ち続けている。つまり今の琴音には死角など無いのか……それとも、視認しなくても念動で攻撃出来るかのどちらかだ。

「やめろ、琴音!!」

　叫びながら紅蓮は飛び出す。

　四本の腕に持った短刀の刃やいばを返し、いわゆる峰打ちの状態に構える。

　この期に及んでも紅蓮は――琴音に『殺す為ための攻撃』を決意出来ないでいた。

「紅蓮……」

　琴音が紅蓮を振り返る。

　上下左右から同時に叩たたき込こまれる四本の短刀を、しかし彼女の念動は難なく食い止めていた。ヤドリギの肉体をも一刀の両断する修しゆ羅ら奇き兵へいの膂りよ力りよくの一撃を――だ。同時に背後から打ち込まれた梨り緒おの四五口径弾も弾はじき返かえされ、天井に着弾していた。

「琴こと音ねッ……！」

「どうして……どうして？」

　くしゃっと表情を歪ゆがめ、眼鏡の奥の眼めを緩ませて琴音が問う。

「どうして私じゃ駄目なの？」

「駄目なんて言ってねえだろうが！　俺おれは――」

「じゃあどうして紅ぐ蓮れんは――紅蓮が、私に、武器を向けるの？」

「…………俺はッ！」

　紅蓮はぎりぎりと力を込めて短刀を押し込むが、まるで動かない。

　手の届く様な距離に在りながら、紅蓮は琴音に触れる事すら出来ない状態だった。

「お前を止めたい――だけだ！」

「そう言って私を殺すの？」

　琴音は哀かなしげに問うてくる。

「杉すぎ崎さきさんみたいに？」

「…………ッ！」

　紅蓮の胸の奥の傷が疼うずく。

　次の瞬間、強烈な勢いで念動力が迸ほとばしり、紅蓮は吹っ飛ばされていた。

　それどころか短刀のうちの二本が根元からへし折れて破片が空中に舞い挙げられる。

「ぐっ……」

　床に投げ出されて跳ねる紅蓮。

　戦闘服のお陰で痛みは殆ほとんど無いが、それでも内臓に浸透した衝撃までは殺しきる事は出来ない。肺の空気を絞り出され、紅蓮は束つかの間まだが、身動きがとれなくなっていた。

　だが――

「…………紅蓮」

　折れた短刀の破片が落下する。

　その中の一つが、琴音の頬ほおをかすめた。

「…………？」

　琴音の白い頬に朱色の一線が浮かぶ。

　殆ど無意識の様な動作で彼女はこれを掌てのひらで拭ぬぐい――血の跡がまるで描きかけの隈くま取どりの様に奇妙な模様となって彼女の貌かおに残った。

「ごめんね。紅蓮。紅蓮はそこで休んでいて」

　琴こと音ねはそこに、改めてとろりとした笑みを浮かべて言った。

「すぐに梨り緒おさんを、除けるから」

「…………琴音ッ！」

　喘あえぐ様に叫ぶ紅ぐ蓮れん。

　だが彼に背を向け――琴音は梨緒に向けて歩き出した。



　　　



　太た刀ち花ばな明あか月つきは淡い笑みを浮かべてモニター上の映像を見守っていた。

　御み杖つえ代しろ邸の内部……元々は当主の寝室だった部屋である。

「……ふむ」

　床の間に腰掛けた彼が、膝ひざの上に載せているノートパソコンの画面は、四分割され、それぞれに監視カメラからの映像が映し出されている。しかもそれらは刻々と切り替わり、御杖代邸内に設置された総計五十余りのカメラからの映像を明月の前に示していた。

　勿もち論ろん、そこには、ミカヅチの残存兵力によってその場に釘くぎ付づけに――生かさぬ様に殺さぬ様に銃弾で抑え込まれているヤドリギ三体余りも映っている。

「上う手まく回っているね。警備システムをこっちで掌握しておいた甲か斐いがあったというものだよ」

　と明月は呟つぶやく。

　無論その言葉に応じる者はこの場に居ないが――もし居たとしたら、ヤドリギであれミカヅチの者であれ『何な故ぜだ!?』と詰問したに違いない。

　そもそも琴音をこの屋敷に……御杖代の者が皆殺しにされた後、ヤドリギ達たちに占拠されていたこの場に連れてきたのは明月である。

　ヤドリギ達にしてみれば明月は仲間であり、ミカヅチの敵――そういう認識であった筈はずだ。だからこそ明月は自由にこの建物に出入り出来たし、御杖代家の残した近代的な警備システムについても、自由に触れられる状態に在ったのだ。

　だが……

　現在、ミカヅチ達に制圧――文字通りに制圧だ――されているヤドリギ達を助けようとする様子は明月には無い。それどころか、先の口調から察するに、近付いてきた紅蓮達の存在をヤドリギ達が気取らぬ様にと、警備システムの情報に手を加えた様子さえ窺うかがえる。

　一体――この少年は何を考えているのか。

「そろそろかな」

　明あか月つきはパソコンを操作。

　映像の一つが拡大されて画面一杯に広がる。

　そこには……刀と銃を手に、梨り緒おへと迫る琴こと音ねの姿が在った。

「さあ、笹ささ原はら琴音をその手で殺すんだ――神かん薙なぎ紅ぐ蓮れん」

　まるで紅蓮の耳元で囁ささやくかの様に呟つぶやく明月。

「殺して君は、完成すべきだよ」

　その表情は笑顔ではあるが――同時にひどく穏やかで、嗜し虐ぎやくの色も、嘲ちよう弄ろうの色も無い。

　明月の眼めは、ただ、予あらかじめ用意しておいた仕掛けが、想定通りに稼動するのを見届けているだけであるかの様な、静せい謐ひつさをたたえていた。



　　　



　見えない拳こぶしが梨緒を捉とらえた。

「――ッ!!」

　壁と念動の間に挟まれ、塊の様な息を吐き出す梨緒。

　恐らく肋ろつ骨こつの何本かに亀き裂れつが入っているだろう。衝撃吸収性ゲルを充じゆう填てんした戦闘服とはいえ、無限にエネルギーを吸収して攻撃を無効化出来る訳ではない。限界を超えた圧迫はやはり装着者の処ところにまで届いてしまう。

「ぐっ……か……」

　ずるりと壁から滑り落ちる梨緒。

　直撃を喰くらってはさすがの彼女も平静の仮面を被かぶり続けてはいられないのか……表情を大きく歪ゆがめ、苦しげに胸を押さえて床の上に横たわる。もう次の一撃を避よけられる状態ではないのは、誰だれの眼にも明らかだった。

「……さあ。居なくなって、ね？」

　琴音は床に這はう梨緒を見下ろしながら、ゆっくりと日本刀を逆手持ちで振り上げる。そのまま降ろせば梨緒は標本の虫の如ごとく串くし刺ざしだ。戦闘服の防刃能力も、刺突に――しかもヤドリギの膂りよ力りよくで行われるそれには、無力である。

　だが……

「琴音ッ!!」

　背後から紅蓮の放った短刀の一撃が琴音の首筋に飛び――直前で止まった。

　念動の防御に絡め取られたのだ。

　そして改めて気付いたかの様に、琴音が紅蓮を振り返る。

　未いまだ血の滲にじむ――凄せい惨さんな模様の描かれた半面で、彼女は言った。

「紅ぐ蓮れん。お願い。殺させて――ね？」

「ふざけんな！」

　紅蓮は琴こと音ねの脇わきから飛び出して梨り緒おを抱え、更に跳躍。琴音とおよそ三メートルの距離を隔てて相対した。

「紅蓮。どうして……」

「どうしてもこうしてもねえだろ」

　紅蓮は言った。

「お前に人殺しなんざさせたくねえんだよ！」

「…………」

　琴音が曖あい昧まいな表情で動きを止める。

　どう応じるべきか、懊おう悩のうしている様にも見えるが――

「……梨緒。大丈夫か」

　顔は琴音に向けたまま、紅蓮は梨緒に問う。

「なんとか……」

「ちょっと小芝居に付き合ってくれ」

「……え？」

　唐突な紅蓮の言葉に怪け訝げんの声を漏らす梨緒。

「この部屋、天井付近に幾いくつかカメラがあるよな」

「はい。元々此こ処こは実験用の部屋でしたから」

「アレの映像は何ど処こで見られる？」

「……？　とりあえず、一番簡単なのは隣の、モニター室で。ですがネットワークを経由すれば他の部屋でも――」

　と梨緒は言った。

「隣ね。多分そこか」

「何の話ですか？」

「よく見ろよ。琴音を」

「…………？」

　梨緒は近付いてくる琴音の方を振り返る。

　緩い笑みを血に汚れた顔に浮かべている琴音。

　その姿は狂気にも満ちて凄惨そのものだが…………

「……あ」

　梨り緒おが驚きの短い吐息を漏らす。

「分かったか？」

「はい。恐らく」

　梨緒は頷うなずいた。

「じゃあこっちは頼む」

「了解です」

　梨緒が頷いたのを確認すると、紅ぐ蓮れんは手を離す。

　未いまだ痛みが残っているのか、梨緒は二歩ばかりふらふらと歩いて、しかし壁に手を付いて立った。

「紅蓮。離れて。梨緒さんを殺せないから」

「……琴こと音ね」

　紅蓮は溜ため息いきをつきながらも――琴音の指示に従うが如ごとく、数歩、後退する。

「やめてくれ。琴音。俺おれは――見たくないんだ、お前が人を殺す様も、梨緒が殺される様も！　どうしてそれが分からないんだ？」

「…………」

　無言で微笑ほほえむ琴音。

　少なくとも紅蓮の言う事を聞く様子は無い。

　紅蓮は首を振りながら後退し……そしてまるで現場から逃げるかの様に、琴音達たちに背を向けて走りだした。

　そして――

「おおおおおおッ!!」

　紅蓮は隣の部屋の扉に体当たりして――飛び込んだ。

「――!!」

　そこには愕がく然ぜんとした表情で、振り返る若い男が一人。

　見ない顔だ。だが何者であるかはもう分かっている。

　男の向こう側――壁際には、モニターが数台並び、数秒前まで紅蓮が居た場所の――そして今も琴音と梨緒が居る部屋の様子が、映し出されていた。

「貴様――」

「女の陰に」

　紅蓮はそのまま真まっ直すぐに突っ込む。

「こそこそ隠れてんじゃねえ！」

「――ッ！」

　急速に変形する若い男の姿。

　言うまでもなく、ヤドリギである。

　紅ぐ蓮れんが叩たたき付つける短刀の一撃がその首筋に――鱗うろこに覆おおわれ、全身に鰭ひれの様なものが出で鱈たら目めに生えた異形の姿に、食い込むその直前。

　刃やいばの軌道はまるで岩か何かを叩いたかの様に鋭角で跳ね曲がっていた。

　念動の防御。

　そう――あれは、このヤドリギの能力だ。

　つまり……

「おおおおッ!!」

　紅蓮は腕の一本で背中のホルスターからグロック21を抜いて銃撃。至近距離からの連射は勿もち論ろん、ヤドリギの身体からだへと真まっ直すぐに向かい――しかし空中でまた弾道をねじ曲げられてしまう。

　しかし……次の瞬間。

「ぎっ!?」

　ヤドリギの顔面へ、紅蓮がすくい上げる様に――まるでボクシングでいうところのアッパーカットの如ごとく、低い位置から突き上げてきた短刀の一撃が、食い込んだ。

　特殊能力の行使は、ヤドリギの意識に依存する。

　銃撃を弾はじく、という事に意識を向けていたヤドリギは、真下から放たれた刺突に対して念動で対処するのが遅れたのである。

　ばし！　と音を立てて内蔵電池により呪じゆ術じゆつ式が起動。

　対抗呪術式を直接注ぎ込まれたヤドリギは、びくんと身を振るわせた。

「よくもやってくれたぜ」

　紅蓮は短刀をこじりながら言った。

「欺だまされたまま――琴こと音ねを殺しちまう処ところだった」

「な……何な故ぜ……」

　鼻の下辺りから後頭部へと、短刀で頭部を串くし刺ざしにされているせいか、ヤドリギの言葉は不ふ明めい瞭りようで途切れ途切れである。何とか意味をくみ取った紅蓮は、怒りに震える声で続けた。

「琴音はそもそも、念動を使う時に、使う方向を見てなかった。それに俺おれが背後から襲いかかった時も、念動で止めてから、意外そうにこっちを振り返ってた」

　あの部屋には琴音と梨り緒おと紅蓮しかいなかった。

　ならば梨緒に相対している琴音からすれば、背後から襲いかかるのは紅蓮しか居ない事位は分かって当然だ。という事は、琴こと音ねは紅ぐ蓮れんが背後から襲いかかった事そのものに驚いていた訳ではない。

　単に紅蓮が念動で止められた後に、その事実に気付いたのだ。

　つまり念動は――琴音が使っていたものではない。

「何より、琴音の頬ほおに刀の破片でついた傷が、治癒しない」

　頭部に銃弾を叩たたき込こまれても、短ければ数秒で、長くても一分とかからずこれを傷跡も残さず元にもどしてしまうのがヤドリギだ。

　なのに琴音の頬についた傷は――血も含めてそのままだ。

　つまり、琴音はヤドリギではない。

　部屋のカメラを通じて状況を見ていた別のヤドリギが、琴音が使っている様に見せかけて、念動を使っていただけの事である。

　何の為ためにこんな面倒な真ま似ねをしたのかは、分からない。

　だが――

「種明かしされればつまらねえもんだな!!」

　紅蓮は――突き刺した短刀を強引に、力任せに下へと振り抜く。

　首から下を真っ二つに両断されたヤドリギは、これを修復しようとするが、すかさず突っ込まれた紅蓮の副腕が、癒着を阻はばむ。それどころか、紅蓮の副腕はみりみりと音を立てて、ヤドリギを更に引き裂き始めた。

「ぎが、が、が、が」

「だあああああああああああああああッ!!」

　咆ほう哮こうと共に紅蓮は頭頂までヤドリギを一気に引き裂き、更に左右の副腕を振り回してこれを、壁に、床に、叩たたき付つける。びしゃりと音を立てて大量の血が絞り出され、潰つぶれた肉片があちらこちらに飛び散った。

　そして――

「臨りん兵びよう闘とう者しや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜんッ！　破はッ！」

　だん！　と四本の腕が祈りの様に合わされる。

　破壊された肉体から遊離しつつあったヤドリギの本体は、紅蓮の手によって捕まえられ、強烈な霊圧の呪じゆ術じゆつ式によって、瞬間的に分解されていた。



　　　



　種のばれた手品程に虚むなしいものは無い。

　梨り緒おはＵＭＰの選択器セレクタを安全位置に合わせると、これを投げ捨てた。

「……梨緒さん？　何の、真ま似ねかな」

「貴女あなたを除けるのに、銃はいらないという意味です」

「…………」

　琴こと音ねはじっと梨緒を見つめるが……その顔にゆっくりと驚きの表情が浮かんでいった。

「……え？」

「念動が使えませんか」

「…………」

「そうでしょうね。貴女はヤドリギではないのだから」

「……それは……え……？」

　明らかに困惑の表情を浮かべる琴音に、梨緒は襲いかかった。

　腰から短刀を抜いてこれをかざす。

　拳けん銃じゆうを使うまでもない――というよりも拳銃では手加減が出来ない。

「あっ!!」

　琴音は左手の拳銃を掲げて――撃つ。

　だがそれはまったくあらぬ方向に銃弾を送り込むだけの結果となった。

　恐らくは御み杖つえ代しろ家の武器庫に在ったものをそのまま使っているのだろう、銃の種類はＭＥＵピストル――梨緒のデトニクス等と同じ四五口径。軍用拳銃の傑作とも言われるコルト・ガバメントの亜種だが、いずれにせよ、日本人の――そして女の手にはやや大きい。きちんと握って撃つだけでも、それなりに訓練を要する代物なのだ。

「あっ……あっ!?」

　それでも琴音は引き金を引き続けるが、銃弾は右に左にとステップしながら近付く梨緒をかすりもしない。

　フィクションの中と異なり、拳銃射撃はとにかく当たらない。何の心得も無い者が手にしても、三メートル先のフットボールにさえ当てられないのが現実である。まして『握り』がいい加減な琴音では、二メートルの距離ですら外す可能性が在った。

　思わず後ずさりする琴音。

　だが――もう遅い。

「――ッ！」

　甲高い金属音と共にＭＥＵピストルは跳ね上げられていた。

　梨緒が切り上げる形で放った短刀の一撃である。

「……！」

　殆ほとんど反射的に琴こと音ねが右手の日本刀を振り下ろす。

　これを梨り緒おは短刀で受けて――

「――！」

　がくん、とその姿が沈んだ。

　重い。予想を遙はるかに超える斬ざん撃げきの――重さ。

「これは……」

　明らかに普通の少女の膂りよ力りよくではない。

　梨緒は思わず床につきそうになる膝ひざに意識して力を込めて踏みとどまった。

　どういう事か。

　琴音はヤドリギではない――のではなかったのか？

「どうして」

　琴音は左手を日本刀に据えると尚なおも押し込んでくる。

「どうして貴女あなたは、紅ぐ蓮れんをとるの……紅蓮は、私が、ずっと一緒で、私が、好きで」

「ぐっ…………」

　辛うじて日本刀の力を受け流して横へ跳ぶ梨緒。刃やいばと刃の擦こすれ合う火花が散り、耳障りな音がコンクリートの壁や床に跳ね返る。勢い余った日本刀は、そのままコンクリートの床に触れて――そこに深々と食い込んでいた。

「どうしてよ!!」

　泣き笑いの様な顔で琴音が叫ぶ。

　彼女の手にした日本刀の先――そこには、切っ先が食い込み、あまつさえ、亀き裂れつが放射状に走るコンクリートの床が見えた。

　間違い無い。琴音の力は尋常でない強さになっている。

　だがその一方で琴音に『技』は無い。彼女は戦闘の為ための『技術』は全く身に付けていない。ＭＥＵピストルの一件からも分かる。そもそも琴音がその膂力に見合った技であったなら、梨緒は受け流す事さえ出来なかっただろう。

　要は力任せに刀を振り回しているだけだ。

　その基本となる力が尋常ではないので――梨緒は虚を突かれただけである。

「……ならば」

　梨緒は改めて琴音に向けて踏み込んでいく。

　大きいだけの力は恐るるに値しない。

　琴音が引き抜いた日本刀を横殴りに振るが――梨緒はこれを僅わずかに身を沈めて避よけていた。動きが大きすぎて刃の軌道が予あらかじめ透けて見えるのだ。まともに当たれば、たとえ防刃服を着ていても、骨折を免れないだろうが――こんな大振りなだけの一撃が当たる筈はずが無い。むしろ琴こと音ねは自らの刀を振り回す力に、自分自身が振り回されて大きく姿勢を崩す事になっていた。

　恐らく琴音は、何らかの呪じゆ術じゆつで一時的に筋力を増大させているだけなのだろう。

　似たような呪術はミカヅチにも在った。一体何者が、そんな呪術を琴音に施したのかは、分からなかったが。

「……！」

　更に地を這はう様に身を沈めて、飛び掛かる梨り緒お。

　素人の剣術においてもっとも防備がおろそかになるのは、手先、足先だ。相手の攻撃に反応して胴体は逃げても、脚だけがつい残っている、武器を握る手だけが残っている、などという場合が珍しくない。

　梨緒の短刀の切っ先は後退しきれなかった琴音の左足に触れていた。

　柄に付いているスイッチを押し込む梨緒。



　――ばし！



　鋭い音が弾はじける。

　同時に――

「ぎっ……!?」

　びくんと琴音は身を反らし、日本刀を取り落としていた。

　元々対ヤドリギ用の呪術式を頭身に彫り込んだこの短刀――呪術を起動する際に、電流を流すが、使い方によっては、こうしてスタンガンの様な効果も出せる。人間相手に使った事が無かったので、梨緒としても、今の琴音に効くかどうかは一種の賭かけではあったが。

　硬直する琴音に、梨緒はそのまま飛び掛かり、押し倒す。

「かはっ――」

　床に倒され胸を圧迫されて塊の様な息を吐く少女に馬乗りになって、梨緒は改めて短刀を振り上げた。

　このまま、短刀を琴音の喉のど元もとに真まっ直すぐ振り下ろせば、殺せる。

　相手はヤドリギではない。

　急所を刺せば――死ぬ。

　それは……ひどく魅惑的な行為に、梨緒には思えた。

　紅ぐ蓮れんの気持ちを掴つかんで離さない、幼おさな馴な染じみの少女。

　この少女の為ためならば、紅ぐ蓮れんは当然の様に命懸けの現場に飛び込んでいく。

　それは――たとえ共依存であったとしても、愛そのものではないか。

　あるいは愛とは、そもそも、共依存の別名なのではないのか？

「…………」

　殺せば、琴こと音ねを永遠に紅蓮から遠ざけられる。

　元々琴音も、そう思って梨り緒おを殺しに掛かってきたのだろう。

　ならば殺され掛けた梨緒にも、琴音を殺し返す権利は在る筈はずだ。

「笹ささ原はら琴音さん」

　躊躇ためらっている時間は無い。

　この体勢でも、琴音の膂りよ力りよくが尋常でないという事実に変化は無い。この呼吸出来ずに悶もん絶ぜつしている状態の内に、完全制圧してしまわなければ、むしろ危険なのは梨緒の方である。この体勢から腕や首を掴つかまれれば、もう逃げられない。

「私は、貴女あなたが羨うらやましい」

　呟つぶやく様に言って梨緒は短刀を振り下ろした。



　　　



    

  
    
      



    

  
    
      

　長い板張り廊下の奥に――見知った人物の姿が在った。

　一瞬、紅ぐ蓮れんはヘルメットの中で眉まゆを顰ひそめ……しかし短く溜ため息いきをついた。

　もう散々驚かされた。今更何を見ても、もう紅蓮は動揺したり躊ちゆう躇ちよしたりする様な気持ちになれなくなっているのだ。

　ただ――

「太た刀ち花ばな先輩」

　紅蓮は、抱き上げて此こ処こまで運んできた琴こと音ねの身体からだを床の上に降ろして言った。

　闘うならばさすがに、小柄とはいえ人間一人分の重量を抱えているのは不利だった。ましてや相手もこちらに抱きついてくるならばともかく――脱力しきった状態であるならば、尚なお更さらにそれは動きを阻害する枷かせになる。

「どうしてあんたが此処に居るんだ？」

「……今更、聞くかな？　それを」

　苦笑の様な表情を浮かべて明あか月つきが言った。

　紅蓮の背後で小さな音がする。

　梨り緒おがＵＭＰの選択器を射撃状態に合わせたのだろう。

　この現場で現れている以上、確かに明月が言う通り、何者かと問うまでもない事だ。

「僕が連れてきたんだよ、笹ささ原はら君を、此処まで」

「…………」

「可哀かわい想そうに。笹原君は三角関係に悩んでいた様だからね……相談に乗ってあげる、神かん薙なぎ紅蓮と御み杖つえ代しろ梨緒の関係について本当の処ところを教えてあげる、と言ったら、殆ほとんど躊躇する事も無くついてきたよ。いや……無防備というか。可愛かわいいね。それだけ君の事が好きだったんだ、彼女は」

「……俺おれが聞いてるのは、あんたが、何者なのかって話だ」

　唸うなる様な声で問う紅蓮。

　明月は気楽な様子で肩を竦すくめて見せた。

「何者かと問われてもね。まあ御覧の通りのヤドリギな訳だけどね」

　と言いつつ、片手を掲げて見せる明月。

　その腕が――まるで鎧よろいの様な、甲こう羅らの様な、奇妙な装甲に覆おおわれたのは次の瞬間だった。

　早い。異様に早い。

　他のヤドリギに比べてその変形が桁違いの速度だった。

「何を、考えてる？」

「平和さ」

　腕を元の形状に戻しながら明あか月つきは言った。

　どうやら彼は、此こ処こで闘う積もりは無いらしいが――

「……なに？」

「もっと正確に言えば、安定した秩序、だね」

「…………」

　紅ぐ蓮れんはふざけるな、と告げるかの様に一歩前に出る。

　だが明月はまるで気にした様子もなく続けて来た。

「僕はね。こう……バランスのとれた世界が好きなんだよ。ヤドリギが何の為ために生まれたのか、何ど処こから来るのか、については僕も知らない。多分、知っているヤドリギなんて居ないだろう。だから僕は考えたんだ。長い長い間――ね」

　それは一年の事か。十年の事か。あるいは――

「そして僕は想おもう様になった。人間という終端生物、天敵の居ない生物が、こんなにも力を付けすぎると、いずれ、その不均衡が世界を――人間をも含めた世界を滅ぼしてしまうのではないかと」

　人口爆発。環境汚染。核兵器。

　明月の言葉を裏打ちする事実には事欠かない。

　だが――

「ヤドリギは、そんな人間を抑制する為に生まれたのではないか、と僕は想う様になった。だって変じゃないか。人間に寄生しながら、人間を喰くわなければ自身を維持出来ない生き物なんて、どうして存在すると、思う？」

「知った事か！　大体――」

「だけどね」

　紅蓮の叫びを無視して明月は言った。

　何な故ぜかその表情や口調は嬉うれしそうだ。

　まるでようやく――話し相手を得た孤独な少年の様に。

「ヤドリギは、長い歳月の間に、人間社会に浸透して、隠れ棲すむ様になって、次第に、毒され始めたんだよ」

「…………」

「人間に、ね」

　ちょっとした秘密を暴露するかの様な口調で明月は言った。

「――なに？」

「ヤドリギ達たちは考えた。自分達の不死身性を餌えさに、人間達を――特に権力者達を仲間に引き入れて、この国を、ひいては世界を支配出来ないか？　と。いやはや、まったく、呆あきれた発想だよ。人間支配の世界の歪いびつさを是正する為ための安全弁として生まれてきたのがヤドリギだとしたら、そのヤドリギまでが人間の真ま似ね事ごとを始めてどうするんだ、とね」

　ヤドリギ達は人間を支配し、人間を家畜化し、自分達がその上に君臨する、という計画を描いていたのだそうだ。その第一歩でありテストケースとして、この国を乗っ取る事を考えていたのだとも明あか月つきは言った。

「そんな事をしたら、結局、ヤドリギが人間の立ち位置に入れ替わるだけで、何も変わらない。むしろ状況が悪化するだけだよ。何しろヤドリギは人間に比べると不死身で強力である分だけ、抑制が効かないというか……道徳とか条理とかそういうものを持ち合わせなくなってしまうからね、人間社会の真似事なんかしても、破は綻たんするだけさ」

　本来、群れを成さない肉食動物を強制的に集めて、社会性行動をとらせようとする様なものである。元々そういう生き物でないものに、不自然な行動を採らせる以上――そこには必ず破綻の芽が生じる。

「それは美しくない」

　明月は溜ため息いきをついて言った。

「だから僕は人間達にヤドリギを殺す方法を教えた。僕が独自に考えた、方法を」

「…………なに？」

　一瞬、意味が分からなかった。

　だが――

「まさか……」

「ああ。そうだよ」

　明月は笑いながら言った。

「ミカヅチの開祖は、僕だよ」

「…………」

　それはつまり、この少年の姿をしたバケモノは、千年以上も前からこの国に存在し、千年後の現在、ようやく顕在化した問題を、憂えてきたという事か……？

　ヤドリギが不老不死ではないかという懸念は以前から在ったが、それが、明月本人の口から証明された、という事になる。

　いずれにせよ……

「琴こと音ねさんに肉体強化の呪じゆ術じゆつを施したのも」

「うん。僕だよ」

　梨り緒おの問いに明あか月つきは頷うなずいた。

「何な故ぜ？」

「ああ。だからね――必要だったのさ。ヤドリギにも、天敵が」

「………え？」

「無制限にヤドリギの個体数が膨れあがらない為ために、天敵による淘とう汰た圧あつが必要じゃないかと僕は考えた。その結果が――修しゆ羅ら奇き兵へい、なのさ。修羅奇兵構想そのものは、ミカヅチの者達たちの発想だけど、丁度、ヤドリギに対する天敵が必要なのではないかと考えていた僕は、それを利用した形だね」

「天敵……」

　紅ぐ蓮れんは己の手を見て呟つぶやく。

　自分がヤドリギの天敵？

　いつも必死に闘っていた。とても余裕なんか無かった。

　そんな事、考えた事も――

「元々はミカヅチという組織にそれを期待した部分もある訳だけど、やはり組織ではどうにもならない部分が残ったからね。ともかく、紅蓮、君にはヤドリギの天敵として『完成』して貰もらう必要が在った」

「……完成？」

　現時点でも紅蓮はヤドリギを圧倒しこれを殺す事が出来る。

　ならばこれ以上は何を以もつて『完成』とする？

　もっと能力を向上させる事か？

　それとも――

「ヤドリギを見ていても分かるだろうけど、どうしてもね、下手な智ち恵えを持ち合わせると、余計な事を考えてしまうものさ、もっと楽に、とか、もっと簡単に、とか、もっと楽しく、とか……ね。天敵は天敵としてただ機能していれば良いのに」

　ミカヅチも。ヤドリギも。

　長く存在し続ける事により――『天敵』としての機能を損なっていった。

　ヤドリギは人間化する事により、むしろ人間を家畜化し、増やして利用するなどという事を考えるようになり……ミカヅチも、長い歴史の中で、次第に組織内の権力闘争や、既得権益の維持に興味が向いて、そのヤドリギに対する脅きよう威い性せいを減じつつあった。

　故に――

「紅蓮、君にはね、何も考えず、ただ、機械の様に、ヤドリギを狩り続ける、そういう生き物になって欲しかったのさ。喜怒哀楽に揺らぐ事無く、淡々と稼動する『摂せつ理り』になって欲しかった」

「…………」

「だから、君には、自分の手で、最愛の笹ささ原はら琴こと音ね君を殺して、しかもそれが勘違いだと分かって――もう後戻り出来ない場所に自分を追い込んで欲しかったんだよ」

　その為ために、琴音がヤドリギになったと錯覚するかの様なお膳ぜん立だてをして。

　その為に、琴音にヤドリギ並みの怪力を発揮出来る様な呪じゆ術じゆつを仕込んで。

　その為に、催眠術の様な方法で琴音の梨り緒おへの敵てき愾がい心しんを限界まで煽あおって。

　その為に――

「そうすれば君は、ヤドリギを殺し続ける事で、自分の中に沸き上がる罪の意識を押し潰つぶし誤ご魔ま化かす事が出来る――機械の様に、摂せつ理りの様に、喜怒哀楽も遠く、機能し続ける、理想的な天敵の、完成……だったんだけどね」

　明あか月つきは床の上に横たえられている琴音を一いち瞥べつして言った。

「殺さなかったんだね」

「…………」

　梨緒が無言で紅ぐ蓮れんの横に並ぶ。

　そう――梨緒は琴音を殺さなかった。

　ただ、首筋の側そばに振り下ろした短刀で、完全に気絶するまで電撃を加え続けただけだ。

　これで呪術による洗脳や強化が解けたかどうかは分からない。だが元々呪術というものは永続しない。呪術が解除されておらずとも、時間をかければ琴音は恐らく元に戻る。

「僕も少々詰めが甘かったみたいだ」

　明月はまた肩を竦すくめる。

「でもまあ、神かん薙なぎ紅蓮、君はもう後に引けないだろう？」

「…………」

　紅蓮は無言。

　肯定してやるのも癪しやくだった。

「事実を知った処ところで、君の性格ならば、知らぬ存ぜぬなんて、今更出来ない。こうしている間にも定期的にヤドリギは生まれ、人間はヤドリギに喰くわれる。いや。ミカヅチが事実上無くなった今、放ほうっておけば、間違い無くこの国はヤドリギに支配される」

　それはその通りだ。

　天敵が居なくなった今――ヤドリギは自由に殖える事が出来る。殖えても間引かれない。だから殖えて殖えて、人間を食い散らかし、この国を人間牧場へと変えていく――

「だからね。神薙紅蓮――ヤドリギの天敵、ただ一人の修しゆ羅ら奇き兵へい」

　明あか月つきはむしろ愛いとおしそうに――慈いつくしむ眼めで紅ぐ蓮れんを見つめて言った。

「君は人々の希望であり、僕の希望さ。頑張ってくれ」

「ふ――」

　紅蓮はグロック21を抜き放って叫ぶ。

「ふざけんなッ!!」

　引き金を引くのに何ら躊ちゆう躇ちよは無かった。

　轟ごう音おんと共に放たれた二発の銃弾は、真まっ直すぐに明月に向けて飛び――そしてあっさりとその姿を貫通して消えた。

「――!?」

「じゃあね。健闘を祈るよ。本当に」

　言いながら明月の姿はゆっくりと薄れて消えていく。

　幻術の類たぐいか。瞬間移動の異能か。あるいはもっと別の何かか。

　紅蓮には分からない。

「待――」

　叫んで飛び出しかけた紅蓮のヘルメットに、呼び出し音が響く。

『――紅蓮！』

　迫さこ水みずの声だった。

『未まだか!?　もう弾たまが尽きるぞ！　そろそろヤドリギ達たちを押さえておくのも限界だ！』

「…………！」

　そう。未だ屋敷には数体のヤドリギが残っている。

　迫水達は、紅蓮が琴こと音ねを救出するまでの間、ヤドリギ達を抑えておく役目を頼んでいたのである。いちいちヤドリギを皆殺しにしていては、琴音を救うには遅すぎるかもしれないと考えたからだ。

　だが――

『三体！　そっち行くぞ！』

「……くっそ」

　紅蓮は呻うめく。

　次の瞬間、廊下の左右の障子や襖ふすまを突き破って、三つの異形が飛び出してくる。

　ヤドリギが――三体。

　今の紅蓮ならば倒せない相手ではない。

「梨り緒お。琴音を頼む」

「はい」

　梨り緒おが頷うなずいて琴こと音ねの傍に片かた膝ひざをつく。

　座射の体勢――梨緒はＵＭＰの弾たまが尽きるまで砲台として琴音と自分に近付く者に銃弾を浴びせるだろう。彼女が居る限り、紅ぐ蓮れんは琴音の守りを考えずに済む。

　そして……

「――いいだろう」

　三体の人食い鬼と向かい合いながら、人造の修羅は唸うなる様に言った。

「太た刀ち花ばな明あか月つき。お前が望んだ鬼おに喰くいの修羅、鬼の天敵、それがどんだけのものかじっくり堪たん能のうするがいいさ」

　主腕で二本の短刀を抜き放つ紅蓮。

　空中で梨緒の投げたＭＥＵピストルを受け取り、二本の副腕がグロックと合わせてこれを構える。

　その姿は――まさしく天魔覆滅の神器を手にした阿あ修しゆ羅らそのものだった。

「狩って、狩って、狩り殺して、いつか、てめえも狩ってやるぜ！」

　修羅とは非天。

　神に弓引く悪鬼羅ら刹せつ。

　ならば創造主たる者に牙きばを剥むくのもまた――道理だ。

「来やがれ――ヤドリギ共!!」

　紅蓮は全身に闘気を漲みなぎらせて、吼ほえた。



　　　



　家の中はどんよりと濁にごった空気に満ちていた。

　愛まな娘むすめの失しつ踪そうは、両親にとって相当な衝撃であったのだろう。当初の一週間はむしろ緊張した状態が続いていたが――人間はそもそも気を張った状態を余りに長く続けてはいられない。大抵は長期間の緊張は、肉体的な不調となって現れる。

　母は寝込み……父も眼めに見えてやつれ始めている。

　それだけ、両親に姉の琴音は愛されていたのだろう。

　妹の自分一人では、その不在によって生じた穴を補いきれない程に。

　だから――

「…………」

　暗あん澹たんたる無力感に苛さいなまれながら、鈴すず音ねは呼び鈴に促されて玄関に向かった。

　宅急便か何かだろう。あるいは警察官か。

　インターフォンで確認するのも面倒だった。

　だから扉を開いて――

「……た……ただい、ま」

　そこに姉の姿を見た時は、一瞬、自分が幻覚でも見ているのかと思った。

　姉に早く還かえってきて欲しいと願う余りに、そんな実体の無い虚像を心の奥底からひねり出してしまったのかと。

「あの……」

　琴こと音ねは躊躇ためらいがちに声を出した。

　それは確かに、飽きる程に聴き慣れた姉の声だ。

「鈴すず音ね……ごめん……ね……？」

　恥ずかしそうに俯うつむきながら琴音が言う。

「あの……鈴音？」

「…………」

　そして鈴音は――殆ほとんど衝動的に琴音に抱きついていた。

「す、鈴音!?」

「…………」

　後は声にならない。

　心配した。すごく心配した。だからひょっこりと――一週間余りの失しつ踪そうが、まるで何でもない事の様に、あっさりと戻ってきた姉が腹立たしいと思った。だがそれ以上に、姉が戻ってきてくれた事に、安あん堵どし、その場にへたり込んでしまいそうになっている自分がいるのを、鈴音は理解していた。琴音にしがみつかなければ、本当に――そのまま玄関先で座り込んでいたかもしれない。

「鈴音――」

「おねえ……ちゃん……」

　男勝りの妹がしゃくりあげるのを聞きながら、琴音は眼鏡の奥で両りよう眼めを潤ませる。

　そして――



　　　



　別れは奇くしくも学校の側そばだった。

　琴音を降ろす場所として一番無難――問題無く彼女が徒歩で家まで帰れる場所という事で、紅ぐ蓮れんが選んだのだ。夜の学校は、昼間とは随分と印象が違って不気味だったが、それでも琴こと音ねにとっては、慣れ親しんだ建物の在る風景は、『日常』に戻ってきたと強く実感させてくれるものだった。

　だが――その日常に、明日から紅ぐ蓮れんの姿は無い。

「…………海外？」

「だ、そうだ」

　道に沿って長く続く、学校のコンクリート塀に背中を預けながら紅蓮は言った。

「ロシアの方に行って、武器弾薬やら調達して、態勢を立て直すんだそうだ。未いまだヤドリギ連中が全滅した訳でもなし、俺おれ達たち――テロリスト扱いだしな。海外にでも一度逃げない限りはジリ貧だよ」

「…………」

「北海道の辺りで京都のミカヅチの生き残りと合流して、北方領土経由でロシアに行くんだとさ。まあ細かい事は俺には分からねぇけど」

　言って紅蓮は肩を竦すくめる。

「私を……」

　一瞬、躊ちゆう躇ちよした後に琴音は意を決して問うた。

「棄すてるの？」

「……お前な」

　溜ため息いきをついて紅蓮は琴音を振り返る。

「棄てるも何もねえだろ。俺達は未だ……」

　付き合ってもいないし、口づけさえしていない。

　恋人などと呼べる関係ではない。

　しかし――

「そうだね。ごめんなさい」

「勘違いしねえように言っておくけどな」

　紅蓮は俯うつむく琴音に言った。

「お前が太た刀ち花ばなの野郎に催眠術掛けられて、俺達に襲いかかってきた事は、もうどうでもいいんだよ。それがお前の心の奥底の願望だったとしても、だ」

「…………」

　驚いて琴音は視線を上げる。

　紅蓮は苦笑しながら言った。

「発作的に、やばい事考えるなんて、誰だれでもある。俺だって何度お前が、俺の家に来る度に、襲って犯しちまおうかと思った事か。お前に太刀花の野郎がラブレター送った時だって、今改めて思い返せば、奴やつをぶち殺したいと思う位に腹立たしかったしな」

「…………」

　眼めを瞬まばたかせて琴こと音ねは――初めて聞く紅ぐ蓮れんの本音を受け止める。

　それは、勿もち論ろん、愛の告白とは似て非なるものだろう。

　だが……

「そういう気持ちを抱いてる時に、背中を押されたら、踏み外しちまう事はあるだろ、多分誰だれだって。梨り緒おにしてもその事はもう気にしてねえそうだ」

　言って紅蓮は少し離れた処ところで佇たたずむミカヅチの少女を振り返った。

「それが分かったから、あいつも、お前を殺さずに思いとどまれたんだとさ」

「…………」

　琴音は何か言おうとして、しかし言葉にまとまらなかったのか、再び短く溜ため息いきをついて俯うつむいた。

「なんつうか……」

　がりがりと後頭部を掻かきながら紅蓮は言った。

「今更だけど、照れるよな。本当」

「…………」



    

  
    
      



    

  
    
      

　苦笑する琴こと音ね。

　本当に――今更だ。

　一方で日本が人食いの怪物に支配されるかもしれないとか、そんな話をしているというのに、その一方で青臭い色恋沙ざ汰たの話を、している。

　けれど――

「少し頭、冷やしてくる」

　紅ぐ蓮れんは言った。

「寒いところだし丁度いいさ。半年か、一年か、その辺ははっきりしないけどな。遠くない時期に戻ってくる積もりだ。太た刀ち花ばなの野郎の思惑に乗っかるのは腹立たしいが、放ほうってもおけねえだろ」

　ヤドリギは居なくなった訳でもない。

　生まれなくなった訳でもない。

　あるいはこの瞬間にも……ヤドリギは発生し、人を殺し、喰くい、よからぬ事を企んで、日本という国の闇やみに浸透しているのかもしれない。

　だからこそ紅蓮達たちは還かえってこなければならない。

　より確実にヤドリギの脅きよう威いとなり得る、天敵たる役目を果たせる、力を付けて。

「その頃までに、お前はお前で、考えておいてくれ」

　紅蓮は塀から背中を離して言った。

「本当に俺おれが好きなのかどうか、をな」

「紅蓮――」

「俺は俺で改めて考える。単なる依存ではなくて、本当に俺はお前を好きなのか――お前から離れてじっくり考えるさ。梨り緒おの事も含めてな。その上で俺はお前が好きで、梨緒よりも好きで、なおかつ、お前がやっぱり俺の事を好きだと思ってくれるなら、その時は、俺はお前を抱くぜ」

「…………」

　眼鏡の奥で眼めを丸くして、琴音は紅蓮を見つめ――

「うん。待ってる」

　ほんの少し頬ほおを赤らめながら、彼女は笑った。

「待ってる、じゃねえよお前は」

　紅蓮は嘆息してから琴音の胸元を指差して言った。

「その時は、土ど壇たん場ばでやだー、とかこわいーとか、言っても許してやんねえからな？」

「…………う、うん、か、覚悟しとく」

　反射的に引ひき攣つりながらもそう言う琴こと音ねを、紅ぐ蓮れんは苦笑を深めて見つめ直した。

　優しい――笑みだった。

「恩人とか、罪滅ぼしとか、そーゆーんじゃなくて、な」

　一人の男と女として。

　それはひどい遠回りなのかもしれないが――

「……うん、わかった」

　琴音は微笑して頷うなずく。

「じゃあな」

「うん。じゃあね」

　片手を振って梨り緒おの待つ方へと歩いてく紅蓮。

　その背中を見送りながら――

「じゃあ、またね」

　琴音は何な故ぜかひどく優しい気持ちで、そう告げた。



    

  
    
      


終章





　夜の闇やみの底を――走る。

　脇わき目めもふらず、ただひたすらに、真まっ直すぐに。

　急せかされて。急かされて。急かされて。

　何ど処こにも悲鳴も届かない、夜の工場地帯。何処からか発生した霧が全すべてをぼやかせ、右も左も、北も南も、分からない。まるで粘り着く様な湿った空気の中で、少女は、ただ、ひたすらに走り続けていた。

「はぁっ……はぁっ……はぁっ……」

　殺される。

　それも多分最悪な殺され方で。

　生きたまま――貪むさぼり喰くわれる。

　友人の断末魔が瞼まぶたに焼き付いて、耳にこびり付いて、離れない。弾はじける血の赤。迸ほとばしる割れ声。最後までとても見ていられなくて、背を向けて逃げだしてしまったが……それを責められる人間は居ないだろう。どうせ助からない。それはもう最初にあの怪物が友人の手を肩からねじ切った時点で、分かっていた。

　だから少女は必死に走っていた。

　喰くわれたくない。

　死にたくない。

　だが――

「――いやいや。駄目でしょう。友達置いていったら」

　ざっと街路樹の木の葉が鳴る。

　同時に少女の行く手を阻はばむ様に、黒い異形が落下してきた。

　まるで熊くまの様な――肩からくびれた『首』の無い巨体。だがその表面は熊とは似ても似つかず、表面にはてらてらと濡ぬれ光る鱗うろこの様なものが並んでいる。いや。そればかりかそれらがざわざわと風になびく草の様に揺れ動いている。

　これを異形と言わずして、何を異形と言うのか。

「ひっ……」

　少女は――後ずさる。

「友達でしょ？　やっぱり死ぬ時も、喰われる時も一緒、ってのが友達甲が斐いってもんでしょ？　ね？　ほら――さびしいよーって友達も言ってるよ？」

　そう言ってひょいと怪物は少女の友達を掲げて見せた。

　いや。友達だった――モノだ。

　既に胸から下が、何ど処こにも無い。それは怪物の単なる食い残しでしかなかった。

「…………」

　もう少女は声も出ない。

　どうして。なんで。

　こんな怪物が居るのか。

　自分がこんな怪物に追われねばならないのか。

　もう――悲鳴どころか涙も出ない。

　だから少女は、ただ眼めを閉じ両手で耳を塞いだ。

　見ない。聞かない。その事でこの残酷な現実から少しでも遠ざかろうとした。無論、それは本当に無駄な足あ掻がきでしかない事は分かっていたのだけれど。それでもそうしないと自分の精神が保もたない事を、少女は自覚していたのだろう。

　そして少女は待つ。

　自分の――終わりを。

　それしか彼女に出来る事はもう無かった。

　だが――

「……………」

　来ない。

　衝撃も圧迫も高熱も無い。

　無意味に虚無的な時間が彼女の上にのしかかる。

　やがて――

「…………？」

　一分か。十分か。一時間か。

　どれだけの時間が過ぎたのかは、よく分からない。

　少女はそっと瞼まぶたを開き、両手を降ろした。

　薄うす闇やみの中にやはり異形はそのまま立っていた。

　だが……形が明らかに変わっている。

　明らかに細く、基本的な大きさは人間と大差無くなっていた。あるいは角度によっては人間の後ろ姿と見み紛まがう程にそれはごく尋常な輪りん郭かくになっていた。

　唯一の例外――四本の腕を、除けば。

　拳けん銃じゆうとナイフらしきものを携えたその姿は、確かに異形ではあるのだが、怪物の言葉で顕あらわすには何か違和感があった。それはむしろ――

「……あしゅら…………」

　以前、学校の遠足で見た、興福寺の仏像。

　闘神――阿あ修しゆ羅ら。

　少女はその姿をふと思い出していた。

　そして……

「……え？」

　ようやく少女は気付く。

　違うのだ。先程、少女に迫っていた怪物とは。

　それは、新しい阿修羅の如ごとき異形の足下に、幾いくつもの肉塊へと分解されて散らばっていた。解体されていてもその特徴的な表皮で分かる。友達を食い散らかし、少女を襲おうとしていた怪物は、ばらばらに破壊されて阿修羅の異形の足下に巻き散らかされていた。

　だが――では。

　この新たな異形は一体？

「…………」

　悠然と四本腕の異形が振り返る。

　その顔は、フルフェイスのヘルメットらしきものに隠れていて、見えない。

　だが――

「大丈夫か？」

　異形が問うのと同時に、あちらこちらから新たな人影が湧わいた。

　それぞれ、銃を構え、ゴーグルとヘルメットを身に付けた、黒い衣装の者達たち。彼等らは音も無く四本腕の異形の側そばに近付いてきて、その背を護まもる様に立った。

「大丈夫ですか？」

　改めてその黒い衣装の中の一人が問うてくる。

　こちらは……若い女の声だった。柔らかいが、しかし、怜れい悧りな落ち着きを備えたその口調が、辛うじて崩壊の淵ふちに落ちていく寸前だった少女の精神を掴つかんで戻す。

「…………」

　少女はただがくがくと頷うなずいた。

　助かった。ただその事だけが分かった。

「…………だ……誰だれ……？」



    

  
    
      



    

  
    
      

　喘あえぐ様にそう問うたのは、知りたかったというより、単にこののしかかる沈黙に少女が耐えられなかっただけの話である。

　だが――

「誰だれでもねえよ」

　と――異形は言った。

「強いて言えば天敵だな」

「……てん……てき……」

「こいつらの、な」

　言って四本腕の異形は足下に散らばる怪物の肉片を軽く蹴ける。

　そして――異形に似合わぬ落ち着いた口調で少女を救ったその何者かは、告げてきた。

「ミカヅチ。鬼を喰くう――修羅さ」





〈終〉



    

  
    
      


あとがき



　どうも、軽小説屋の榊さかきです。



　ミカヅチ五巻にして最終巻をお届け致しまする。





　昔、特撮番組――それも宇宙刑事に始まる東映メタルヒーロー系のシリーズに、『ブルースワット』というのがありましてね。



　私も真面目まじめに見ていた訳じゃないんですが――当時はあまり特撮に興味がなかった時期でして――明らかに現実の警察特殊部隊（ＳＷＡＴ）を意識した題名とデザインと共に、第一話で主人公を残して防衛組織が全滅するという『おいおいどうすんだこれから!?』的な無む茶ちやな展開が印象に残っておりました。



　書き上げてから気付きましたが、「『エイリアン』に『インヴェード』された人間は見分けがつかず、その人間を見つけ出してから、エイリアンを倒す」という構図は、「『ヤドリギ』に『憑依』された人間云うん々ぬん」――という面から見て『ミカヅチ』も近いなあと思ったり。



　どっちも結局、組織は壊滅し、その志を継いだ個人（ないし個人運営の小規模組織）が活動していくというのは共通（最近だと、アニメの『喰霊―零―』がこのパターンですかね）です。



　考えてみればヒーローとは本来、いわゆる『仕事』であってはいけないものなのかもしれませんな。

　それは生き様であり、価値観な訳で。

　だから、あくまでその活動を大規模な『組織』ではなく個人の意志による小規模なものに限定しないと、ヒーローは成立しない（正確には『ヒーロー』と認識出来る人物像を描き出しにくい）のではないか、とか。



　今回の話を（特に迫さこ水みずの会話周り）書きながらつらつらとそんな事を考えていたりしました。



　そういえば（まあ気付いておられる方は沢山いらっしゃるでしょうが）――迫さこ水みず純じゆん一いちというキャラは、先輩同業者にして尊敬すべき仲間でもあった、故・大おお迫さこ純一師のイメージを使ったキャラでして。

　ヒーローというものについて、大迫さんには色々と教えて貰もらいました。

　晩年『俺おれなりにヒーローものについての一つの結論を出す企画を考えてる』なんておっしゃってましたが、結局、その企画は公にならないまま、大迫さんは去って仕し舞まわれました。内容については聞いても教えて貰えなかったのですが、それを見ていたら、ミカヅチのラストも変わっていたのかも、とか思ったり。



　そういえば『ブルースワット』に出てきた傑作玩具、『ディックテイター』の超貴重なデッドストックを（ＳＦ銃の癖にブローバックして、空薬莢エジェクトしたりするんですよ、しかも電動で!!）、「あれ、買い逃したんですよねー」と悔しがっていたら、「これ、やるわ」と、ぽんとくださったのが大迫さんでありました。

　今も大切にとってあります。

　勿体無くて動かせないままですが。



　それはさておき。

　とりあえずミカヅチは――神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんの物語はこれにて幕でありまする。

　最初から狙ねらっていたとはいえ、随分と泥臭い上に、ちょいと駆け足でドタバタ来た印象もありますが、無意味に小こ綺ぎ麗れいで冗長になるよりは遥かに良いかと自画自賛してみたり。



　ではでは。

　ここまでお付き合いいただいた読者の皆様には大感謝を。

　また次の本で（別のシリーズで）お会い出来たら幸いです。







２０１１／12／23　榊さかき一いち郎ろう
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